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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～』（著：筧千里）のお試し版が収録されています。
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第１話「ご主人様の髪を洗いたい少女のために、旅行前の買い出しに行くことにした」






「『護身術ＬＶ３』を４概念チートスキルに組み替える！　実行！『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ５』!!」

「──っ！　おにぃ……おにぃちゃ────ん。あ、あああああああっ！」

　僕の膝ひざの上で、イリスの小さな身体からだが、びくびくん、と震えた。

　イリスは、ぐったりと身体から力を抜いて、僕を見て──

「お願いします、お兄ちゃん……しばらく、繫つながったままで……」

　濡ぬれた額を僕の胸に押しつけて、笑ったのだった。










「『ちぃとすきる』をいただき、ありがとうございました。お兄ちゃん」

　わしゃわしゃわしゃ。

　イリスのちっちゃな指が、僕の髪をかき回してる。

「これでイリスは安心して、港町イルガファに帰ることができましょう」

　ここは、保養地の別荘。そのお風ふ呂ろ場ば。

　今は、お風呂椅子に座った僕の髪を、イリスが洗ってるところだ。

「イリスは、お兄ちゃんの髪を洗うの、大好きです」

　僕の髪にハーブ入りの石けん水をなじませながら、イリスは言った。

「いつもは見上げてばかりですから、お兄ちゃんの顔が同じ高さにあると、安心いたします」

「確認なんだけどさ、イリス」

「はい」

「イルガファの領主さま──イリスのお父さんは『養子を取るための儀式に、イリスにも列席して欲しい』って言ってきただけなんだよね？」

「そうですね。手紙の内容は確認いたしました」

　ヒュドラ事件が終わってから、数日後。

　僕たちのところに、港町イルガファの領主さんの使いの者がやってきた。

　領主さんからの手紙には──

『次期領主として、親しん戚せきから養子を取ることにした。ついては「海竜の巫女みこ」のサインが必要になるので、イリスは一度戻ってきて欲しい。終わったらまた出かけてもいいから。頼む。もう閉じ込めたりしない。助けると思って戻ってきてくれええええええっ』

　──って書いてあったそうだ。

　手紙を読んだイリスは、困ったような顔で、長いため息をついてた。

　気持ちはわかる。以前のイリスはずっと、監禁状態だったんだから。

　彼女は町にとって重要人物の『海竜の巫女』で、町の守護神である『海竜ケルカトル』とコミュニケーションできる唯一の人材だ。領主家はそれを失うことを恐れてた。
















　その上、イリスの兄ノイエル＝ハフェウメアは、異世界からの来訪者と組んで、イリスをさらおうとした。目的は、彼女を魔法の実験台にすること。異世界からの来訪者は、イリスの竜の血を利用しようとしていたらしい。

　結局、その野望は僕たちのパーティがぶっこわして、イリスは僕の奴ど隷れいになることで自由を手に入れた。イリスの兄は領主家の分家に幽閉されることになった。

　そして、次期領主だったイリスの兄が失脚したことで、領主家は養子を取ることにした。

　今回、その儀式に、『海竜の巫女』であるイリスの立ち会いが必要になったそうだ。

　公的な儀式をするときに、巫女のイリスが不在なのはかなり恥ずかしいことらしい。

　手紙に目を通したあと、イリスは、しばらく考え込んでいたけど、

「そういうことならしょうがないですね」

　と言って、一足先にイルガファへ戻ることを決めた。

　僕の方は、デリリラさんとお別れしたり、『天竜の翼』に挨あい拶さつしたりする必要があるから、戻るのには少し時間がかかる。

　だから僕たちは、ここでパーティをふたつに分けることにした。

　僕とセシル、リタとレギィは、ゆっくりコースでイルガファに。

　アイネとラフィリアは、イリスの護衛兼仲間として、イルガファから来た兵団と一緒に、先に。

　イリスに新しいスキルを『再構築』したのも、別行動を取るのが心配だったからだ。

　ちょうど使えそうな『概念』があったから、イリスの『護身術ＬＶ３』に組み込んでみたんだ。

「ほんとうに……イリスはお兄ちゃんに……していただいてばっかりです……」

　僕の髪をかき回しながら、イリスは「はぅ」とため息をついた。

「イリスが大人になって、イリスの全部をお兄ちゃんにさしあげたら、お返しできるのでしょうか……いえ、いけません。それではイリスがうれしいだけです……」

「そんなのお互いさまだろ。僕はみんなのサポートがないと生きていけないんだから」

　僕はこの世界の初心者だ。まだまだ知らないことがたくさんある。

　だから、この世界の住人であるイリスたちの知識や助言は、すごく役に立ってる。みんながいないと、知らないうちにブラックな力にからめとられて抜け出せなくなる可能性だってある。

「だから僕たちは、お互いもちつもたれつってことで。いいんじゃないかな」

「お兄ちゃんがそうおっしゃるなら」

　わしゃわしゃ。

「でも、なんだか納得いきませんので、お兄ちゃんの髪を洗うことで恩返しするといたします」

「その役目、気に入ったの？」

「はい。お兄ちゃんの髪は最高です。ずっとこうしていたいくらいです。なので、お兄ちゃんの髪を洗う役目は、イリスにいただいてもいいでしょうか？」

「そりゃいいけど。イリスはそれでいいの？」

「はい。それに関連して、ちょっとご提案があります」

　イリスは僕の前にひざまずいた。

「ここ保養地ミシュリラには珍しい市が立つことがあるのです。一緒に買い物にいきませんか？」

「珍しい市？」

　聞いたことがある。

　ここは保養地だから、貴族とその関係者が多く滞在してる。貴族からの依頼をあてにした冒険者たちもたくさんいる。お金をもってる人が、他の町よりも多い。

　だからそれを目当てに、珍しいものを仕入れてきた船が、定期的に市場を開いてる、とか。

「その市場で『海藻シーウイード入り固体せっけん』を買ってはいただけないでしょうか？」

　イリスは僕の髪をなでながら、言った。

「別行動を取る前に、お兄ちゃんの髪をつやつやにさせていただきたいのです」




『海藻シーウイード入り固体せっけん』

　特殊な海藻を混ぜ合わせたせっけん。

　保湿効果が高く、使うと髪の毛がつやつやになる。




「……市場に行くのは、あまりおすすめしないの」

　お風呂から出た僕とイリスに、アイネは言った。

「商人さんの方から注意書きが回ってきてるの。市場には『スリ軍団』が出てるそうなの」




『スリ軍団』

　小型のナイフで人のサイフ（主に革袋）を切り裂いてコインを奪う、プロのスリ集団。

　腕のいいスリは、相手にお金を奪われたことを気づかせないという。




「……そうですか」

　イリスはがっくりと肩を落とした。

「残念です。旅立つ前に新しい石けんを買って、お兄ちゃんをつやつやに洗って差し上げたかったのですが……アイネさまもご一緒に」

「──!?」

「確かに、旅の前に危険を冒すわけにはまいりませんね。そういうことなら諦あきらめましょう……」

「で、でもでも、気をつければ大丈夫だと思うの！」

　……アイネ。なんで急に目をきらきらさせてるの？

「対策は取るの。あと、イリスさんは目立たないように変装するの。手伝ってあげるね！」

「ありがとうございます。アイネさま！」

　お互いの手を握り合うアイネとイリス。

　そんなわけで、いつのまにか話がまとまって──

　僕たちは市場に買い物に出かけることになったのだった。










「……ここが市場。なんとすごい人出でしょう……」

　僕とアイネの手を握りながら、イリスが声をあげた。

　今日のイリスは髪を長い三つ編みにして、頭にはバンダナを巻いてる。服は丈の短いワンピース。シーフみたいな格好だ。港町からはイリスの護衛の人たちが来てるから、見つからないようにね。

　港には大型船が係留されてる。

　その前で商人たちが品物を並べてる。売られている商品は様々だ。貴金属から干し魚、服に装飾品に漬け物、檻おりに入った動物なんかもいる。

　売れ筋の商品があるのは、市場の中央。石けんやハーブを扱う店も、そのあたりにあるらしい。

「……でも、そこまで行くのは大変そうだな」

「……まるで人の壁があるみたいなの」

「……お兄ちゃんとアイネさまがいてよかったです。イリスだけでは流されてしまいそう……」

　おまけに、さっきから衛兵さんが叫んでる。

「ハイスペックなスリ集団が出没しています！　気をつけてくださーい」って。

　元の世界と同じだ。人混みにはスリやひったくりが出やすい。治安が悪いならなおさらだ。

　この状況で、スムーズに買い物できそうな作戦を考えるとすると……。

　うん。僕のスキルと、アイネの人間観察用スキル、イリスの観察力を使えばいいかな。

「隊列を組もう。アイネが先頭。最後尾は僕だ。それぞれのスキルを生かして、人混みを最速で通り抜ける。アイネはスキルを常時発動、イリスはいざという時のために……」

　僕は指示を出した。

　アイネとイリスは、真剣な顔でうなずく。

　ふたりとも、すぐにわかってくれた。うちのパーティは、チームワークには定評があるからね。
















「それじゃ『人混み浸透、超速ショッピング作戦オペレーシヨン』を開始する」

　そして僕たちは一列縦隊で、人混みへと突入したのだった。










　ハイスペック・スリ軍団は自分たちのスキルにプライドがあった。

　市場にまぎれこみ、本人に気づかれないようにコインを奪う。それが彼らの仕事だ。

　最高位のスリはサイフに切れ込みを入れ、一番高価なコインを１枚だけ取り去る。それには体術、手さばき──まさに芸術的な技術を要求される。

　今回、彼らはとある依頼を受け、市場に潜入していた。

　内容は単純だ。失敗するはずもない任務だった。

　なのに──




「だめです！　近づけません！　なんで人混みであんな動きができるんだ!?」

「『盗技ステイール』の間合いに入れない！　届かないんだよ！」

「動きが速すぎる……まるで隙間をすり抜ける蛇のようだ。なんだあの連中は……」




　彼らの包囲をあっさりとすり抜けて行く３人に、スリ軍団はパニックを起こしていた。

　ぼーっとした感じのメイドと、町に慣れていないような少年と、なぜか優雅な物腰の小さな少女。たいした獲物でもないはずなのに、スリ軍団は、彼らに触れることすらできない。

「だめだ……オレ、自信をなくした」「俺も、故郷に帰って畑を耕すよ」「わしらの修行はなんだったんだ……」

　自我崩壊を起こす者、怯おびえる者、退職を決める者──

　すでに、スリ軍団の半数が脱落していた。

「わかった……ワシ自らが出る」

「頭目!?」

「我らが受けたクエストは『例のものを持つ少女』を探せ、だ。可能性がある者は放置できまい」

　そうしてスリ軍団の長老は、最強の敵に挑むことになったのだった。










『送信者：アイネ（宛あて先さき：なぁくん、イリスちゃん）

　本文：スキル「動体観察」に反応ありなの。進路を塞ふさいでる２人のうち、１人がこっち方向に力を入れてるの。接触の危険があるの。指示を願うの』




『送信者：イリス（宛先：お兄ちゃん、アイネさま）

　本文：石けんとハーブの露店を発見いたしました。場所は左前方ですが、そちらのコースだと他の方と接触する可能性がございます。ここは迂う回かいするのがよろしいかと』




『送信者：ナギ（宛先：アイネ、イリス）

　本文：「高速分析」で周囲の人数を把握した。人の数が少ない２時方向にコース変更する。その後、３時方向に10歩転進したら、一気に直進！』




『『りょーかいっ！』』




　僕たちは早足で人混みを抜けていく。

　先頭はアイネ、中心はイリス、最後尾は僕。

　アイネはスキル『動体観察』を使い続けてる。あれは視界に入った相手の、筋肉が緊張してる部分を見極めることができる。それによって、人の動きを先読みするスキルだ。

　中央のイリスは市場の観察役だ。『海藻入り固体せっけん』が売ってる露店を探してる。

　最後尾の僕は『高速分析』を使用中。

　これはリアルタイムで周囲にいる人をウィンドウで表示してくれる。表示されるウィンドウの数を見れば、人が多いエリアがわかる。僕はそこから『進みやすい』方向を把握。『意識共有マインドリンケージ・改』でアイネとイリスに伝える。

　そしてそれに合わせてコースを変更。数秒ごとに。こまめに。

　人混みを縫うヘビのように、僕たちは市場を駆けていく。




『送信者：イリス（宛先：おにいちゃ、おねえちゃ）

　本文：ありましたーっ！　ねんがんの「海藻入り固体せっけん」です！』




　僕たちは市場の中心で、目的のものを見つけ出したのだった。




「意外とてこずりました。お兄ちゃんの作戦がなければどうなっていたか」

「ありがとうなの。なぁくん。おかげでスリにあわずに済んだの」

　２人は満面の笑みで露店をのぞき込んでる。

　よかった。

　じゃあ、早いとこ買い物を済ませて帰ろう。

「イリスは商品を選んで。アイネは値段交渉を」

　僕が言った瞬間──




「よくぞ我らをここまで追い詰めた」




　声がした。




「我らは誇り高き──ハイスペック・スリ軍団『西風の小銭狩り』!!」




　ほこりたかいスリがあらわれた!?




「お前たちには隙がない。すばらしい動きだった。我らの好敵手と認めよう！」

「しかしそれもここまでだ。師匠の露つゆ払はらいをさせていただく！」

「そのメイドと小さな少女が求める者かどうか、確かめさせてもらう！」




　声はする。相手の位置はわからない。

『高速分析ＬＶ１』で確認は──駄目だ。人が多すぎて敵味方の区別がつかない。

　しょうがない。非常時だ。このスキルはあんまり使いたくなかったんだけど……。




「発動、『超ちよう越えつ感かん覚かくＬＶ１』」




　僕がスキルを発動した瞬間──視界がブラックアウトした。




　このスキルは五感を遮断することで、直感を極限まで高める。だから光も音も、まわりのすべてがわからなくなってる。さらに、使ったあとは数分動けなくなるっていうおまけつきだ。

　さて、と。どうしようかなー。

　敵は、いわゆるスリ集団だ。できるだけ自然に追っ払おう。

　とりあえず足を出して、と。

　……靴くつ紐ひもほどけてないか気になってきた。しゃがんで確認してみよう。

　いや、人混みで座り込んでたら迷惑だな。立とう。

　スキル発動してから……ごじゅうきゅう……ろくじゅう……１分経たった。

　そろそろスキルの効果が切れるな。

　目が見えるようになってきた。さて、と。どうなったかなー。




「おおおおおおおおおおおっ!!」




　歓声があがってた。

　目の前の露店に、小柄な男性が４人、頭から突っ込んでるのが見えた。

「すごいの！　なぁくん、スリ軍団をあっというまに撃退したの！」

「お兄ちゃん、ほれぼれする動きでした！」

　左右を見ると、アイネとイリスが目を輝かせて、僕を見てた。

「ふたりに質問」

「「はい？」」

「僕はどうやってこの人たちを撃退したの？」

「「（なぁくん）（お兄ちゃん）がやっつけたのに!?」」

　２人ともびっくりしてる。

　しょうがないんだ。この『超越感覚』は、発動すると自分でもなにやってるのかわからなくなるんだから。僕がなにしたかは、まわりの仲間に教えてもらうしかない。

「ほんとにすごかったの。まるで、相手の動きが見えてたみたいなの」

「お兄ちゃんが足を前に出したら、飛びかかろうとしてた人が、引っかかって倒れて──」

　アイネとイリスが説明してくれる。

「なぁくんがしゃがんだら、ナイフを突き出した２人が、勢い余って転がったの」

「これは悪い人だと思いましたので」

「最後の一人は、アイネが『魔力棒術』で突っついたの」

　アイネが串くし焼やきの棒を持ってるのはそのためか。串でも『魔力棒術』は発動するんだね。

「お兄ちゃん……この方たちは？」

「誇り高きハイスペック・スリ集団『西風の小銭狩り』だってさ」

「かっこいいのか、せこいのかわからない名前なの」

「アイネとイリスにケンカを売ろうとしてたから、うっかり『超越感覚』を使っちゃった」

　仲間に危害を加えようとしてたから、つい、反射的に。

　たまにはそういうこともあるよね。




「……我々の勝ちだ」




　店先で倒れた男が、言った。

「すでにその少女は頭目の『スティール』の間合いに入っている。我らに気を取られたが、お主らの隙よ。『西風の小銭狩り』の名において、サイフはもらった！」

「なぁくんっ！」

　アイネの声がした。

　振り返ると──いつの間にかイリスの背後に、小柄な老人が立っていた。

　そいつが枯れ枝のような手を、イリスに向かって伸ばす。アイネがイリスを引っ張り寄せるけど、その老人の腕が──伸びた。まるで武術の達人のように。

　老人はナイフを持ってる。刃が、イリスが提げてる革袋サイフに届く。紐ひもを切って奪うつもりか!?




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：イリス、緊急事態だ。例のスキルを使って！』




『送信者：イリス（宛先：おにいちゃん）

　本文：わかりました！　発動「反撃点穴ポイントカウンターＬＶ１」！』




　ぽこん。




　イリスの拳こぶしがカウンター気味に、老人の腕を叩たたいた。

　力がこもってるようには見えなかった。けれど──




「ぐげごがあああああああああっ!!」




　老人は腕を押さえてぶっ倒れた。

「こげぎがぁ！　ぐあぁらあああああ──っ!!」

　そのまま泡を吹きながら転げ回る。

　痛そうだなー。『反撃点穴』って、衝撃が分散しないからなー。




『反撃点穴ＬＶ１』（４概念チートスキル）

『反撃』で『身体からだの一部』に『与えるダメージ』を『増やす』スキル




『反撃点穴』はイリスの『護身術』を強化したスキルだ。『護身術ＬＶ３』（『反撃』で『与えるダメージ』を『増やす』スキル）に、余ってた概念『身体の一部』を付け加えてある。

　もともと『護身術』は、身を守るとき相手に与えるダメージを増やすだけのスキルだったんだけど、それを４概念チートスキルにしたせいで、自動反撃型スキルになったんだ。

「うぉ、う、腕が！　ワシの腕があああああっ!!」

　老人の腕は変な感じに振動してる。

　スキルに『身体の一部』とついてるせいで、『反撃点穴ＬＶ１』は衝撃が分散しない。

　このスキルで受けたダメージは『身体の一部』にとどまり、痛みと衝撃を与え続ける。いわゆる『人体の隠れたツボ』や『秘孔』を突ついた感じになってる。

「ぐがあああっぁぁぁ。ひぃぃぃぃぃ……」

　老人はまだ、のたうちまわってる。

　ほんとに痛そうだ。ったく。背後から他人に刃物を向けたりするからだよ。

「こいつ……もしかして大陸間スリ軍団『西風の小銭狩り』の頭目じゃないか!?」

「待って。わたしのサイフがない。え？　あなたのサイフにはいつの間にか穴が!?」

　まわりの人たちが騒ぎ出す。衛兵さんたちも、こっちに向かってきてる。

　僕の身体も動くようになったし、長居は無用だな。

「……待ってくれ。ワシらの使命はサイフを奪い、このコインの半分を持っている少女を……」

　老人は僕たちに向かって、手を差し出した。

　その手に載ってるのは……半月型のコインだった。真ん中から、きれいにまっぷたつになってる。

「……お前らは……これを……持っては……」

「持ってないです。さよなら。それじゃ」

　僕たちはふたたび一列縦隊に。

『人混み浸透』モードになり、ひとの間をすり抜けながら、素早くその場を離れたのだった。










「さっきのひとたち、なんだったのでしょう？」

「このコインの半分を持ってる人を探してたんだってさ」

　僕はイリスとアイネに、金色のコインの画像を送った。

　なにかの役に立つかもしれないから『意識共有・改』で撮とっといたんだ。

「これは……『王家のコイン』でしょうか」

「王家のコイン？」

「書物で見たことがあります。王子や王女が生まれると、それを記念して特殊なコインが作られることがあるそうです。一般には流通しないので、持っている人はごく限られているとか」

『王家のコイン』か。

　ってことは『ハイスペック・スリ軍団』は、王家に関わる誰かを探してたってことかな。

　……すっごく、関わりたくないな。忘れよう。うん。




　それから僕たちはまっすぐ家に帰り──




「それでは『海藻入り固体石けん』の使い心地を試させていただきます」

「いただくのー」

「どうしてあたしになんですかぁ!?」

「「（なぁくん）（お兄ちゃん）をつやつやにする前の練習（なの）（でしょう）！」」

「だ、だめですよぅ。みなさんとお風ふ呂ろに入るのはうれしいです。でもでも、洗われたりしたらそんな……や、すき、そういうのすき──じゃなくて！　できればますたぁに──でもなくて！　もー、だめになっちゃいますからぁ…………！」




　イリスとアイネがラフィリアの全身をつやつやに洗い上げるのを見届けながら──お休みの１日は過ぎていったのだった。








第２話「ちいさな騎士志望者による、資格取得マニュアル」






　イリスたちを送り出したあと、僕たちは聖女さまの『デリリラ迷宮』にやってきた。

　港町に帰る、って告げると、聖女さまは僕たちに背中を向けて──

「ふーん、そっかー。別にいいけどねー。デリリラさん、しばらく研究生活するからねー」

　肩越しに、ちらちら僕たちを見ながら、つぶやいてた。

「また、会いに来ますよ」

　その姿があんまりさみしそうだったから、思わず僕はそう言った。

「ほんとっ!?」

　聖女さまは、くるん、と、満面の笑顔でこっちを向いた。

「ほんとだよね？　デリリラさんのこと、忘れちゃやだよ!?」

「忘れませんってば」

　僕とセシルとリタとレギィは、そろってうなずいた。

　聖女さまは貴重な『友だち』だからね。それに、セシルのご先祖の関係者でもあるから。

「また、いつか必ず会いに来ます」

「あ、ごめん。そういえばデリリラさんはもう、誰かを待つのはやめたんだった」

　そう言って聖女さまは、にやりと笑った。

「だから、今度はデリリラさんの方から会いに行くよ。それまで元気でね！　変なご主人様とそのご一行さま！」

　そうして彼女は、入り口が岩で塞ふさがれたままの『デリリラ迷宮』へと、すーっ、と入っていった。

「……ほんとに行くからね！　忘れちゃやだよ！　元気でね…………」

「ありがとうございました。聖女さま」

　セシルは杖つえを手に、いつまでも頭を下げてた。

　聖女さまの声が遠ざかって──完全に聞こえなくなるまで、ずっと。










　次に僕は、お世話になった商人さんの元を訪ねることにした。

　商人のドルゴールさんには、サウナを紹介してもらったり、馬を預かってもらったりしていたからね。イリスの代理として、挨あい拶さつはちゃんとしておかないと。




「──というわけで、僕たちも明日、出発することにしました」

　屋敷の応接間で、僕は商人のドルゴールさんに告げた。

「そうですか……名残なごりはつきませんが、仕方ありませんな……そうだ」

　ドルゴールさんはぶっとい腕を振り、なにかを思いついたように、

「実は私も明日、王都の方に荷馬車を送り出す予定なのですよ。よろしければ同行されては？」

「いいんですか？」

「街道を進むには、多人数の方が安心でしょう？　遠慮はいりません。護衛の者は、ちゃんと他に雇っておりますからな」

　ドルゴールさんは目を細めて言った。

　確かに、人が多い方が魔物に襲われにくい。みんなの負担も軽くなる。

　それに、ドルゴールさんが厚意で言ってくれてるのもわかる。海竜オタクの、いい人だからね。

「わかりました。ご厚意に甘えます」

「私は海竜をあがめる者ですからな。これくらい当然のことですよ」

「出発時間が決まったら教えてください。僕たちの方で合わせますので」

　僕はそう言って、ドルゴールさんに頭を下げた。

「お父さま、来客です」

　ちょうどそのとき、ノックの音がして、ドルゴールさんの娘さんが顔を出した。

「おお、ちょうど荷馬車に同行予定の者が来たようです。ご紹介いたしましょう」

　立ち上がろうとする僕を制して、ドルゴールさんは言った。

「護衛と共に、王都へ試験を受けに行く者なのですよ。剣士としてそこそこの実力があるので、今回は荷馬車の護衛も務めてもらうことになっております。では──お入り、カトラス」

　ドアの向こうから、鎧よろいをまとった人物が入って来る。

　髪は、灰色のショートカット。青い瞳ひとみでまばたきしながら、緊張した顔でこっちを見てる。

　肌は抜けるように白くて、手も脚も細い。身長はセシルよりちょっと上くらい。

　この人が荷馬車の護衛か。

　ちょっと華きや奢しやだけど、きっと腕利きの少女剣士なんだろうな。

「ご紹介いたしましょう。この者はカトラス＝ミュートラン。騎士候補生を目指す少年です」

（男の子!?）

　思わず口にしかけた言葉を、僕は慌てて飲み込んだ。

　椅子に立てかけた魔剣のレギィが揺れてる。彼女もびっくりしたらしい。

「ごあいさつしなさい。カトラス」

「は、はじめまひゅっ！」

　あ、嚙かんだ。

　自己紹介しようとした少年、カトラスさんは、真っ赤になって顔を押さえた。

　それからカトラスさんは頭かぶりを振って、

「はじめまして、騎士候補生のカトラス＝ミュートランと申します。『海竜の巫女みこ』の護衛の方々のことは、ドルゴールさまよりうかがっております！　海竜という超越存在と対等に話ができる巫女──その護衛の方とお話ができるなんて、光栄なのであります！」

　むちゃくちゃ、可愛かわいい声だった。

　少年剣士カトラスさんは気をつけの姿勢から、僕に向かって深々と一礼。

　それから、膝ひざをそろえて正面の椅子に腰掛ける。

　……男の子か女の子か、さっぱりわからない。いや、ドルゴールさんは『少年』って言ってるけど。本人の立ち振る舞いは、なんとなく男の子っぽいけど。

『主ぬしさま。賭かけよう』

　椅子に立てかけていた魔剣から、かすかに、レギィの声がした。

『我は「女の子」に一票じゃ。我が負けたら、主さまの背中を流して差し上げよう。我が勝ったら、主さまが背中を流しておくれ』

「……こらこら」

　ぺちん、と、レギィの鞘さやを叩たたいて黙らせる。

　でも、レギィがそんなこと言い出すのも無理はない。

　目の前にいる剣士カトラスさんを見てると、ほんとに不思議な感じがする。性別ってなんだろう、って。美少年にも見えるし、美少女にも見える。レギィは『女の子に一票』って言うけど、僕にはどっちの確信も持てない。

　……って、初対面の人相手に、こういうのは失礼か。

「はじめまして。僕はソウマ＝ナギと申します。パーティの仲間とともに、『海竜の巫女』イリス＝ハフェウメアさまの護衛を務めております」

　そう言って、僕はカトラスさんに頭を下げた。

「今回はイリスさまが先に帰られたため、別荘の後片付けをしたあとで追いかける予定となっています。こっちに残ったのはパーティの半分ですから、カトラスさんのように腕利きの剣士さんと同行できるのは助かります」

「いえいえ！　ボクは腕利きなんかではないであります。ただの、騎士候補生でありますから」

　カトラスさんは照れた顔で手を振った。

　……騎士候補生か。さっきもそんなこと言ってたっけ。

　この世界の騎士については聞いたことなかったな。どういうものなんだろう？

　たとえば、元の世界の騎士だったら……

「騎士と言えば高潔にして主君への忠義を重んじる、貴族にも近い地位の方だと伺ったことがあります」

「そうであります！　本物の騎士とは、まさにソウマさまのおっしゃるような者でありますよ。まぁ、ボクはドルゴールさまに支援していただいて、やっと試験を受けられるようになった者でありますから、騎士を名乗ることもできないのでありますが」

　カトラスさんは真っ赤になって、ぱたぱたと手を振った。

　正解みたいだ。

「ボクは田舎町から出てきたばかりで、騎士になれるかどうかも、まだわからないですし」

「騎士になるのって、難しいんですか？」

　とりあえず、話を合わせてみた。

「自分は遠くの島国から来たもので、そういう情報には疎うといのですが……やはり騎士になるには厳しい条件などがあるのでしょうか？」

「はい。騎士を目指す者は、年に一度王都で試験を受けなければいけないのであります。それをくぐり抜けてはじめて、騎士という資格が得られるのであります！」

「試験、ですか。大変ですね」

「その前に面接があります」

　……どこの世界も同じだな。

　ちゃんとした企業に勤めるようなものだからね。それなりの手続きがいるのは当たり前か。

「面接というと……やっぱり、偉い人相手に？」

「はい。まずは先輩騎士の面接を受け、次に中堅騎士の面接を受け、引退騎士の面接を受け、貴族の方々の面接を受け、最後に王宮の方の面接を受けなければいけないのであります！」

　ちょっと待って。

　なにその一般面接から役員面接への華か麗れいなコンボ!?

「もちろん、それぞれの方には前もって履歴書を送らなければなりません。書式も相手によって違いますし、一文字でも書き損じたらすべて書き直しとなりますが……騎士は貴族の方の文書を扱うことも多いでありますから、その予行練習ということでありましょう！」

　そっか、この世界でも手書き履歴書書き直し地獄は存在したのか。

　しかも書式が５種類って、考えただけでも悪夢を見そうだ……。

「そもそも面接を受けるためには、王都近くの町で説明会に参加しなければいけません。倍率はかなり高いのですが、なんとか滑り込むことができました」

　説明会さえもハードルが高かった。

「説明会に参加するにも、規定の鎧、武器、防具をそろえる必要があります。その規定は厳しく、盾の長さが短かったり、剣の柄つかが太かったりするだけでも落とされるそうです。また、盾の上辺を『右肩上がり』にしておくと、縁起がいいので採用されやすくなるのであります！」

　戦いやすさより心証が大事なの？　騎士の審査基準ってそれでいいの？

「……ちなみに『円形の盾ラウンドシールド』を使ってる人はどうなるんですか？」

「門前払いになります」

「確かに、集団戦をやるからには、装備を統一する必要がありますからね」

「いえ、協調性がない、ということで」

　ルールが無駄に厳げん格かくだった。

　騎士資格取得の話だよね。騎士って、高潔な仕事だよね？

　なのに……どうしてこんなにブラックなにおいがするんだろう……。

「それでも、ボクは騎士になりたいのであります。国を守るために剣を振るうのは、亡き母の夢でしたから。ボクはドルゴールさまに支援していただいて、やっと説明会に出られるようになりました。それだけで、幸せでありますよ」

「……がんばってくださいね」

　僕には、それくらいしか言えなかった。

　カトラスさんの目が、すごく輝いていたから。

　騎士がブラックな仕事かどうかは別として、カトラスさんの騎士への憧あこがれは本物みたいだ。

「私も応援しているよ、カトラス」

　ドルゴールさんは満足そうにうなずいた。

「若い者の支援をするのは私の趣味でもありますからな。成功するにしろ、別の道を選ぶにしろ、悔いのないようにするといい」

「はいっ！」

　ドルゴールさんの言葉に、カトラスさんは勢いよくうなずいた。

　カトラスさんは、荷馬車を守る冒険者の補助をすることになってるそうだ。

　その代わりに旅費と食費を負担させてもらうことになってる、と、ドルゴールさんは言った。

「旅の間はいろいろとご迷惑をおかけするかもしれません」

　騎士候補のカトラスさんは、僕に向かって深々と頭を下げた。

「それに、腕の立つ冒険者の戦いを見ることで、参考になることもあると思います。どうか、よろしくお願いするのであります！」

「いえ、僕はあくまで、イリスさまの護衛の冒険者ですので」

「立場など関係ありません。騎士は人を守るためにいるのでありますよ」

　カトラスさんは、僕の目を見ながら、むん、と、拳こぶしを握りしめた。

「亡き母は、ボクにも父のような騎士になれ、と命令して死にました。父とは会ったことがないですけど、きっと民を守る立派な騎士に決まっています。ボクはそんなふうになるのが夢なのです」

「……すごいな」

　思わず本音が出た。

　こういう前向きな人って──なんだか、まぶしいな。

　騎士の仕事だって、求職活動の手続きが面倒なだけで、本当は立派な仕事かもしれないからね。

「応援してます。こちらこそ、旅の間、よろしくお願いします。カトラス＝ミュートランさん」

「はい！　よろしくであります。ソウマ＝ナギさま！」

　カトラスさんが手を差し出してきたから、僕もその手を握った。

　細くて、柔らかい手だった。

























　そして、次の日。

　港町イルガファに向かう馬車の中で──

「そうね。ナギが言った通りよ。騎士は貴族に仕えて、領地の一部を任される代わりに防衛の主軸となるもの。まずは王家が与える騎士資格を手に入れて、それから騎士見習いとしてのキャリアを積んで、優秀な者を貴族が採用するの」

「そうじゃな。主さまの言う通りじゃ。性別はわからなかったが、美少女である可能性を考えておいた方がよかろう。まずはその正体を主さまが確かめて、優秀であれば採用するのもよかろう」

「その他にも、貴族には仕えずに民を守る『自由騎士』なんてのもいるわね。冒険者のパーティに入ることもあるわ。騎乗と戦闘のエキスパートだから、頼りになるもの」

「その他にも、美少女でありながら己の本性を隠しているとすれば、悲しすぎる。ここは主さまがその本性を暴くことで、むきだしの自分を解放してやるべきであろう」

「もちろん、自由騎士は領地も、そこからの収益も得られない。けど、民の尊敬は得られるもん。その道を進むことで、民の信頼を得て、結果的に自分の領土を開拓していく騎士もいるわ」

「もちろん、男装の美少女となれば、美も快楽も得られない。けれど、押さえつけた情欲は溜たまっていく。内面の葛かつ藤とうに苦しみ、結果的に道を踏み外していく男装騎士の物語もあろうが」

「ちょっと待って頭が混乱してきた」

　リタとレギィ、同時に話さないように。

「え？　騎士について聞きたいのよね？」

「うむ。騎士について聞きたいのであろう？」

　ふたりは同時に首をかしげてる。

「そりゃ聞きたいとは言ったけど、お前が言ってるのは別の話だろ。レギィ」

「昨日きのう出会った騎士候補生の話をしておるのじゃろ？」

「僕が聞きたいのは『騎士』ってクラスの話。カトラスさんの個人情報に興味はねぇよ」

「そうか？　男装の騎士というのは美お味いしい存在だと思うのじゃが」

　……確かに、元の世界のゲームでは男装の美少女って結構いたけどね。

「だとしても、一度会っただけの相手をいろいろ詮せん索さくするのは失礼だろ」

　それに、カトラスさんの正体は、僕たちには関係ない。

　あのひとは貴族に仕える騎士を目指してる。でも僕たちは何度も貴族と敵対してる。

　たぶん、これからは別の世界の人間として、関わることはないんだと思う。

「カトラスさんの荷馬車、先に出ちゃったからね……」

　僕たちがいるのは馬車の中。ここは港町イルガファに続く街道だ。

　左右は森に囲まれてるけど、街道は先まで見わたせる。

　本当は、ドルゴールさんが王都に送り出す荷馬車と一緒に出る予定だったんだけど、時間通り集合場所に行った僕たちを待っていたのは、申し訳なさそうにうつむくドルゴールさんの姿と──




『申し訳ありません。雇った冒険者がせっかちで、先に出てしまいました……』




　という謝罪の言葉だった。

　雇った冒険者たちが「『巫女みこの優秀な護衛』？　荷馬車を守るのに俺たちだけでは不安だと？　いくら雇い主とはいえ、失礼では？」っていう言葉を残して、荷馬車と一緒に出発しちゃったらしい。騎士候補のカトラスさんも引き連れて。

　それならそれで、こっちは別にいいんだけど。

「というわけで、悪いけど、帰り道もよろしく頼むよ」

　僕は馬のたづなを引いて、言った。

『おう！　お任せくだせぇ、旦だん那な！』

『このお役目を待っておりました！　文字通り馬車馬のように働きますぜ！』

　馬車を引く馬たちから、いせいのいいセリフが返ってくる。

　出発前にスキル『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』で話した馬たちは、やる気まんまんだ。これなら今日のうちに『翼の町シャルカ』に着けるかな。

　デリリラさんとのお別れは済んだ。お世話になったドルゴールさんにも挨あい拶さつした。

　あとは『天竜の翼』にシロのことを報告して、僕たちの旅はひとまず終了。

『天竜の翼』で始まった社員旅行だから、『天竜の翼』で締めることにしようと思う。

「セシルもリタものんびりしてていいよ。家に着くまでが『社員旅行』なんだから」

「……はい、そうなんですけど」

「……なにか変な気配がするの」

　御者台から後ろを見ると、セシルがリタを見つめていた。

　リタは獣耳をそばだてて、目を閉じてる。

「２頭とも止まって。馬車の音が、リタの邪魔にならないように」

『『……がってん』』

　僕はたづなを引いて、馬車を停とめた。

　セシルも口を押さえて、じっとリタを見つめてる。

　待つこと数十秒。そして──




「────ナギ……戦闘音が聞こえる！」




　リタは目を見開いて、言った。

「剣を打ち合わせる音と、魔物の声がするわ。誰かがこの先で戦ってます。ご主人様！」








第３話「省エネ使い魔をこまかく操って、『運良く』魔物を追い払った」






「セシル。『魔力探知』をお願い。魔法の気配は感じる？」

　僕はセシルに聞いた。

「反応はありません。でも、感じ取れないということは、強力な魔法は使われてないと思います」

　ってことは、普通の魔物が襲ってきた可能性が高いな。

　確か、ドルゴールさんが手配した荷馬車が、僕たちの前を走ってるはず。あっちは商品を詰め込んでる分だけ足が遅いから、追いついてもおかしくない。

　で、向こうは魔物に襲われてる、か。

「……しょうがねぇなぁ」

　僕たちは、このまま待機してればなにも起こらないけどさ。

　けど、街道を進んだ先で、ズタボロになった冒険者とカトラスさんを……もしかしたら死体を見ることになる。

　冗談じゃない。

　せっかくの『働かない人生』に、そんなトラウマ付け加えてたまるか。

「セシル、リタ。僕たちはこれから『ごくごく普通に』荷馬車の救援に向かう。いいかな」

「はいっ。ナギさま」

「当たり前の冒険者っぽくね。了解だもん！」

　状況を確認しよう。

　周辺は森。魔物の声はこの先の街道と、森の中から聞こえてる。敵の戦力は不明だ。

　とにかく奇襲して敵に被害を与えて、その隙に冒険者たちを救出することにしよう。

　そのためには、こっちの戦力を増やした方がいいな。

「セシル。前に使った『火精召喚サモニング・エレメンタル』のことだけど」

「はい。ナギさま」

　待ちかねたように、ぴょん、と跳ねて、セシルが僕の前にやってくる。

「魔物の数がわからないから、こっちも戦力を増やしておきたい。でも、ここで魔力を使い切るわけにはいかないだろ？　で、古代語魔法『火精召喚』なんだけど、サラマンダーの召喚数を減らせば魔力消費も少なくて済むかな？」

「６体までなら、ナギさまからの魔力供給をいただかなくても大丈夫です」

　さすがセシル、飲み込みが早い。

　僕のやろうとしていることをわかってくれてるみたいだ。

「一般魔法の『火精召喚』でも３体まで呼び出せますから、残りを隠すようにして戦えば、わたしたちの秘密もばれずにすむと思います」

　古代語魔法『火精召喚』のメリットは細かい指示ができることだ。

　普通はサラマンダーに『みんながんばれ』『あいつをねらえ』くらいの指示しかできないけど、古代語で召喚したものはパラメータ設定と、ターンごとの命令ができる。

　それを利用しよう。奇き襲しゆうには奇襲ってことで。

「それじゃ馬たちと、馬車をつなぐハーネスをはずそう」

　僕はセシルとリタに、指示を出す。

　魔物が暴れ回ってる世界だから、いざというときのために、馬車と馬を繫つなぐハーネスは外しやすくなってる。馬たちに鞍くらが乗ってるのは、最悪の場合、荷物を捨てても素早く逃げられるように、という商人さんの知恵らしい。

「リタも馬に乗る？　それとも──」

「獣人の速度をなめないこと！　馬になんか負けないんだから！」

　リタは、ぷんすか、って感じで尻しつ尾ぽを膨らませた。

「了解。じゃあ悪いけどお前──えっと、ポックルだっけ。僕とセシルを乗せてくれないかな」

『がってん！』

『旦那！　おいらは!?　おいらは用なしですかい!?』

「お前──ピックルには別の役目があるよ」

　僕は３人と２頭に、作戦を伝えた。

　さて、と。

　旅もはじまったばっかりだし、無理せず普通に救援しますか。










　カトラスたちの荷馬車は、すでに取り囲まれていた。

　数十分前、街道を進んでいた荷馬車に、森からゴブリンが矢を射かけてきたのだ。

　冒険者たちをからかうように矢を射て、森に隠れて、矢を射ての繰り返し。追えば逃げる。諦あきらめて進めば、また矢を撃ってくる。やっかいな相手だった。

　ぶち切れた冒険者たちのリーダーが「やっちまえ！」という決断を下したのはその直後。リーダーさんはせっかちだ。カトラスが見ている前で、パーティは２隊に分かれ、リーダーを先頭に前衛が森に向かって突撃したら──




　森から飛び出してきたオークに、側面から不意打ちを受けた。




　オークは人よりも大きな身体からだに、イノシシのような顔をした魔物だ。手には斧おのを持っている。

　正面からはゴブリンの矢、左右からはオークの近距離攻撃。そして、奴らは同士討ちを気にしない。混戦状態でもゴブリンは平気で矢を放ち、オークはその皮下脂肪で矢を防ぎながら、問答無用で冒険者を攻撃してくる。

　さらに前衛を引きつけておいて、身軽なゴブリンたちによる荷馬車への直接攻撃となれば、パーティがパニックになるのも無理はなかった。

「はぁ……はぁ」

　そして戦闘は今も続いている。

　カトラスは正面にいるゴブリンを見据え、両脚に力を込めて、走り出す──。

「行くのであります！　『豪盾撃破シールドチヤージ』！」

　どごん！

　右肩上がりの盾に突き飛ばされ、ゴブリンが街道に転がった。

　カトラスは荒い息をつきながら、ショートソードを構えた。

　自分の小さな身体が恨めしい。全力の突撃スキルでも、決定打にならない。

　カトラスの後ろには荷馬車がある。商人のドルゴールさんに『守ってくれ』と頼まれたものだ。けれど、幌ほろはたびかさなる攻撃で破れ、荷物のいくつかは破壊されている。まわりでは、２人の仲間が倒れている。奇襲を受け、気を失ったのだ。

　カトラスを取り囲んでいるのは錆さびた剣を構えたゴブリンたち。

　森の近くでは、戦士たちとオークが戦っている。森から矢が飛んでくるのは、木の間に隠れたゴブリンの仕し業わざだ。

「……連携して戦う魔物は……やっかいでありますね」

　正面のゴブリンを見据えながら、カトラスは剣を握りしめた。

　こちらの戦力はカトラスを含めて７人。

　前衛の４人は森の近くで戦っている。

　馬車を守るのは後衛の３人。しかし、今、戦えるのはカトラスだけだ。

「──それでも、ボクはみんなを守るのであります」

　カトラスは叫んだ。

「きやがれであります、ゴブリン！　魔物なんかにボクの騎士魂を打ち砕くことは──!!」

　叫びながらカトラスが突撃しようとした、とき、




「ふつうキ────ック!!」




　真横から飛んできたごくごく当たり前の蹴けりが、目の前のゴブリンを吹き飛ばした！

　ゴブリンは身体をくの字に曲げて、立木に激突。そのまま動かなくなる。

「わぁびっくり！　偶然、クリティカルが入ったようね！」

　金色の髪をひるがえし、獣人の少女が、カトラスを見た。

「いつもはこんなにうまくいかないんだからねっ。勘違いしないでよねっ!!」

「あ、はい」

「もっとちゃんとうなずいて。こっち見て。はい、注目」

「す、すいません。わかったであります。わかったであり──」




「ふつう斬り。えい」




　獣人の少女に気を取られた瞬間、カトラスの真横で、もう一匹のゴブリンがまっぷたつになった。

「……え？」

　カトラスは思わず、目を見開いた。

　一瞬だった。一撃だった。カトラスが手こずっていたゴブリンが、文字通りに胴体の中心でふたつに両断されて、地面に転がっている。その間に獣人の少女が、最後の一匹に回し蹴り。ゴブリンは身体をくの字に折り曲げて、そのまま動かなくなる。

（……あの、お方は……）

　カトラスは、がくん、と、地面に膝ひざをついた。

　気が抜けたからだろう。そのまま意識がうすれていく。

（あのお方……昨日きのう、ドルゴールさまのお屋敷で出会ったあの方が、助けてくださった……）

（……馬に乗って──まるで騎士さまでありますよ）

（ずいぶん長い剣を持っておられます。それに、急に伸びたような？　そっかー。ボクも疲れておりますから、視界がぼやけているのでありますな。慣れない戦いのせいで──）

　疲れ切ったカトラスは、地面に膝をついたまま、意識を手放した。










「間に合った……」

　馬に乗ったのは初めてだけど、なんとかなったか。

　馬が『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』で話せるポックルじゃなかったら、落ちてたかもしれない。意外と揺れるんだね、馬って。

　僕は状況を再確認。

　冒険者たちの前衛は、森のそばでオークと戦闘中。おまけに矢の攻撃まで受けてる。

　後衛と戦ってたゴブリンは倒した。あとはオークを倒して、森で矢を放ってるやつらをおっぱらえばクリアだ。

「リタはカトラスさんたちを、矢の届かないところに移動させて。戦闘はセシルの使い魔に任せよう。頼む、セシル」

　僕は馬から降りた。

　それから手を伸ばしてセシルを抱き上げ、地面に下ろす。

「ありがとうございます。では……ナギさまのお言葉通りに──いきます」

　セシルが目を閉じて、すぅ、と息を吸い込む。

　古代語魔法『火精召喚』の詠唱は、ここに来るまでに完了してる。

　僕の前に表示されたウィンドウには６体分のパラメータが映ってる。パラメータの隣に映ってるのは、サラマンダーたちの視界だ。これを頼りに、僕は使い魔をコントロールすることになる。デュアルディスプレイならぬ６面ディスプレイだ。

　とにかく、やれるだけやってみよう。

「前衛部隊。整列！」

『オオオオオオオオオ!!』

　僕とセシルの前に、３体のサラマンダーが並んだ。

　サラマンダーは背中にコウモリの羽が生えたトカゲで、全身は深紅の炎に包まれてる。

　普通の魔法使いでも、３体までサラマンダーを呼び出せる。そして、冒険者もオークも、ここにいないサラマンダーには……気づいてない。森の中のゴブリンはわからないけど、矢が荷馬車に向かって飛んでくるってことは、こっちに注目してるってことだ。

　これなら、うまくいくかもしれない。

「冒険者たちの救助に向かう。普通のサラマンダーたちよ！　前進！」

　号令に合わせて、サラマンダーが進み始める。僕は「味方ですー。一般的な冒険者が援護に来ましたー」って叫んでから、ウィンドウに指を這はわせて、サラマンダーの操作をはじめる。

　魔法の維持はセシル担当。操作は僕の担当だ。

「──作戦開始！」

『オオオオオオオオオオ！』

『ブォ？　ブォオオオオオオ!!』

　突撃してくるサラマンダーに向かって、オーク──イノシシ頭の魔物が斧を振り下ろす。

　でもそれは、サラマンダーの炎を削っただけ。

　サラマンダーはオークの攻撃をなんなくかわし、その鼻先を殴りつけた。

『ブゥウゥゥオオオオオオオオオ[image: ]』

　顔面を襲う火炎と熱に、オークが悲鳴を上げる。

「回避ルーチンを優先。速度重視。まとわりつけ──炎を相手に叩たたき付けるように」

　僕はサラマンダーに指示を飛ばす。

　オークの攻撃を回避しながら、サラマンダーは、オークの胸、背中、首筋に爪を立てる。攻撃力は向こうが上。こっちの武器はスピードと、手数。あとは身体を包む炎だ。

　でも、さすがに６体の同時操作はきついな。長時間続けたら指がつりそうだ。

　さっさと終わらせよう。

「オークは斧を縦斬りしてくる。こっちは横方向の回避重視で！　無理はするな！」

『オオオオオオオ！』

『ブウウウアアアアアア[image: ]』

　敵のオークは４体。うち２体は冒険者たちと交戦中だ。こっちは残りを３対２で相手してる。

　サラマンダーたちはオークの周りを飛び回る。力では向こうが上でも、こっちはスピードを限界まで上げてある。まとわりつく。抱きつく。脂肪がありそうなオークの身体に火を移す！

『ブォォォオオオ[image: ]　ブゥオ！　ヴォオオオオ!!』

　オークの腹に矢が当たる。

　森の中にいる奴やつからの誤射だ。身体を包む炎のせいで、サラマンダーには当たらない。傷を受けるのはオークだけだ。

『オオオオオオオオオオ────！』

『ブウオオオオオアアアアアアア！　ギャアアアアアアア[image: ]』

　動きがにぶったオークに、サラマンダーが抱きつく。

　炎が敵に燃え移る。そして、絶叫。敵がおびえはじめてる。そろそろいいかな。

「魔物どもよ、聞け！　お前らはすでに包囲されている！　森に入った我々の仲間が、火を放っているのが見えないのか!?」

　僕は叫んだ。言葉は通じなくても、森を指さしてるのはわかるはずだ。

『ブボゥ!?』

　オークたちが動きを止めた。

　森の中から、煙が上がってる。ゴブリンの矢も、いつの間にか止やんでる。

『ブボォ？　ブォ？　ブゥオオオオオ[image: ]』

　オークたちは森から上がる煙と、サラマンダーに抱きつかれた仲間を見て、そのまま──

　後ろを向いて逃げ出した。作戦成功だ。

　包囲されたと思い込ませた。

　本当は違う。セシルが呼び出した残り３体のサラマンダーが暴れてるだけだ。

　迂う回かいしてこっそり森に入り込んだサラマンダーたちは、草を軽くあぶってる。ついでに森に隠れてた弓兵ゴブリンを威嚇しまくった。そしてゴブリンの弓兵たちは、ちりぢりに逃げだした。

　僕の目の前にはウィンドウがあって、サラマンダーの見ているものが映ってる。ゴブリン弓兵が逃げたのも、そのまま戻ってこないのも確認済みだ。

『ブオオオオオオオ！』

　残された２体のオークが悲鳴を上げた。でも、奴らはもう逃げられない。サラマンダーの炎は、完全に手足に燃え移ってる。まともに走ることもできない。サラマンダーたちにまとわりつかれて、炎の塊になって燃え尽きていくだけだ。

「よし。作戦成功。今のうちにここから離れよう！」

　僕がそう言ったとき、馬のひづめの音がした。

『旦だん那なー！　お待たせしやした！　見つけてまいりやしたぜ！』

　一般人には「ひひーん」としか聞こえない声がして、僕たちの馬──ピックルが走ってくる。その後ろには、別の２頭の馬が続いてる。荷馬車を曳ひいてた馬たちだ。僕たちが戦ってる間、ピックルには馬の捜索をお願いしてた。同じ馬同士、逃げそうな場所はわかるし、話も通じる。さっすがイルガファ領主家の馬車馬。すごく優秀だ。

「いやぁすごい偶然だねー」

「わたしたちの馬が、荷馬車の馬を見つけてきたみたいですよー」

「こんなことってあるのねー。びっくりー」

「…………お、おぅ」

　冒険者パーティのリーダーの目が点になってるけど、とりあえずスルー。

　彼らをせかして、馬たちを荷馬車につないでもらって、僕たちは自分たちの馬車のところへ。

　魔物が戻ってこないうちに、僕たちはさっさと出発したのだった。








第４話「説明会に遅れそうな候補者の救済措置と、見てはいけない落とし物」






「……す、すまない。助かった…………」

　荷馬車護衛パーティのリーダーは息も絶え絶えに、僕たちに頭を下げた。

　馬車に頭をぶつけるみたいにして、がっつんがっつんお辞儀を繰り返してる。

「恥ずかしい……お前たちを見下して……この有様だ。許してくれ……」

「いえ、こっちは運良く、敵の不意を突けただけですから」

　あれから、約１時間が経過した。

　僕たちは大急ぎで街道を進み、見晴らしのいいところで馬車を停とめた。

　そして今は休憩中。馬車のまわりでは、傷ついた冒険者たちが傷の手当をしている。

「思ったより、仲間の怪け我ががひどいな……いや、この程度で済んだことを、逆に感謝すべきか」

　荷馬車護衛パーティのリーダーは言った。

　メンバー７名のうち、半数が負傷。

　荷馬車も車軸がゆがんでるから修理した方がいい、ということだった。

「君たちには感謝している。俺は自分が恥ずかしいよ。つまらない意地を張って危地に陥り、なおかつ助けられるとは……」

「いえいえ間に合ったのも、助けることができたのも、ただの偶然です。運よく敵にクリティカルが入っただけですから」

「森から煙が上がってたのは？」

「サラマンダーがこまめに小枝を燃やして投げてました。魔法でいきなり召喚されたんで、ストレスがたまってたんでしょう。それを利用して、森の中にも冒険者がいると思い込ませました」

「…………わかった」

　パーティのリーダー（深紅のバンダナが似合う剣士さん）は、うなずいてくれた。

　もういいって言ってるのに何度も頭を下げてるし、悪い人じゃなさそうだ。

「俺たちは今日一日、近くの村で休むことにするが、君たちはどうする？」

「このまま、次の町に向かいます」

　今からなら、日暮れまでにたどりつける。

　向こうから来るキャラバンがあるかもしれないし、魔物の情報は伝えておいた方がいいよな。

　もっと早く伝える方法もあるんだけど──

　…………電波（？）まだ届くかな……？




『送信者：ナギ（宛あて先さき：イリス）

　本文：街道を進んでたら魔物に出会った。なんか組織的に襲ってくる奴らだった。イリスがまだ「シャルカの町」にいるようだったら、「海竜の巫女みこの直感でぴぴーんときた！」って感じで、魔物の噂うわさを流しておいて』




『送信者：イリス（宛先：おにいちゃ）

　本文：だいじょぶです。これから町を出るところで────って！　まもの────っ!?　だ、だいじょうぶなのでしょうか？　おにいちゃ、セシルさま、リタさまにレギィさま、怪我は!?　今すぐイリスもそちらに向かいます！　離してくださいアイネさま、ラフィリアさま！　イリスは。イリスわ────っ！』




　って、イリスは、心配そうな顔のアイネとラフィリアの添付画像を送ってきた。

『ぐっ』って親指を立てるセシルとリタの画像を送ったら、落ち着いたけど。

「さて、と」

　僕はこっそりウィンドウを閉じて、カトラスさんの方を見た。

「そういえば、カトラスさんはこれから、騎士資格の説明会があるんですよね？」

「……はい。ですので、近くの村で１泊するとなると……」

　カトラスさんは指折り数えはじめた。

「正直、試験までに王都に着くのは難しいであります。ですが、ボクは荷馬車を守る手伝いをする約束をしているのであります。それを破るわけには……」

　そんな世界の終わりみたいな顔されても。

　本気で騎士になりたいんだな……カトラスさん。

　正直、僕が口出しする筋合いじゃないけど……もしもカトラスさんがまともな貴族に仕える身分になったら、僕たちの味方になってくれるかもしれない。

　採用試験はブラックでも、働いてみたらなんとびっくりホワイトだった──ってこともないわけじゃない。荷馬車が囲まれてるのに一歩も退ひかなかったカトラスさんなら、まじめな貴族としか性格が合わないだろうから、そういう人に気に入られる可能性は高いはず。

「カトラスさん。よければ、僕たちと一緒に次の町まで行きませんか」

　これくらいいいだろ。

　元の世界のバイト先で、就活の採用面接を受けに行く人のために、バイトのシフトを代わってあげたこともあったからね。その延長ってことにしとこう。

「僕たちの援護が間に合ったのは、カトラスさんが荷馬車を守っていてくれたからです」

　荷馬車護衛パーティのリーダーに、僕は言った。

　カトラスさんの仕事はあくまで護衛の補助で、報酬は旅の安全と、その間の食事とかだ。

　ぶっちゃけノーギャラに近いし、ドルゴールさんのメインは「若い者を手助けしたい」だった。

「だから……護衛の補助の役目としては、十分じゃないかと。カトラスさんが本当に急ぎなら、僕と一緒に来てもらってもいいですか？」

「あの、ボクは……でも……」

　ぽん。

　カトラスさんの背中を、荷馬車護衛パーティのリーダーが、押した。

「依頼主には俺から話しておく」

「リーダーどの……？」

「……お前のためじゃねぇよ。俺らのミスで、未来の騎士さまの邪魔をしたとなれば、依頼主に合わせる顔がないからだ。少しは格好をつけさせてくれ」

　護衛パーティのリーダーは照れくさそうに、カトラスさんから目をそらした。

　これで決まりだ。

「それと、お前たちにも迷惑をかけた。お詫わびにこれを受け取ってくれ」

　冒険者たちのリーダーは、それから、僕にスキルクリスタルを差し出した。

「とある場所で手に入れたスキルだが、俺には合わねぇみたいだ。よかったら、使ってくれ」

「……なんのスキルですか？」

「俺の優柔不断を直すために手に入れたスキル──『果断即決せつかちＬＶ３』だ」




『果断即決せつかちＬＶ３』

『行動』を『すばやく』『決める』スキル




「「「「慌てて飛び出して魔物の襲しゆう撃げき受けたのはこれのせいか────っ!!」」」」

　荷馬車護衛パーティのツッコミが、リーダーさんに炸さく裂れつした。










「なんとお礼を言ったらいいかわからないのであります！」

　僕たちはふたたび、馬車の旅をはじめた。

　戦闘で時間を消費したから、今日のうちに『翼の町シャルカ』に着くのは無理だ。だから今日は、その手前の町で一泊することになる。そのスケジュールなら、なんとか試験に間に合うそうだ。

「このご恩は、必ずお返しするのであります。ナギどのと、奴ど隷れいのみなさまに！」

「気にしなくていいよ」

「わたしたちは、ナギさまのご意志に従っただけですから」

「ご主人様が助けたいって言ったんだもん。お礼は、ナギに」

　セシルとリタは僕の後ろに座って、カトラスさんを観察してる。

　レギィは魔剣状態のまま、いつの間にかカトラスさんの背後に移動してる。

　……性別チェックをしてるのかもしれないな。レギィのことだから。

「そうです！　同行させていただくからには代金をお支払いしたいのであります！」

「いいってば。そんなの」

「いいえ、ボクの気が済まないでありますから──」

　カトラスさんは腰にゆわえた革袋に手を伸ばした。

　袋をとめる紐ひもが、切れた。さっきの戦闘で切れ目が入ってたみたいだ。

　サイフ代わりの革袋が、大きく口を開けて──十数枚のコインが飛び散った。

「わわっ。わわわっ──っ！」

　床に這はいつくばってコインを集めるカトラスさん。

　転がってるのは銀貨と、銅貨と──それと、




　王冠をかぶった少女の横顔が彫られた、コインだった。




　反射的に僕は『意識共有マインドリンケージ・改』のログを表示。

　視界にあるコインと、『西風の小銭狩り』が持ってたコインを重ねる。

　──重なった。寸分の狂いもなく。

「……これって……王子や王女が生まれると作られる記念硬貨だよな……？」

　しかも、一般には流通しない。

　イリスの話によると、持っているのは王家と、王家につながりがある貴族だけ……らしい。

　それを持っているということは──

「カトラスさんって……王家の関係者。もしかして王子さま……なのか？」

「な、なにを言っているのでありますか？」

　びくん、と、肩をふるわせて──心底びっくりしたような顔で、カトラスさんが僕を見た。

「ボクは王家の関係者などではないのであります！　なにをおっしゃっているのですか!?」

「そうなの？」

「当然であります！」

　カトラスさんはブレストプレートに包まれた胸を押さえて、宣言する。

「神かけて誓うであります。ボクは王子などではないのであります。ええ、絶対に。ボクがそんなものであったら、なんでもソウマさまの言うことを聞いてあげるでありますよ！」

　カトラスさんは、ぶんぶんぶん、って、こわれそうなくらい首を振って──

「……仕方ありません。助けていただいた身であります。ソウマさまたちにはお教えするのです。どうしてボクが、このコインを持っているのかを……」

　──目を閉じ、静かに語り始めたのだった。








第５話「すべてをさらけだした騎士志願者の、秘密が意外と闇だった」






　皆さま、この『王家のコイン』を、よくごらんください。

　本物は金貨であります。ですが、これは銅貨でありましょう？

　これは、偽物レプリカであります。

　王家に子どもが生まれたとき、記念にボクの母がいただいたものなのです。

　ボクの母、でありますか？

　かつては王様の側そく室しつの方にお仕えする、下働きでありました。

　母は──理由は語らなかったのですが──召使いをやめたあと、王様の紹介で、騎士であった父のものになったそうであります。身分が低いため、正妻ではなかったそうでありますが。

　両親は、仲良しであったと思います。母が父のもとに嫁いですぐ、ボクがお腹なかにいることがわかったそうでありますから。ええ、本当にすぐでありましたよ。

　ただ残念なことに、母は身体からだが弱かったのであります。そのため、体調を考え、気候のいいところで生活するために、西の方にある田舎いなかの村に家をもらって引っ越したとか。

　父は、一度だけボクの顔を見に来たそうであります。『王家のコイン』のレプリカは、そのときにもらったものだと聞いております。母は涙をうかべて、ボクにそれを握らせていたそうです。

　母は王宮を遠く離れても、王家への忠誠を抱いていたのですな！

　父とはそれ以来、一度も会っておりません。

　父には正妻がいらっしゃいましたから、ボクのことを表おもて沙ざ汰たにはできなかったのでしょう。

　母はボクを『りっぱなおとこのこ』になるように、育ててくださいました。

『王家のコイン』のレプリカを見せては「騎士となり、歴史に名を残しなさい」と、弱虫のボクをはげましておりました。病気がちの母でしたが、ボクには厳しかったのであります。

　その後、母が亡くなり、ボクも騎士資格をもらえる年齢になったので、こうして王都をめざしているというわけであります。

　これでわかってくださったでしょう？　ボクは、王家の者などではないということが。

　ボクは、母が王家に関わる方に、少しの間仕えていただけの、ただの平民でありますよ。

　あれ……？

　みなさま、どうしてあさっての方向を向いているのでありますか？　ソウマさま？　セシルどの？　リタどの？　どうして冷や汗を流しておられるのであります!?

　……え？　本当に王都に行っても大丈夫なの？　でありますか？

　もちろんです。ボクにとって騎士になることは、小さいころからの夢なのであります。

　お仕えするなら……そうでありますな……部下想おもいで、奴ど隷れいにも優しく、自ら前線に立って戦うような方がいいであります。

　力があってもそれを誇らず、ちょっぴり照れ屋で「しょうがねぇなぁ」なんておっしゃりながら、人を助ける方が理想ですな！　そのような方がおられたら、すべてを捧ささげる覚悟でおります。

　おっと、話してるうちに次の町が見えてきたでありますな。

　ボクはドルゴールさまのつてをたどって、明日出発するキャラバンに混ぜてもらうことにいたします。助けていただいてありがとうございました。このご恩は一生忘れません。

　ですので、ソウマさまを仮に『あるじどの』とお呼びするのであります。

　いえいえご遠慮なさらず。真のあるじが見つかるまで、騎士の気分でいたいだけでありますよ。

　それではあるじどの。ここでいったんお別れです。

　宿は……下町の安宿に泊まるつもりであります。気が向いたら、遊びにきて欲しいであります。

　それでは皆さま、お身体にお気をつけて。

　ボクが立派な騎士になるころ、またお会いできればいいですな！　それでは！










「……行っちゃったな」

「行っちゃいましたね」

「行っちゃったわね……」

　町の大通りで、僕たちはカトラスさんと別れた。

　なんだか、すごく疲れた。カトラスさんの身の上話が重すぎて……。

「あのさ、セシル、リタ」

「……はい。ナギさま」

「……うん。言いたいこと、わかるわ」

「この世界で、王様が側室の召使いに、うっかり手を出しちゃうことって、ある？」

「おとぎ話なんかでもよくあります」

「めずらしい話じゃないわね」

「で、うっかり子どもができちゃって、それを部下に預けたりすることは？」

「……それを信頼の証あかしと言うひともいるみたいです」

「……秘密を共有してるわけだものね。王様も、その相手を粗末にできないもんね」

「「「……大変だね」」」

　僕たちはそろってため息をついた。

　正直、本当のことはわからない。

　スリ軍団が持ってたのは金貨版『王家のコイン』の片側半分で、探してたのも『少女』だし。カトラスさんが持ってるのは銅貨版『王家のコイン』で、性別は──どっちだろう。

「カトラスさんが騎士になって、本当に王家の血を引く者だってことがわかったら、この国も少しは変わるかな。かげながら応援してるよ。カトラスさん。立派な騎士になってくれ」

　カトラスさんが去っていった方に向かって、僕はつぶやいた。

「それはどうかな」

　背中で魔剣状態のレギィが、なんか不穏なセリフを口走ってたけど。










　カトラスさんと別れたあと、僕たちは適当な宿を取った。

　といっても３人が１部へ屋やで泊まれて、馬車も預けられるとなると、そこそこのレベルになる。だから、カトラスさんが泊まる下町よりもちょっと高めの、イルガファ領主家おすすめの宿にした。

　ここで僕は久しぶりに、セシルとリタと同じ部屋に泊まることになったんだけど……。

「ご、ごめんなさいナギさま……ちょっとだけお待ちください……」

「ほ、ほら。旅と戦闘で砂とほこりだらけになっちゃったでしょ？　だから……身体、きれいにするから。少しの間……待って欲しい……もん」

　ふたりは緊張しまくってて「とにかくみだしなみをなんとかしますっ」って言って、宿でお湯をもらって、身体を拭ふきはじめた。

　その間に、僕は馬車に荷物を取りに行くことにしたんだ。

　魔剣状態のレギィを連れて、馬車の荷物を探ってると──

「……なんだこれ」

　見慣れないものが、馬車の床に転がってた。

　金属製の板だ。文字が彫ってある。

　えっと……『騎士資格　受験資格証』──『カトラス＝ミュートラン』……って。

「受験票かよ!?」

　いつの間にこんなものが……。

　あ、わかった。

　カトラスさんがサイフの中身をぶちまけたとき、硬貨と一緒に飛び出したんだ。

　その時、僕たちは全員『王家のコイン』と身の上話に気を取られてた。だから、受験票が落ちたことに気づかなかったのか……。

「あのさ、レギィ」

『なんじゃ？　主ぬしさま』

　魔剣状態のレギィが、なんだか楽しそうな声で答えた。

『もしや、散歩のお誘いじゃろうか？』

「うん。今日のうちに、町の探索をしておきたいと思ってね。下町なんかどうかな？」

『いいのぅ。我としては、安宿の集まってるあたりがおすすめじゃな』

「受験生が泊まりそうなところか。そうだな。その辺に迷い込むこともあるかもしれないな」

『この町には慣れておらぬからな。不可抗力というやつじゃのう』

「『そうだねー』」

　レギィと声をそろえてから、僕は『受験票』を手に取った。

　それから２人で、夜のお散歩に行くことにしたのだった。










　カトラスさんの宿は、下町にある小さなところだった。

　入り口で名前と事情を告げると、宿の少女が取り次いでくれた。

　僕たちはきしむ廊下を進んで、指定された部屋をノックして、名前を告げた。

「あるじどの？」

　中から、カトラスさんの声がした。

「宿の方から話は聞いているであります。カギはさっき開けました。お見苦しい姿ではありますが、ご容よう赦しやのほど」

「夜遅くにごめん。馬車の中に忘れ物が──」

　僕はドアを開けた。

　白い背中が、見えた。

　カトラスさんは床に座って、身体を拭いてるところだった。隣には、湯気を立ててるお湯が入った桶おけ。カトラスさんの手には、濡ぬれた布。カトラスさんはそれで胸のあたりを拭いてる。

　少し膨らんでるように見える、真っ白な胸を。

「どうかしたのでありますか？　あるじどの」

　目の前にいる少女が立ち上がり、不思議そうに僕を見た。

　こうして見ると、彼女のすべてがはっきりとわかる。

　かすかに胸、膨らんでるし。肌は白いし……その他のところも──男の子とは違ってる。

　でも、おかしい。

　ドルゴールさんはカトラスさんを『少年』って紹介してた。本人もそれを否定しなかった。女の子だって、一言も言わなかった。こうして平然と、裸のまま部屋に通した。

「カトラスさん自身、自分が女の子だって気づいてない……とか？」

「鋭いのね。カトラスの、仮のあるじどの」

　彼女は、感心したように言った。

「……君は、誰だ？」

　カトラスさんじゃない。

　口調が違う。カトラスさんは穏やかで優しい口調だけど、今の彼女は固い、こっちを警戒してるような話し方をしている。強い視線で僕をじっと見てる。

　髪を梳とかす手つきも、身体を拭く動きも繊細で──女の子っぽい。

　瞳ひとみの色も違う。カトラスさんは青色だったけど、目の前の少女は赤紫の瞳をしてる。

「別人……いや、姿は同じだ。荷物も、僕たちと別れたときと同じ。双子っていうわけでもない。君は一体誰なんだ？」

「あたくしに、名前はありません」

　彼女は立ち上がり、僕に向かって頭を下げた。

　まるで、ここが王宮の廊下でもあるかのように。

「あたくしは『無名のもの』。カトラスの中にいるもうひとりの人格よ。役目はカトラスを守ること。あの子が、自らの性別と、自分の生まれを知ることがないように」

「ということはカトラスさんは……二重人格なのか？」

「そうね。でも、カトラスはなにも知らないわ。あの子の中にいる『あたくし』がフォローしてきたから」

　彼女は裸のまま膝ひざを折り、床に置いたままの革袋を拾い上げる。

　内側の隠しポケットから、小さなコインを取り出す。

「そして、これがカトラスの生まれを証明するもの」

　それから、手のひらに載せたコインを、僕に向かって差し出す。

　金色の、半月型のコイン──ハイスペック・スリ軍団が持っていたものとは逆側の、半分だ。

「あのレプリカは、お母さまのもの。あたくしがもらったのは、これよ。カトラスは、これのことは知らないから」

「そっちが本物の……『王家のコイン』か」

「そうですわ、あるじどの。誰からも忘れられたあたくしの話、聞いてくださるかしら？」

　少女はほほえみながら、僕にそう告げたのだった。








第６話「名前を持たない姫君は、自分を『女の子』にして欲しかった」






「あたくしは自分の名前を知らない。父がくれた名前があったそうですけど、母は一度もその名前で呼ばなかったから」

　カトラスさんの顔をした少女は、床に座ったまま、僕を見つめていた。

　全裸で。

「話の前に、服を着てくれないかな」

　僕がそう言うと、彼女は自分の身体からだのかたちを確かめるように、腕を上げて、胸を見て、それから僕に視線を移して、ゆっくりと首を横に振り──

「無理」

「なんで!?」

「あたくしは、カトラスが『女の子』を強く意識したときに現れる人格ですもの。男の子の服を着たら、心の奥に隠れちゃうの」

　……そんな「なに言ってるのこの人」って顔されても。

「いや、やっぱり落ち着かないから」

「しょうがないですわね」

　カトラスさんの顔をした少女はベッドの上に置いてあった布を、胸と腰に巻き付けた。

「これでいいでしょう？　では、話を聞いてください」

「わかった」

　僕たちは宿の床に正座して向かい合う。

「まずは話を聞いていただく報酬として──これを差し上げます」

　少女は僕に、手のひらに乗せたものを差し出した。

　２枚の『王家のコイン』（片方はレプリカ）だった。

「いらねぇよ！」

「闇市で売れば、数千アルシャになると思いますけど」

「リスクが大きすぎる。王家に知られたら投とう獄ごくじゃすまねぇだろ」

「ならば、忠誠を」

　すぅ、と、カトラスさんの顔をした少女は、僕の前に膝をついた。

「あたくしはあなたのため、一度だけすべてを捧ささげることを『契約』いたしましょう」

　少女はすがるような目で、僕を見てる。

　そこまで信頼されるようなこと、した覚えないんだけどな。

「……とりあえずはお礼とかいいから。話を聞くだけだからさ」

「ありがとうございます。あるじどの」

　少女は床に座り直し、ついでにお腹なかまでずり落ちた布を直して、僕を見た。

「お話しするのは、あたくしの生い立ちと、王家のこと」

　そして、彼女は話し始めた。

「叶かなわぬ夢を見てしまった母と、それに振り回された子どもの話です──」










　あたくしのことを知るのは、騎士である義父と母、王様とその側近だけ。

　騎士だった父は、母に『王家のコイン』を授けて立ち去りました。

　……ええ、もちろん本当の父ではありません。

　あたくしの父は国王リカルド＝リーグナダル。王都にいる方です。

　母はそのことを詳しくは語らなかった。

　語ったのは、母が陛下に一度だけ寵ちよう愛あいを受けて、そのときにあたくしができたこと。

　そのせいでお仕えしていた方に嫉しつ妬とされて、いやがらせを受けたこと。

　国王がやっかい払いをするために、若い騎士に母を譲り渡したこと。若い騎士は命令を拒めず、だけど婚約者がいる身だったので母を妻にするわけにもいかず……結局、家だけ与えて放り出したこと。母がそこから逃げだし、知り合いが誰もいない村に、カトラスと共に落ち着いたことを。

　母は、自分が国王の妻になれると思っていたようですね。

　常識的に考えればわかるでしょうに。そんなことあるわけないって。まったく。

　けれど……願いが叶わなかったことで母は精神のバランスを崩し、おかしなことを考えるようになりました。

　それが、カトラスを騎士にすること。

　カトラスを騎士にして、貴族に仕えさせて、出世させる。そして自分に楽な生活をさせてほしい。母はそう言い続けてきたのです。

　え？　無理がある？　いずれ女の子だってばれる？

　そうですね。ばれるでしょうし、『王家のコイン』のことも知られるでしょう。

　そうしたらどうなると思いますか？

　……貴族は、カトラスを利用しようと考えるはず？

　はい。正解です。

　なんたって、誰にも知られていなかった国王の娘です。利用価値はいくらでもあります。

　貴族がカトラスの後ろ盾になれば、王家もあの子の存在を認めざるを得なくなります。

　そして、母は国王の子どもを立派に育てた女性として、皆に褒め称たたえられるでしょう……。

　それが母の願いだったのです。

　まったく！　脳みそお花畑な田舎いなか娘の考えそうなことですね！　そんな上う手まく行くわけがないじゃないですか。暗殺されるか、幽閉されるか、外交の道具に使われるか、それくらいでしょう。

　万が一成功したとして、カトラスさんの自由意志は、ですか？

　……あるじどのって、いい人ですね。

　でも、わかっていませんね。一人娘を『りっぱなおとこのこ』として育てるようなぶっこわれた女性が、我が子の立場なんて考えるわけがないじゃないですか。

　え？　そもそも、どうしてカトラスは、自分が女の子だって気づかないのか、ですか？

　ひとつは、カトラスが男の子と女の子の違いを、全く知らないからです。

　ちなみに騎士のスキルは、村にいた目の不自由な老騎士に教わりました。カトラスが関わった相手って、母親とその老人くらいです。

　友達？　いるわけないでしょう？

　母はいつも「お前は騎士になるのです。下げ賤せんな子どもと遊んではいけません！」って、近所の子と仲良くしたがってたカトラスを、叩たたいては叱ってましたからねー。

　そんな教育方針なのに、カトラスはすごく良い子に育ってますよね！

　素直で可愛かわいく、正義感にあふれた、あたくしの自慢の自分です……って、言葉がおかしいですね。

　話を戻します。

　この「カトラス」という名前は母がつけたもの。最初にいた村からは引っ越して、つてをたどって別の村に移り住んでいます。騎士の父は、探しに来ませんでした。

　ハイスペック・スリ軍団が『王家のコイン』を持つ少女を捜していた理由、ですか？

　……おそらく、なにかの理由で、騎士の父が娘のことを思い出したのじゃないでしょうか。

　だから、所在を確かめるために村に行った。

　けれど、そこに母もカトラスもいなかった。だから近くの町や村で『王家のコイン』を持つ者を探していたのでしょう。

　あたくしは、カトラスが『自分が女の子』だと気づかないようにするためのもの。

　カトラスが……自分が女の子だって気づきそうになると、あたくしが現れてフォローします。だから「お前は女の子だよ」と言っても、カトラスには届かないのです。

　その間のカトラスの記憶は、適当にごまかされてるみたいですよ？

　……いえいえ、別にあたくしはそれを苦労とか、不幸だとかは思ってはいません。

　カトラスのことは、大好きですから。

　いい子ですよねー。素直で、前向きで。

　ぜひともいいあるじをみつけて欲しいですね。優しくて、親切で、でも不器用で、いつの間にか信頼してしまう。そんなあるじを──優しくて、親切で──え？　どうして二度言うのかって？　大事なことだからですよ。いえいえ、心当たりがなければ別にいいのですけどねー。べーつーにー。

　というわけで、カトラスは王家の、失われた姫君でしたー。ぱちぱちぱち。

　話はここでおしまいです。

　ご清せい聴ちよう、ありがとうございました。










　想像以上に、重かった。

　というか、カトラスさんの母親のぶっこわれ具合が半端なかった。

　その人……自分の子どもを使って、王家に八つ当たりしようとしてただけなんじゃ……。

「……あれ？」

　気がつくと僕は、自分の胸のあたりを押さえてた。

　カトラスさんの話を聞いてるうちに、なぜか心臓の鼓動が速くなってたからだ。

　……ああ、そっか。自分の親のことを思い出してたからか。

　カトラスさんの母親は、自分の子どもに執着して、操ってた。僕の両親は、僕を見捨てて、いなくなった。やってることは違うけど──なんだか、似てるような気がしたんだ。

「……カトラスさんの事情と、正体はわかったけどさ」

　僕は深呼吸を１回してから、言った。

　昔のことを思い出してもしょうがない。今はカトラスさんの話だ。

「これから君とカトラスさんは、どうするんだ？」

「どうもしませんよ」

　少女は首を横に振った。

「カトラスは母の言葉にとらわれています。このまま王都に行き、騎士の試験を受けるでしょう」

「受かったら？」

「騎士になり、正体がばれて、政治の道具にされるでしょう。それを防ぐためには、騎士になるのを諦あきらめさせるしかありません」

「でも、カトラスさんはそれを受け入れない？」

「あの子は、騎士になるという生き方しか教えられていませんから」

　今のところ、カトラス＝ミュートランのことは王家もスリ軍団も知らない。

　けど、カトラスさんがこのまま騎士になるなら話は別だ。

　騎士として貴族に仕えはじめたら、女の子だってことはいつかばれる。

　貴族に仕えている状態で出自がばれたら──間違いなく政治の道具にされる。貴族の人たち、利用できそうなものは竜だろうが聖女の遺産だろうが、なんでも欲しがるし。

「カトラス自身が選んだ道なら、あたくしは別に文句はありません」

　少女は寂しそうに目を伏せた。

「カトラスがちゃんと、自分が女の子だってことを知って、王家の人間だってことも自覚して、その上で騎士の道を選ぶなら、あたくしはそれでいいのです」

「だけど、今のカトラスさんは、なにも知らない」

「ええ、あの子は死んだ母の指示のままに動いているだけです。他の生き方があるなんて想像もしてない。大きくなったら騎士になる。そして生涯主君に仕える。その生き方しか知らないんです」

「……不器用すぎるよな」

「そう思いますよね？　そこで、あるじどのにお願いがあります」

　少女はきっ、と顔を上げ、僕を見つめた。

「聞いていただけますか」

「僕にできることなら」

　カトラスさんがこれから進もうとしてる道は、はっきり言って地雷原だ。その前に自分の正体と適性に気づいて、進路を考え直すのはいいと思う。

　それを勧めてるのは別人格だけど、カトラスさん本人なんだから。

　しばらくして、少女はすぅ、と息を吸い込んで──

　真っ赤な顔で、まっすぐにこっちを見て、宣言した。




「カトラスを女にしてあげてください！」

『よしきた！』




「さすがあるじどの！　話が早い！　でも……なんだか声が裏返っていませんでしたか？　それに、どうして背中の剣を窓から捨てようとしているのですか？」

「……ごめん。もう一度お願い」

　僕は暴れる魔剣レギィを膝ひざの上に押しつけて、座り直した。

「カトラスを、自分が女の子だってわかるようにしてあげてください」

「……あ、そういうこと」

『……ちっ』

　こら、魔剣状態のまま舌打ちすんな。レギィ。

「カトラスさんに自分の正体を自覚させる、ってこと？」

「はい。そうすれば自分の道を、自分で選べるようになるはずです」

　僕の言葉に、名前を持たない少女はうなずいた。

「でも、どうして僕に？」

「それはあるじどのが、はじめてカトラスが隙を見せた相手だからです」

　少女は言った。

「今までカトラスは身体からだを清めているとき、人を近づけたりすることはなかった。そういうことはしてはいけないと、母がきつく言い聞かせていたから。でも、カトラスはあなたを部へ屋やに入れた。それはあなたを信頼しているということです。だから、お願いしたいのです」

「具体的には？」

「カトラスに、女の子の楽しさを教えてあげてください」

「かわいい服を着せたり、一緒に歩いたり、遊びに行ったり？」

「そんな感じです。ただし」

　少女は真剣な顔で、僕を見た。

「あたくしが、出てこない程度に」

「すっごい難しいな」

「あたくしがカトラスの分身であるように、カトラスもあたくしの分身です。好みは同じ。カトラスも、かわいいものや、おいしいもの──気に入った方と一緒に歩くことを望んでいるはずなのです。そんなふうに、女の子として扱われれば、カトラスも自分の正体に気づくかもしれません」

　ただし、期限は半日。

　午後になったら、カトラスさんはキャラバンと一緒に、次の町に向かって出発してしまう。

　自分の正体を知らないまま、騎士になるために。

「難しいのはわかっています。だから、報酬はあたくしの中にある、このスキルを使う権利で」

　少女は自分の胸に手を当て、自らのスキルについて語り始めた。




『神しん代だい器き物ぶつ適てき性せい』

　最も古い時代に作られたマジックアイテム『アーティファクト』を扱うことができる。

　また、そこに刻まれた文字を読み取ることも可能。

　王家や高位の貴族の血を引く者に、ときどき発現するスキル。




「これを自由に扱う権利を差し上げます。カトラスはこのスキルを認識できないので、あたくしがいるとき限定になりますけれど」

「その報酬は保留でいいよ」

「どうして？」

「今のところ使い道ないし、仕事と釣り合わない。報酬は……そうだな。命名権でいいよ」

「命名権？」

　元の世界だとよくあったんだ。

　スタジアムとか、建物とかに名前をつける権利。

「僕が、あなたを好きな名前で呼ぶ権利。名前がないのは不便だろ」

「……あるじどのは、不思議なことを考えるんですね？」

「カトラスさんの母親は、あなたをなんて呼んでた？」

「母は少女のあたくしを嫌い、基本的にはいないものと扱っていました。どうしても話しかけなければいけないときは……『空っぽ』と」

　ぎりっ。

　気がつくと僕は、奥歯をかみしめてた。

　いないものとする。だから名前は『空っぽ』……。

　それが……自分の子どもにつける名前かよ。

「……わかった。いい名前を考えとく」

「はい、あるじどの。カトラスのことを、よろしくお願いいたしますね……」

　それから彼女は服を着て、目を閉じて、開いて、まばたきをして──

「あれ？　あるじどの。いつの間に？」

　カトラスさんに、戻ってた。

　やっぱり瞳ひとみの色が違ってる。さっきまでは赤紫だったけど、今は深い青だ。

　魔法の世界だからね。人格が変わると、目の色も微妙に変化するのか。

「失礼したであります！」

　カトラスさんは僕に向かって、深々と頭を下げた。

「旅の疲れからか、うとうとしてしまったようであります。それと……ボクはいつの間に服を着たのでありますか？　ああ、あるじどのが着替えさせてくださったのですな？」

　なるほど。カトラスさんの記憶は、こうしてフォローされてるのか。

「ところで、カトラスさんにお願いがあるんだけど」

「はい、なんなりとおっしゃってくださいであります！」

　カトラスさんは、ぽこん、と胸をたたいた。

「あるじどのにはご恩があります。また、こうして『受験票』を届けていただきました。ボクにできることであればなんでもするのであります！」

「明日少しだけ、僕につきあってくれないかな」

　僕は言った。

「次の町に向かう前に、カトラスさんと一緒に町を歩きたいんだ。この町の観光名所とかあるし。カトラスさんにも、見せたいものもあるし」

「よろこんでおつきあいするでありますよ！」

　カトラスさんはちっちゃな拳こぶしを、天井に向かって突き上げた。

「あるじどののお誘いをお断りするなどありえないのであります」

「よかった」

「それにしても……あるじどのには見苦しい姿をお見せしました。着替えさせていただくなど、いまさら恥ずかしくなってきたでありますよ」

「別にいいよ。それは」

「でも、あるじどのでよかったであります。もしも女性を部屋に入れていたら、大変なことになるところでありました」

「大変なこと？」

「母が言ったのであります。『カトラスよ、お前は初めて裸を見せた異性のあるじに、身も心も捧ささげてお仕えするのですよ』と。でも、あるじどのなら男の子同士ですから問題はないですな！」

　……おい。

　カトラスさんのお母さん。あんたは子どもになにをさせたかったんだよ……。

「もちろん、ボクは母の命に従うつもりで──あれ？　あるじどの、もうお帰りですか？　はい。明日は楽しみにしております。いや、どきどきして眠れそうにないでありますな。おやすみなさい、ボクのあるじどの」








第７話「正義の騎士には『姫騎士のリボン』がとてもよく似合ってた」






　僕たちがいるこの町は、保養地ミシュリラと、翼の町シャルカの中間に位置している。

　具体的な場所は、飛竜ガルフェと出会った岩山を過ぎた先で、街道の分岐点の近くだ。

　保養地までの途中にあるせいで、貴族や商人なんかもよく滞在するそうだ。

　だからか、小さな町なのに結構栄えてる。

　交易も盛んで、保養地ミシュリラまで持っていくにはかさばる商品とか、向こうでの売れ残りなんかが、安く手に入ったりするそうだ。

「この町にいるうちに、カトラスさんを目覚めさせなきゃいけないのか……」

　今日の正午を過ぎると、カトラスさんは商人のキャラバンと一緒に、この町を出る。

　それまでに彼女に「女の子的な楽しさ」をわかってもらうのが、僕の目的だ。

「もう一人のカトラスさん」が提案してきたのは、次の３つ。

（１）一緒に歩く。

（２）可愛かわいく着飾ってもらう。

（３）美お味いしいものを食べる。

　これを順番に試してみよう。多少、チートも混ぜて。







「お待ちになったでありますか！」

「いや。今来たところだよ」

　宿屋の前で待ってたら、カトラスさんが時間通りに現れた。

　今日は鎧よろいは着てない。ズボンに薄手の上着。ショートソードを腰に提げてる。

「申し訳ないであります。荷物をまとめるのに手間取っておりました。戻ったらすぐに出発しなければならないでありますから」

「ひとつ確認なんだけど、いいかな」

「はい。であります」

「今日はなにも言わずに、僕についてきて欲しい」

「もちろんであります！」

「迷いないな！」

「あるじどのはボクの恩人でありますから。ついてこい、とおっしゃればどこにでも行くつもりでありますよ。それが騎士の忠誠というものであります」

　今回は、彼女が出てこないようにして、カトラスさんに自分の正体を自覚させなきゃいけない。

　知り合いが誰もいない。誰もその存在を知らない少女だ。頼みごとができる相手なんか僕くらい。

　だったら一度くらい、彼女の願いを聞いてあげてもいいよな。

「ところで、あるじどの」

「なに？」

「セシルどのとリタどのは、どうして路地からじーっとこっちを見てるのでありますか？」

「……うん……そうだね。気になるよね……」

　昨日きのう、説明したんだけどな。今日はカトラスさんの個人的な問題につきあうことにした、って。

　彼女の正体までは言ってない。一応、依頼者の個人情報だからね。

「視線を感じますな。熱いですな。あるじどの、お２人はなにをなさっているので？」

「護衛かな？」

「なるほど、陰ながら主人をお守りしているのでありますか。すばらしい方たちですな。騎士と奴ど隷れい、立場は違えど、主君に仕えるとはかくありたいものであります！」

　ほんっとにいい人だな、カトラスさん。

「それで、本日のご予定は？」

「そうだなぁ。この町の観光地を見て、買い物をして、それから食事かな」

「なるほど。まるでデートのようでありますな！」

「それはないよー。おとこどうしじゃないかー」

「そうでありますなー」

「「はーっはっはー」」

　そんな感じで、僕たちは並んで歩き出したのだった。

「まずは、この町に来た人が必ず立ち寄る場所があるそうだから、行ってみようと思ってる」

　昨日、宿屋で聞き込みをして得た情報だ。

『シャルカの町』のように、この町にも旅人が『旅の平穏』を祈る場所があるらしい。

「もしかして、この町のモニュメントでありますか？」

「知ってるの？」

「はい、この町から『シャルカの町』に向かう人たちが、必ず立ち寄る場所であります。『天竜の翼』に会う前に立ち寄るべし、と、故郷の村では有名でありました。場所は……」

　カトラスさんは立ち止まり、通りの位置、建物の位置を確認した。

　目的地の方向がわかったのか、僕の手を引いて歩き出す。

「行きましょう、あるじどの。ボクもそれを見ておきたいと思っていたのでありますよ。『天竜の翼』と向き合ったとき、失礼のないように」










「……これが、この町のモニュメントか」

　カトラスさんが（迷いながら）案内してくれた建物の前で、僕たちは巨大な壁画を見ていた。

「昔、この町にいた芸術家が描いた『天竜の壁画』であります」

　カトラスさんは言った。

　壁画のまわりには、たくさんの人が集まってる。

　みんな壁画に向かって手を合わせたり、お辞儀をしたりしてる。壁画の前には賽さい銭せん箱のようなものが……というか、まんま賽銭箱だな。みんなお金を入れて、手を合わせてるから。

「……前に通ったとき、ここにも寄ればよかったな」

　そうすればミイラ飛竜のライジカにも、この絵の話をしてあげられたのに。

　人はちゃんと天竜のことを覚えてて、人間にできるやり方で記録に残している、って。

　そんなことを考えてしまうくらい、目の前の絵には迫力があった。

　建物の壁には、様々に姿を変える空が描かれてる。星空に、曇り空、雷が鳴ってる空と、雨の空、からっぽの青空。

　空の真ん中を飛んでいるのは、翼を広げた真っ白な竜だ。

（……シロが見たらどう思うんだろう）

『天竜の腕輪』はリタに預けてあるから、一緒に見てるといいんだけどな。

「ボクはずっと、この絵を見たかったのであります」

　カトラスさんは目を輝かせて、目の前の壁画に見入ってる。

「何者にもとらわれず自由に空を舞う竜は、ボクにとっての憧あこがれでありましたから」

　そう言ってカトラスさんは、笑った。

「何者にもとらわれず、自由に、か」

　カトラスさんが天竜にあこがれる理由がわかるな。なんとなくだけど。

「これを描いた人って、天竜に会ったことがあるのかな？」

「夢でインスピレーションを受けて描いたそうでありますよ。１００年くらい前のものでありますから、天竜を実際に見たりはしていないでありましょう」

「それにしてはすごく存在感のある絵だよな」

「そうでありますねぇ」

「角の位置も、牙きばの形も、本物とまったく変わらないもんな」

「……はい？」

「胴体と翼の比率も、本物と同じくらいだし、羽ばたくときの格好も同じだ。本当にこの絵を描いた人は、才能があったんだろうな……」

「あの……あるじどの」

「どしたの、カトラスさん」

「まるで本物に会われているかのような口ぶりでありますな」

「……やだなぁ、神話存在に会えるわけないじゃないかー」

「そうでありますなー」

「「はーっはっはー」」

　僕たちはなんとなく声をそろえて笑った。

　それにしても、朝早いのに混んでるな。旅に出る前なのか、荷物を持ってる人ばかりだ。

　カトラスさん、見づらそうにしてる。

「隙間があるから、前に出ようか」

「……え、あ、はい」

　僕はカトラスさんの手を引いて、前に出た。

　シロのおとーさんとしては、天竜に関係するものは、できるだけ調べておきたいからね。

「間近で見ると違う感じがするでありますな」

　カトラスさんは、ほぅ、とため息をついてる。

　最前列に出ると、細かいところまでよくわかる。天竜の表情や、隅っこにある画家のサイン、それから、空にこっそり描かれた、小さな文字まで。

「……なんて書いてあるんだろう……？」

「この地方の古い言葉みたいでありますな。雷の空が『トゥール』、雨の空が『リンム』、からっぽの青空のことを『フィーン』と呼ぶんだそうであります」

「古い言葉って、魔法言語とか？」

「ただの方言みたいでありますよ……と、わわわっ!?」

　不意に、カトラスさんの身体からだが傾いた。

　バランスを崩して、こっちに倒れかかってくる。

　押したのは、大きな荷物を抱えた商人さんだ。よっぽど急いでるのか、賽銭箱に銀貨を入れて、僕たちの方に頭を下げて、人混みから出て行く。

「──っと、大丈夫か？　カトラスさん」

　僕はカトラスさんの方を見た。

　目が合った。

　何故か、すごく近い位置で。

「わ、わわわ。あ、あるじどの……」

　あ、まずい。

　いつの間にかカトラスさんを、ぎゅ、って抱き寄せてた。

「あるじどのがボクをだっこしております。おかしいであります。ボク、どうしてこんなにどきどきするのでありますか？　おかしいであります──」

「カトラスさん？」

　真っ赤な顔したカトラスさんの目が泳いでる。

　カトラスさんは──目を閉じて、がくん、と意識をなくして──それから、

「……あるじどのったら、手順を間違えてはいないかしら？」

　──冷ややかな声で、つぶやいた。

「あたくしが出てきたらなんにもならないでしょう？」

　少しだけきつい目をした少女が、こっちを見てた。

　女の子の方のカトラスさんだ。抱き寄せたら、彼女が出てきちゃったらしい。

「しょうがないだろ。非常時だ」

「ま、まぁ。手段としては悪くなかったようね！」

「そっちが照れてどうするんだよ……」

「照れてなんかいないわ！　あ、あたくしは、カトラスを守るためのものなんですからね。抱きしめられたカトラスがパニックになったから出てきただけなんだからね。勘違いしないでよねっ！」

　第２の人格がツンデレってどうするんですか。

「とにかく、もうちょっとソフトにすること。あたくしが出てきたら意味はないのですから。カトラスは心の底で、あなたを意識している。それに気づかせてください…………はっ！」

　あ、元に戻った。

　カトラスさんは青色の目をまばたいて、左右を見回して──

「……なにがあったのでありますか？」

「……急ぎの商人さんが、カトラスさんを突き飛ばしたんだ」

　噓うそは言ってない。途中経過をはぶいてるけど。

「謝って行ったけど、どうする？　文句言いに行く？」

「別にいいでありますよ」

　カトラスさんは僕から離れて、なんでもないことのように、笑った。

「絵画の天竜に祈りたくなるほど急いでいたのでありましょう？　だったら、仕方ないであります。逆に、その方の商売が上う手まくいくように応援するでありますよ」

　……ほんっとにいい人だな、カトラスさん。

　こんな人が自分の正体に気づかずに騎士になって……貴族に利用されるのは、やっぱり嫌だな。

　なんとかしよう。

　カトラスさんが自分の正体を知った上で、自分の道を選べるように。

（カトラスさんの人格変化のルールについては、だいたいわかった）

　彼女は、自分が女の子だと意識しそうになると、もう一人の人格が出て来る。

　だから、カトラスさんを人格変化させずに「女の子としての楽しさ」を教えなきゃいけない。

　そのための作戦は──

「カトラスさん。市場につきあってもらえるかな」

　僕は言った。

（もしかしたらそこになにか、使えそうな物があるかもしれない）










「……そういえばカトラスさんって、騎士になる以外の進路を考えたことってあるの？」

「……ないでありますな」

　市場に向かう途中。

　ふと僕が聞くと、カトラスさんはさみしそうな顔で答えてくれた。

「ボクは生まれてすぐ、母に騎士試験について教えてもらって、その対策をずっとやってきたのであります。面接の正しい受け答え、筆記試験の攻略法──装備だって、母と一緒に内職をして、がんばって手に入れたのであります。いまさら……他の道、と言われても困るでありますよ」

「ごめん」

「もしも騎士になれなかったら……そうでありますな」

　カトラスさんは照れくさそうに、僕を指さして、言った。

「あるじどののパーティに、滑り止めで入れてもらうでありますかな」

「うちのパーティには色々と秘密のルールがあるから、めんどくさいよ」

「ボクはルールは守る男であります。黙っていろと言われれば、秘密を漏らすことはないであります。この身をささげてお仕えする覚悟でありますよ」

　確かに、カトラスさんなら義理堅いから、チートスキルの秘密も守ってくれるかも。

　秘密を守るために『契約』を持ちかけたら、素直に「わかったであります」って言いそうだ。

「もしも秘密を守るために『契約』が必要なら、いますぐするでありますよ！」

「早ぇよ！　せめてこっちの雇用条件を聞いてからにしようよ！」

「騎士の信頼にはそんなもの必要ないであります！」

　カトラスさんは、むん、と、まったいらな胸を張った。

　……本気でカトラスさんの将来が心配になってきたよ……。










　──そんな話をしているうちに、僕たちは市場に着いた。

　朝の早い時間だからか、野菜や果物を売ってる店が多い。

　旅の食料は昨日きのうのうちに買い込んだから必要なし。武器と防具も今のところ不要。

　せっかくだから、セシルとリタにおみやげを買っていこうかな。

「なるべく安くて可愛かわいいもの……これかな」

「リボンでありますか、いいですな……かわいいで……ありますな…………」

　足を止めた露店では、布の端切れで作ったリボンや髪留めを売ってた。

「…………ぽーっ」

「カトラスさん？」

「…………らぶりーで……きゅーと、で、ありますな…………」

　カトラスさんはぼーっとした顔で、店先に並んだリボンを見てた。

「……欲しいの？」

「いえ、いえいえいえいえ!!」

　ぶんぶんぶんぶんっ、ってカトラスさんが首を横に振った。

「騎士たるもの、余分な飾りなど必要ないのであります！」

「個人の趣味だろ。別にいいんじゃないかな」

「小さい頃、母によく怒られましたから。騎士は質実剛健であるべき。赤やピンクのきれいな、らぶりーな、ときめくような飾りなど言語道断……と」

　なるほどなー。

　カトラスさんのお母さんは、そうやって騎士英才教育をやってたわけか。

　だったら、それを逆手に取ってみるか。

「カトラスさんが目指すのは、民を守る騎士だろ？」

「……そうでありますが」

「他の騎士はそうでもない？」

「はぁ。貴族を優先する騎士もおりますから。民をいじめる騎士もいるにはいるでありますよ」

「そんなのと一緒にされたくないだろ？」

「もちろんであります！」

「だったら『民を守る騎士』には、一目でそうとわかる目印が必要じゃないかな？」

　僕は店先にあったリボンを３つ──セシルとリタの分も含めて、買った。

　カトラスさんのはピンク色のやつだ。馬と騎士っぽい刺し繡しゆうがついてる。

「え？　え？　えええええ？」

「『民を守る騎士』のトレードマークみたいなもんだよ。民がこのリボンを見たら『自分たちの味方』だってわかるように」

　僕はカトラスさんの髪に、ピンク色のリボンを結んだ。

　うん。似合う。

「だ、だめであります。だってこの印は──姫騎士の」

　知ってる。

　店先にはちゃんと「姫騎士のリボン」って商品名が出てた。

　なんでも、昔この国にいた王女騎士をモチーフにしたものだそうだ。

　２つで１組になってる。ピンクと黄色。せっかくだから両方──っと。

「だ、だめで……だめであり……ます」

　カトラスさんの目の、焦点が合わなくなってきてる。

「……おかしいのであります。ボクは、こんなものを喜んではいけないのであります」

「別にいいんじゃないか。趣味だし」

「違うのであります！　それは弱いボクで──母さまが──だめって──」

「カトラスさん？」

「う…………あ……」

　カトラスさんの身体が、左右に揺れる。

　……でも、それだけだった。

「やっぱり『りっぱな男の子』のボクがリボンなんかつけるのは、おかしいでありますよ」

　カトラスさんは頭かぶりを振った。

「……そっか」

　失敗か。

　カトラスさんが可愛いもの好きだってことは間違いない。けど、この程度じゃ自分が女の子だってことに気づいてはくれないのか。

「それじゃ、リボンは外すでありますね」

「ちょっと待って」

「いえ、ボクには似合わないでありますから。正義の騎士がリボンなんかつけていたら、敵になめられてしまうであります」

　カトラスさんはリボンに手をかけた。

　どうする？

　手段は間違ってないと思う。カトラスさんは可愛いものが好きだ。それに今の話を聞くと、過去に母親から『そういうものを望んではいけない』と、怒られたことがあるらしい。可愛いリボンは、カトラスさんを目覚めさせる鍵かぎになる。

　だけど、それだけじゃ足りない。

　あと一手、なにかあれば──

「泥棒だーっ！　誰か、捕まえてくれーっ!!　貴族への献上品が──っ！」

「今行くであります!!」

　叫び声を聞いたカトラスさんが、大通りに飛び出す。

　見ると、革袋に金属製のものを詰め込んだ男が、こっちに向かって走ってくるところだった。

「どけよ嬢ちゃん！　邪魔すると容赦しねぇぞ!!」

「ボ、ボクは嬢ちゃんじゃないので……あります！」

　カトラスは腰のショートソードに手をかけた。

　その手が止まった。驚いた子どもが、カトラスの前を駆け抜けたからだ。

「どけってんだよ!!」

　泥棒はダガーを振り回しながら突っ込んでくる。

　カトラスの顔が引きつる。剣を抜くのが間に合わない、と思ったんだろう。飛とび退のくこともできないまま、カトラスさんは棒立ちになってる。

　その間に、僕の準備は完了した。

「発動！　『柔じゆう水すい剣けん術じゆつＬＶ１』!!」

　僕は鞘さやのままの魔剣レギィを、泥棒が振り回すダガーの前に突き出した。

　しゅるん。

「お、おおっ!?」

「こっちは取り込み中だ！　あっち行っててくれ！」

『柔水剣術』は剣の攻撃を受け流すことができる。スキル発動中の魔剣レギィに触れた泥棒は、ダガーの軌道を逸そらされて、バランスを崩した。僕はそのまま、泥棒の軸足を蹴けっ飛とばす。

「う、おおおおおおっ!?」

　がしゃん。

　泥棒はそのまま地面に転がり、荷物を通りにぶちまけた。

「大丈夫？　カトラスさん」

「…………はい」

　カトラスさんは、小さくつぶやいた。

　声が、震えてた。まるで、今にも消えてしまいそうなくらい。

　細い身体からだが、ゆらり、と揺れてる。

　彼女の目は、僕を見てなかった。視線はまっすぐ、地面に向いてる。

　泥棒の革袋に入っていたのは──よく磨かれた、金属製の鏡だった。魔法的な技術で加工してあるのかもしれない。それが地面にちらばって、まわりのものを映してる。

　姫騎士のリボンをつけて、女の子っぽく髪を結んだカトラスさんを。




「……誰でありますか？　この可愛い女の子は？」




　ぽつり、と、カトラスさんはつぶやいた。

　思わず彼女は視線を逸らす。けど、その先にも泥棒が落とした鏡がある。通りの向こうから、太った商人さんが走ってくる。声が聞こえる。この鏡は、金持ちのお嬢様への献上品だって。取り返した僕たちにお礼を言ってるけど、カトラスさんは聞いてない。

　ぼーっと、鏡に映った自分の姿を見つめるだけだった。

「ボクは──こんなボクを知らない──ボクは──誰？」

「カトラスさん、こっちへ」

　僕はカトラスさんの手を引いて、路地へと入った。

　カトラスさんの目はまた、点滅を繰り返してる。青から赤紫。赤紫から青へ。

「──ボクは今、どんな姿をしているのでありますか？　わからない──ボクは──どうして、あの姿のボクをボクだと思っているのであります？　リボンをつけた、可愛い女の子を──」

「カトラスさん。よく聞いて」

「違う──ボクは──違う。これはボクじゃない。ボクじゃないから別の誰かの──」

　カトラスさんの瞳ひとみの色が、赤紫に変わりかけてる。

　人格変化の前兆だ。

　今しかない。カトラスさんの混乱を止めて、自分の性別に気づかせる。

　自分が可愛いものが好きで、『らぶりー』で『きゅーと』なものを欲しがってるってことを。それが、別に罪悪感を覚えなくてもいいってことを──

　だんっ！

　僕はカトラスさんの頭に胸を押しつけて、壁に手をついた。




「発動！　『救心抱擁ハートヒーリング・ハグＬＶ１』!!」

「──はぅっ!!」




　壁ドン状態でスキルを発動した瞬間、カトラスさんが目を見開いた。
















『救心抱擁』は対象に僕の胴体を押しつけることで効力を発揮する。『睡眠』『魅了』『気絶』『混乱』を無効化することができる。

　カトラスさんは「自分の中にある女の子っぽいもの」に気づくと、混乱状態になって、そのあと人格が入れ替わる。だったら、その混乱を無効化すればいい。

　そうすれば、自分の正体に気づいた状態だけが残るはずだけど──

「ボク──は。あれ？　あれ？　あれれれれ？」

　カトラスさんは青い目を丸くして、僕を見て、それから、自分を見た。

　服の襟元を広げて、自分の真っ白な胸をのぞき込んで。

　それから──ぴったりとくっついてるお互いの身体を見て。

　僕の胸に触れて、自分の胸に触れて。

　自分の足の付け根に、指を当てて。それから──密着してるからわかる、僕の、ちょっとだけ違う部分に、気づいて──って、どこ触ろうとしてるの!?　ちょっと待った！

「あるじどのは、男の子であります。ボクも──男の子であるはず──でありますよね？」

「うん」

「で、でも、違うであります！　ボクとあるじどのは、身体のつくりが違うであります……？」

「ちがうね」

「どうして今までこんなこと、気づかなかったでありますか？　どうして、ボクは!?」

「カトラスさんには呪いがかかってたんだ」

「……呪い、でありますか？」

「自分の性別がわからなくなる呪い」

「い、いやでありますなー。ボクは『りっぱなおとこのこ』として育てられたのでありますよ？　女の子のわけがないであります」

「リボン似合うねー」

「はぅっ！」

「そこの水たまりにも、カトラスさんの顔が映ってるねー」

「はぅはぅはぅっ！」

　カトラスさんは胸を押さえてのけぞった。

「な、なんでありますかこの気持ちは。あるじどのにリボンをほめられるとうれしいであります！」

　カトラスさんは真っ赤な顔で、髪を押さえてる。

　リボンに指をかけて──ほどくかと思ったけど──止やめて。

　すごく大切なものを扱うみたいに、指で撫なではじめた。

「そんな……ボクは騎士でありますのに。そんなもの、望んではいけないと母さまに言われて──近所のおばさんに──好きな子ができたらあげなって──もらったリボンをつけてたら──叩たたかれて──みんな燃やされて──」

「こういうことを聞くのは恥ずかしいんだけどさ」

「は、はい」

「カトラスさんって、自分以外の『男の子』の裸とかを見たことって、あるの？」

「な、ないであります。だ、だって母さまは『騎士になるお前が、あんな底辺と遊んではいけない』って、近所の子と遊ぶことを禁止しておりましたのですから。ボクは……ほんとは……みんなと遊び……母はボクを騎士にするため──りっぱにボクを育てて──あれ？」

　ぽろん、と、カトラスさんの目から、涙がこぼれた。

「あれ？　あれれ？　どうしてボクは泣いてるでありますか？　母さまには感謝してるでありますのに。あれ、あれれれ？　おかしい、おかしいでありますよ！」

「よしよし」

「どうして頭をなでているのですか、あるじどの？」

「うーん。なんでだろうな」

「や、やめて欲しいであります。ボクは……強い子なのでありますから！　騎士になって……正体を明かして……自分を追い出した王様に復ふく讐しゆうを……あれ？　あれ？　なんで……なんで……母さまがこんなことを……あれ？　あれれれれ………………」




　────そのあと、しばらくの間、カトラスさんは泣きじゃくって。

　────僕が頭をなでつづけてる間に、眠っちゃって。

　その後──







「ありがとうございました。あるじどの」

　もうひとりのカトラスさんになって、目を覚ました。

「ごめんな。ちょっと荒療治だったかもしれない」

「かまわないわ。あたくしとカトラスの間にある壁は、それくらいじゃないと崩せなかったですから。あの子とあたくしは、母親の魔力混じりの呪いで分割されていたようなものなの……」

　まるで、自分で自分を封じるような──

　本当に、そういう『呪い』をかけられていたようなものだと、名も無い姫君は言った。

「……これで、うまくいったのかな」

「完全ではないわ。ただ、気づいただけ」

　名前のない少女は、もうひとりの自分をいたわるみたいに、胸のあたりを押さえた。

「でも、カトラスは自分が男の子ではないことに……自分が本当に欲しいものに気づいた。今はそれだけで充分。これからカトラスはゆっくりと、自分自身を知っていくことになるの」

「それで、あなたはこれからどうなるんだ？」

「だんだん、カトラスとひとつになっていくと思うわ」

「そういうものなの？」

「あたくしは、カトラスが幼かった頃の残留思念みたいなもの。カトラスの『じぶんはりっぱなおとこのこ』って思い込みがなくなれば、記憶も人格も、カトラスの中に溶けて消えるの」

「それはいいことなのかな」

「いいことよ。このままなにも知らずに、王家と貴族の毒沼に踏み込むよりは」

　そう言ってカトラスさんの顔をした少女は目を閉じた。

「それで、あるじどの。報酬は？」

「なにか約束してたっけ？」

「命名権。あたくしに、名前を与える権利が欲しいって言ってたでしょう？」

「あなたの母さんは、あなたをなんて呼んでたって言ってたっけ」

「『空っぽ』」

　名前のない女の子は、さみしそうにつぶやいた。

「そう。いてはいけないもの。見えないことにしたいもの。だから『空っぽ』」

「それなら……」

　僕は頭上を指差した。

　つられて真上を見上げた彼女は、不思議そうな顔をしてたけど、ふと、気づいて──

「『青空フイーン』？」

「さっきの絵にあったよね。なにもない青空のことは『フィーン』って呼ぶって」

「ああ、そうでしたわね」

　少女は不思議なくらい穏やかな顔で、空を見上げていた。

　ゆっくりと腕を広げて、まるでなにかを探すみたいに、真上に向かって、手を伸ばして。

「この地方の方言。青空──フィーン。あたくしは、フィーン」

「だめかな？」

「いいと思うわ。ううん。素晴らしい名前よ。あるじどの」

「『空っぽ』って呼ばれてはきたけど、君がカトラスを守り続けてきたのは間違いないだろ？　だから、君のこれまでを否定しないで──認めた上で、新しい名前を作ってあげたかったんだ。だから『フィーン』。空も『からっぽ』だからね。でも、それはなんでも入るってことでもあるから」

　僕は言った。

　空は真っ青で、いい天気。

　荷物をまとめて、出発するにはちょうどいいよね。

「……空はなんにもない……広くてきれい……そっか、そういう『空っぽ』もあるのね……」

　まっすぐ空を見上げてた彼女は、僕の方に視線を移して、

「では、今日からあたくしは『フィーン』ね。ありがとう……あるじどの」

　カトラスさんの顔をした少女──フィーンは「んー」っと、気持ちよさそうに背伸びをした。

「なーんか、本当にスッキリしたわ。カトラスに気づいてもらおうとじたばたしてたのが噓うそみたい」

「カトラスさんは、これからどうするのかな」

「あの子が『それでも騎士を目指したい』って言うなら、そうなるでしょう。そうじゃないなら──することはないわね」

「いいよね。することがないって」

「いいわよね。からっぽって」

　フィーンはすごくいい笑顔で、ふっふーんとハミング。なんだか照れ臭くなったのか、また、名前の元になった青空を見上げてる。

「さてと」

　僕は大通りの方を見た。

　こっちをのぞき込んでた２人の顔が、びくっ、って引っ込んだ。

　しばらくして、おそるおそる出てきたから、僕は２人を手招きする。

「セシルもリタも、こっち来て」

「……ごめんなさい。ナギさま」「……ぐうぜんだもん。私たちも買い物に来ただけだもん」

「はいはい」

　２人とも不安がってるみたいだから、そろそろ事情を説明しないと。

　あとは、カトラスさんが目を覚ましたとき「女の子」について正しく説明して欲しいから。

「あら？　あるじどのが『ただしいおとこのこ』について実地で説明した方が良いのではなくて？」

　フィーンは、にやりと笑って、言った。

　……それは無茶苦茶ハードルが高そうだから、遠慮しておきます。








第８話「チート嫁別働隊のたたかい　─情報収集と、ご主人さま支援作戦─」






　──同時刻　港町イルガファ──




　イリスを乗せたイルガファ領主家の行列は、無事に故郷へとたどりついた。

「まもなく到着ですよ、イリスさま」

　馬車の窓から兵士に声をかけられたイリスは、小さくうなずく。

　なつかしい屋敷が、見えてくる。

　やがて馬車は、上り坂にさしかかる。イルガファ領主家とその手前にある森。

　そのあたりにたどりついたところで──

「それじゃ行くの、イリスちゃん」

「ご一緒するです、イリスさまぁ」

「じゃあ帰りましょう。アイネさま、ラフィリアさま」

　アイネ、ラフィリア、イリスは馬車の扉を開け、せーのっ、で、




「ちょっと待ってくださいイリスさま！　そっちはメイドさんたちの家でしょう!?」




　うきうき気分でナギんちに帰ろうとしたイリスは、兵士たちに止められてしまったのだった。










「お、遅かったな、イリス」

　イルガファ領主は自室でイリスを待っていた。

「旅の途中で呼び寄せて申し訳なかった。同行されていた方は気を悪くされなかっただろうか」

「あの方は、そんなことを気にされるほど、器の小さな方ではございません」

「そ、そうか。確かに、海竜が認めた方であれば、そうだろうな……」

「それより、そちらのお二人をご紹介いただけないでしょうか」

　イリスは領主の傍らにいる少年と、大柄な男性に視線を向けた。

　少年はおそらく、分家から引き取られた子供だろう。年齢は10歳そこそこ。気弱そうに目を伏せて、傍らの男性の後ろに隠れるようにしている。

　その少年の隣にいるのは大柄で、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした中年男性だ。

　室内だというのに、銀色の鎧よろいをまとっている。

　口ひげを生やし、つり上がった目でイリスとラフィリアを見ている。少年の護衛だろうか。

「この少年が次期領主のロイエルドだ。養子縁組みの儀式を終えたあとはハフェウメアの姓を継ぐことになる」

「は、はじめまして、か、かいりゅの巫女みこさま」

　少年、ロイエルドはつっかえながら、イリスに向かって頭を下げた。

「ロイエルド＝ヘルマルガ、です。よろしくお願いいたします……」

「イリス＝ハフェウメアです。海竜の巫女の役目は半分降りたようなもの。『海竜の巫女』などと、過分な名で呼ばれることはございませんよ。次期領主さま」

　イリスはドレスの裾すそをつまみ、優雅に一礼した。

　悪い子ではなさそうだ。ぎこちなくだけれど、イリスに笑いかけているから。

「お父さま、こちらの方は？」

　イリスはロイエルドの隣に立つ男性に視線を向けた。

「分家より派遣された、ロイエルドの護衛の方だ」

「ガルンガラとお呼びください」

　護衛の男は胸に手を当て、イリスに向かって頭を下げた。

　騎士が貴婦人に対する時の、正式の礼だった。

「ガルンガラさまは、騎士でいらっしゃるのでしょうか？」

「おお。さすが海竜の巫女さま。よく気づかれましたな」

「騎士の方がロイエルドさまの護衛とは、なにか事情が──」

「いえいえ。騎士と言っても引退した身。今は後進の指導にあたっているだけでありますから」

　中年の男性はヒゲをなでながら、素早く答える。

「まだお若いのに引退とは──」

「もともと自分は国王陛下直属の騎士でありました。ですが、事情により陛下から、貴族の方にお仕えするように命令を受けましてな。その後、各地を転々とし、そろそろ王都に戻ろうかというところで戦闘で傷を負い、だったら後進の指導に当たるがよいと陛下に言われて──」

　止まらない。

　中年の元騎士ガルンガラはプロフィールを語り続ける。

　しかも、くどい。同じ話を繰り返してる。

　イリスは途中から聞き流すことにして、要点だけを抜き出してみた。


　・ガルンガラは国王陛下の信頼の厚い騎士だった。

　・その関係で、かつては王の側近ともいえる貴族に仕えるように命令された。

　・王都に戻る前に戦闘で怪け我がを負い、騎士を引退した。その後は若い騎士を育てるのに専念することになった。

　・彼がロイエルドの護衛をしているのは、ガルンガラの故郷がロイエルドの実家の近くにあるから。知り合いであるロイエルドの両親に、イルガファまでの護衛を頼まれたのだという。



「……ガルンガラおじさまは、立派な方です……だけど、ちょっとこわいで──」

「まったく、最近の若い者はなっておりませんな！」

　ロイエルドの言葉をさえぎって、ガルンガラは胸を張った。

「ここまでロイエルドさまの護衛をしてきましたが、魔物が出たら勝手に動く。我が判断を仰ぐこともしない。我が指示も無視する。魔物を倒す順番も守らない！」

「……おじさまはぼくの護衛であって、兵士たちの指揮権を与えられてるわけでは──」

「とにかくなっておらん！　理屈などどうでもよいのです！」

「「……はぁ」」

　──おうち帰りたいなぁ（ですー）。

　──お兄ちゃん（マスター）に会いたいなぁ（ですー）。

　──儀式が終わるまで、屋敷にいなきゃいけないのか。やだなぁ（ですぅ）。

　いろいろシンクロしながら、イリスとラフィリアはため息をついた。

「というわけで、ロイエルドはここで領主にふさわしい教育を受けることとなる」

　やっと、という感じでイリスの父が口を挟んだ。

「ガルンガラどのは──」

「もうしわけないが、私は数日後、王都へと向かわねばならぬのです。騎士の資格試験がありましてな！　監督と、試練を与える役目を任されておるのです！　いやぁ、残念！」

「そうですか。それは残念です」

　イリスは外そと面づら用の笑顔を浮かべた。

　ナギと──ご主人様と出会ってからは、忘れかけていた表情だったけれど。

「では、今日明日にも王都に向かわれると？」

「いえいえ、しばらくはイルガファにおりますよ。王都に向かう騎士候補たちを叱しつ咤た激げき励れいしてやらなければいけませんからな！」

　元騎士ガルンガラは、唇をゆがめて、笑った。

「ましてや騎士は常在戦場。油断して王都に向かう騎士候補たちには、死した騎士の亡霊ゴーストが試練を与えるという伝説もあるほどです！　おっと、あくまでもただの伝説ですが！」

「……伝説？」

「騎士の亡霊が不意打ちし、候補生の根性と気合を徹底的に試すというものです。もちろん、ただの伝説ですが。しかし、世の中なにが起こるかわかりません。そうやってふるい落とされた騎士候補たちの末路を見届けるのも、我が使命ですからな！」

「その伝説のために、わざわざ滞在されると？」

「さて、そのあたりは騎士組合の秘密、としておきましょうか」

　元騎士のガルンガラは、歯をむき出して笑った。

「いずれにせよ、騎士候補生を見かけたら、あまり近寄らないのが賢明かと思われますよ。王都に着くまでの道のりも、彼らの試練。試験案内には書いてありませぬが、それくらい察しないものは見込みがないのですからな！」

　はーっはっはっはっ、と高笑いするガルンガラを意識の外へと放り出して、イリスはチートスキル『意識共有マインドリンケージ・改』を起動。ナギへのメッセージ送信を試みる。が、反応なし。

　ナギが言っていた「圏けん外がい」の状態だ。

　──情報を整理いたしましょう。

　この方は、元騎士で、今は騎士候補生の試験官を務めている。

　王都を目指しているのはそのため。

　そして、王都に向かっている騎士候補に、なにかしようとしている。

　貴族が──ナギの言う「ブラックなこと」が大好きなのは経験則で知っている。そして、もしも『騎士の試練』がただの伝説なら、元騎士ガルンガラがこんなことを言う理由がない。確信は持てない。けれど──

　──お兄ちゃんはおっしゃっていました。騎士候補の方を魔物から助け出したと。

　──今もその方といっしょにいるのだとしたら、万が一を考えて──情報を伝えなければ。

　イリスは横目で、ラフィリアの方を見た。

　メイド姿の彼女は、元騎士ガルンガラを見ながら、苦い顔をしている。ラフィリアは古代エルフのレプリカで、魔力や古い知識に詳しい。なにか察したのかもしれない。

　イリスがそう考えていると──




「……いたたたたたたたたたたたたっ！　ですぅ！」




　ラフィリアが突然、お腹なかを押さえて、うずくまった。

「じびょうが……じびょうのふくつうがー」

　言いながらラフィリアは、ぱちぱちぱちっ、と、イリスに目配せ。

　即座に意図を察したイリスは、領主たちに向かって声を張り上げる。

「申し訳ありません。メイドが持病の──えっと『オニイチャンケツボウショウ』を発症したようです。少しこの場を外させていただきます！」

　そのままイリスはラフィリアを支えながら廊下へ。手を貸そうとする他のメイドを制して、小声でラフィリアにささやく。

「ラフィリアさまは、すぐにアイネさまのところへ。お兄ちゃんと連絡を取る方法を考えてください。イリスは接客を済ませたあとで合流いたします！」

「あの方からは、なにか嫌な魔力を感じるのですよぅ。イリスさまもお気をつけて」

　イリスとラフィリアはこっそり手を握り合う。

　そしてイリスは屋敷の中心へ。ラフィリアは屋敷の外へ。

　それぞれの戦場に向かって、歩き出したのだった。










「結局、この方法しか思いつきませんでしたね……」

　その日の夜。

　イリス、アイネ、ラフィリアは、町から少し離れたところまで来ていた。

　屋敷は、あっさりと抜け出せた。

　イリスの『幻影舞台』で作った偽イリス、偽ラフィリア、偽アイネによる、アリバイ工作。

　ラフィリアの『器物劣化』による、あらゆる鍵かぎの解かい錠じよう。

　チートキャラの彼女たちにとっては、屋敷を抜け出すなど簡単なことだ。

「アイネさま、例のものを」

「はい、イリスちゃん」

　アイネは革袋にしまっていた結晶体を、イリスに手渡した。

　飛竜ワイバーンガルフェからもらった『ブラッドクリスタル』だ。

「それでは発動します。『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシーＬＶ１』」

　イリスはクリスタルを握りしめると同時に、スキルを起動する。

　自分の血と、『ブラッドクリスタル』を共鳴させる。

　賢いワイバーンのガルフェに、ここに来てもらえるように。

　ナギが『魔物召喚ＬＶ５』を解体したのは、イリスの中に『竜種超越共感』があったからだ。

　それと『ブラッドクリスタル』を使えば、ワイバーンのガルフェを呼べるかもしれない。

「気づいてください……お兄ちゃんの友だち。飛竜のガルフェよ──」




『グゥオオオオオオオオ!!』




　風を切る音がした。

　顔を上げると、闇夜を切り裂くように飛来する、巨大な飛竜の姿。

　イリスの意思を感じ取った飛竜のガルフェは、まっすぐこっちに向かって飛んでくる。

　そして、そのまま上空を旋回し、ゆっくりとイリスたちの前に舞い降りた。

「こんなところまでお呼びしてもうしわけありません、飛竜のガルフェ！」

『グゥオ！　グゥアアアアア!!』

　イリスには、飛竜の言葉はわからない。

　けれどガルフェの金色の目は、イリスをまっすぐに捉とらえている。

「あなたの上位者であるソウマ＝ナギさまが、危ないことに巻き込まれる可能性があるのです！」

　イリスは胸を押さえて、めいっぱい声をはりあげた。

「考えすぎかもしれません。取り越し苦労かもしれません。でも、イリスたちは万が一にも、お兄ちゃんが傷つくのには耐えられないのです！　どうか、話を聞いてください!!」

　イリスの叫びに、飛竜のガルフェは確かにうなずいた。

　どこで覚えたのだろう。前足を片方あげて、ぐっ、と、指を立ててくれる。

　イリスは語り始めた。

　ナギが騎士候補の少年と一緒にいること。

　騎士候補の者は、騎士階級限定の、なにか怪しい試練を受けるかもしれないこと。

　それによって、一緒にいるナギが危険に巻き込まれるかもしれないことを。




「お願いがあります、ガルフェ！　イリスたちとあなたが出会ったあの場所に、この板を落としてくださいませんか」

　そう言ってイリスは、飛竜のガルフェに近づいた。

　彼が立てた指に、紐ひもがついた板を結びつける。

「もちろん、あなたに迷惑がかかるようであれば、断ってくれてかまいません……でも──」

　ふわり。

　イリスの頭上に、影がさした。

　飛竜のガルフェがその翼で、かすかに、イリスの頭をなでてくれたようだった。

「……ガルフェ？」

『グォアアアアアアアア────ッ！』

　そうして巨大な飛竜は、ゆっくりと、空へと昇っていったのだった。

「……ごめんなさい、お兄ちゃん。勝手なことをしてしまいました……」

　イリスは小さくつぶやいた。

　別行動を取るとき、ナギは「いざとなったら自分の判断で動いていい」と言ってくれた。

　チートスキルもアイテムも、イリスたちの判断で使っていい、って。

　それは本当に大きな信頼で、大好き、って言葉では足りないくらい、うれしくて。

　──だからイリスはこんなことしちゃうんですよ。お兄ちゃん。

「あとは……イリスの不在がばれていないことを祈りましょう」

　イリスは思わず、アイネとラフィリアの手を握った。

「大丈夫ですよぅ、イリスさま。あたしがメイドさんたちに、ばっちりの言い訳を伝えてきました」

　ラフィリアは、えっへん、と胸を張った。

「さすがラフィリアさまです。で、どんな言い訳を？」

「はい。『イリスさまは、これから好きな人に見立てたぬいぐるみを抱きしめて、いろいろ妄想しながら、朝まで裸でいるので、ひとりにしてください』ですぅ！」

「な──────っ!!」

　イリスの顔が真っ赤になった。

「え？　目的のためには手段を選ばないのが、イリスさまじゃないですかぁ？」

「そうなの。じゃあ安心なの」

「ちっとも安心ではありません────っ!!」

　本当にもう、まったくもう。

　大好きすぎますよラフィリアさまも、お姉ちゃんも。

「……朝まで部へ屋やに誰も来ないのなら、ちょうどいいです」

　イリスは右手でラフィリアの手を、左手でアイネの手を握った。

「今日は朝まで語り明かしましょう。作戦会議も兼ねて」

「さっすがイリスちゃん。素晴らしいアイディアなの」

「賛成なのです！　いっぱいお話をするのです！」

「さぁ、帰りましょう。お兄ちゃんのおうちへ！」

「「おー」」








第９話「目覚めた男装騎士王女と、女の子奴ど隷れいのご指導」






「お願いです、あるじどの。ボクをパーティの仲間に入れて欲しいであります！」

「いいよー」

　みならい騎士のカトラス＝ミュートランが仲間になった！







　あのあと──

　カトラスさんはまだ不安定そうだったから、しばらく宿屋で休んでもらうことにした。

　夕飯を買って宿に戻り、セシルとリタを含めて、カトラスさんの話を聞いていたんだけど──なぜかその途中でセシルたちは「こ、ここからは、女の子同士だけの方がいいと思います！」「お、お願いご主人様。この先の流れは危険なのぉおおおおお」とか言い出したから、３人は別室（カトラスさん名義で新しく取った部屋）で話してもらうことにした。

「むふっ。むふっ。むふふふふふ──っ！」

　僕の部屋に残ったのは、いつの間にか人の姿になってたレギィだけ。

　彼女は壁に耳を当てて、むふむふ、むふふ、って不気味な息を吐いてた。

「な、なんと美お味いしいシチュエーションであろう！　まさかあの騎士娘がこれほど美味しいキャラだったとは！　我の予想外であった。よーし。我もがんばるのじゃ──！」

　なにをだ。

　あと、ベッドでぴょんぴょん飛び跳ねるのやめなさい。ホコリが立つから。

　とりあえずレギィは放置して、僕は明日からの予定を立てることにした。

　僕たちはただイルガファに戻るだけだけど、問題はカトラスさんだ。

　彼──じゃなかった彼女には、しばらく騎士の格好をしててもらうことになる。

『ハイスペック・スリ軍団』は『王家のコイン』を持つ少女を探してる。奴らのボスは倒したけど、あれがすべてとは限らない。他の組織が動いてる可能性もある。油断しない方がいい。

　イルガファに着いたあとは、カトラスさんを僕たちの家に引き取る。そのうちにカトラスさんが進路を決めたら、協力して送り出す、って流れかな。

　そんな感じに、僕はこれからの予定を決めた。

　僕は荷物の準備をして、灯あかりを消して。

　寝床に潜り込んできたレギィと背中をくっつけて、眠ることにした。

　カトラスさんのことは、女の子のプロであるセシルやリタに任せておこう。なにかあったら僕を起こしてって、言ってあるからね。










　そして、次の日。

　僕たちは予定通り、『翼の町シャルカ』に向けて出発することにした。

　馬車と馬を預かっててくれた宿屋の人にお礼を言って、４人分の荷物を詰め込んで。

　僕とセシルは御者台に。リタとカトラスさんは後ろの席に座った。

「みんな、準備はいい？」

「「「は、はーい！」」」

　セシル、リタ、カトラスさんはそろって手を挙げた。

　みんな──ちょっと目が赤いけど、元気そう。

　でも…………３人そろってうるんだ目でこっちをちらちら見てるのは──なんで？

「昨日きのう……どんなガールズトークしたんだよ」

「ひゃぅわっ！」

　僕の隣で、セシルの身体からだがびくん、と跳ねた。

　あわわ、って顔を真っ赤にして、おそるおそる、って感じで僕を見てる。

「そ、その……ちょうあ……じゅんば……いえ、そうじゃなくて！」

「フィーンちゃんがその……大活躍でね。私もセシルちゃんも、カトラスちゃんも、圧倒されちゃって。カトラスちゃんの『おんなのこ人格』って……すごいのね」

「ボクも……自分の中に完全無欠の『おんなのこ』がいたことにびっくりであります……その、自分の知らない、自分の心と身体に気づかされた感じであります……」

　セシルもリタもカトラスさんも、真っ赤になってる。

　昨夜のガールズトークで、フィーンが暴走しちゃったみたいだ──って、あれ？

「カトラスとフィーンって、話ができるようになったの？」

「はい！　あるじどののおかげであります！」

　カトラスが、しゅた、と手を挙げた。

「ボクがフィーンの存在を自覚したことで、頭の中で会話ができるようになったのでありますよ。ただ、いつも起きてるわけではないようで、呼びかけても返事がないときもあるのでありますが……でも、お話ができるようになったのはうれしいであります」

　そう言ってカトラスさんは笑った。

　フィーンがカトラスさんを大事にしてたように、カトラスにとってもフィーンは、大切な存在になったのかな。カトラスさん、すごくいい笑顔になってるから。

「それじゃ行こうか、ピックルにポックル」

『がってん……いえ、少々お待ちを』『なにやら、怪しい奴らがおりますぜ、旦だん那な』

　歩き出そうとした馬たちが、ふと、足を止めた。

　町の外から、２人の男たちが歩いて来るのが見えた。

　街道を歩いてきたんだろう。息を切らせながら門を通り、町中に入ってくる。

「……畜生。なにが起こってるんだ」

「……ゴーストが狙うのは──候補生だけのはずだろうが！」

　ごつい感じの男たちだった。腕も脚も太く、胴回りの筋肉もすごい。冒険者か、凄すご腕うでの戦士、って感じだ。身体のあちこちに小さな切り傷がある。男のうち１人は脚をひきずってる。

　朝早いから、町の通りには人が少ない。

　その中で、男たちの姿は目立ち過ぎていた。

「……あの、大丈夫ですか？」

「黙ってろ！」

　男の１人が、いらだったように腕を振った。

　その手にはなにも持っていない。街道から来たはずなのに、武器も防具も。上着もズボンもぼろぼろで、ほとんど下着姿だった。どこからどう見ても、少人数で街道を歩く格好じゃなかった。

「街道で……なにかあったんですか？」

　僕は聞いた。

　危険があるなら、知っておきたかったからだ。

「ああん？」

　男は僕をにらみつけた。

「装備を失ったのが面白いか!?　わかってないようだが、俺たちは組合の──」

「馬鹿やめろ！　この格好で名乗る奴やつがいるか！」

　叫ぼうとした男性の頭を、もう一人の男性が叩たたいた。

　叩かれた方の男性は、むっ、と口を閉じる。

「僕たちはこれから『翼の町シャルカ』に向かうので、街道でなにか起きたのなら聞いておきたいのですが」

　念のため、礼儀正しく聞いてみた。

「冒険者なんか相手にしていられるか。立場をわきまえろ」

　男たちはそう言い捨てて、宿の方へと走っていった。

　……なにがあったんだろう？

　盗賊か。それとも『ハイスペック・スリ軍団』の仲間が出たのか？　でも、奴らには中年の男性を狙う理由がない。盗賊が出たのなら、町の衛兵に伝えるはずだ。でも、男たちは門にいる衛兵を無視してた。魔物と出会ったって可能性もあるけど、それなら身ぐるみはがれるのはおかしい。

「どうしますか、ナギさま」

「とりあえず先へ進もう。帰りが遅くなると、イリスたちが心配するから」

　昨日から『意識共有マインドリンケージ・改』は通じなくなってる。

　イリスたちから離れすぎたせいだ。ずっとメッセージのやりとりをしてきたから、連絡が取れないと心配になってくる。こっちの世界では、これがデフォルトなんだけどさ。

「警戒しながら進もう。セシルは一定間隔で『魔力探知』を、リタは『気配察知』をお願い。カトラスさんも準備だけはしておいて。なにごともなければ、それでいいんだから」

　僕はセシルとリタ、カトラスさんの方を見た。

「わかりました！」「了解だもん！」「承知したのであります！」

　そうして僕たちは、警戒態勢で街道を進むことにしたのだった。










「……ふぅ」

　警戒態勢のまま、数時間が経過。

　僕たちは街道の分岐点を過ぎて、岩山の近くにやってきた。

　ここは往路で、飛竜のガルフェとでくわした場所だ。見通しが悪いから、魔物や盗賊の不意打ちに気をつけないと。

「イリスたちも、ここは通ったはずだよな」

　数日前、港町イルガファの兵団と一緒に。

　無事……だと思う。さすがにあの兵団になにかあったら、噂うわさになるはずだ。

『意識共有・改』はまだ圏外だ。イリスからの情報は届かない、けど。

「イリスだったら……別の通信方法を考えるかもしれないな」

　僕は馬車を停とめた。

「ナギさま？」

「リタ、ちょっと来て。手伝って欲しいことがあるんだ」

　馬車を降りて、リタを呼ぶ。

『意識共有・改』を使わずに、イリスたちが僕と連絡を取る手段は、そんなにない。手紙を送るにしても時間がかかる。緊急時だったら、別の方法をとるはずだ。

　たとえば、飛竜に頼むとか。

　イリスには飛竜のガルフェの『ブラッドクリスタル』を渡してる。

　仮にイリスが、ガルフェを呼んで僕たちに連絡を取るとしたら、この場所。

　僕たちがガルフェと戦ったこの場所に、なにかを落とす可能性が高い。

「リタ、イリスとアイネとラフィリアのにおいを探して。なければそれでいいよ。先へ進もう」

「まかせて。私がちっちゃい子のにおいを見失うわけが──」

　リタの獣耳が、ぴくん、と動いた。

　細い腕を振って、走り出す。さらに岩場を蹴けってジャンプ。

　リタは空中できれいに一回転して、樹きに引っかかってた小さな板をつかみ取った。

「うそ。ほんとにあった。ご主人様……すごい」

「すごいのはリタとイリスだよ。僕も本当に見つかるとは思ってなかった」

　僕は手の中にある板を見た。

　イリス、アイネ、ラフィリアの頭文字が書いてある。まちがいなく３人からの手紙だ。書いてあるのは騎士試験のこと。監督役である男性のこと。

　それと──騎士の中でだけ語られる、伝説について。

　騎士をめざす者には、騎士の亡霊ゴーストが試練を与える。

　不意打ちして根性と気合を徹底的に試す──って!?

「全員！　周囲を警戒!!」

　僕は叫んだ。

「リタ。耳を澄ませて。馬に乗っただれかが近づいてきてるかどうか。セシルは古代語魔法を準備！　いつでも迎撃できるように！　カトラスさんは身を守ってて！　すぐに出発だ！」

　合図に合わせて、馬のポックルとピックルが走り出す。

「待って、ナギ。あれを見て。地面になにか落ちてる」

　次の瞬間、リタは叫んだ。

　彼女の言う通りだ。街道の上に、なにかが積み上げられてる。

　近づくとはっきりと見えてくる。なんだあれ……ゆがんだ鉄の塊──いや、

「鎧と盾と──剣か？」

「騎士の装備であります！」

　僕の後ろで、カトラスが声を上げた。

「盾に子爵家と、男爵家の紋章が刻まれております。あれは貴族にお仕えする騎士の証あかしなのでありますよ。でも……あんな、ぐちゃぐちゃに？」

「……あんなの、普通の魔法じゃ無理です」

　セシルの声も震えていた。

　街道に落ちた盾は、中央あたりでへし折られてる。鎧は胸当てのあたりに大きな切れ込みができてる。腹のあたりにあるのは足跡だ。しかも、足跡のサイズは普通の人間と変わらない。ということは、これをやったのは魔物じゃない。少なくとも人間の姿をしている奴だ。

「まさか、町を出るときに見かけた下着姿の２人は……？」

「ここで身ぐるみはがれたってことね」

　冗談じゃねぇ。

　そんな真ま似ねができるのは『チートキャラ』くらいだ。

　もしかして、イリスから伝言のあった『騎士ゴースト』の仕業か？　でも、そいつは新人騎士を襲うはずだ。さっきの２人は中年の男性だった。どうして──

「考えるのはあとだ。速度を上げる！　みんな、馬車につかまって──！」

「敵の反応あり！　ひづめの音が聞こえるわ！」

　リタは獣耳に手を当てて、周囲の音に意識を集中させてる。

「こっちに近づいてくる。でも、この方向って──岩山の──上!?」

　僕たちは一斉に顔を上げた。

　岩山の上で、漆黒の鎧をまとった騎士が、馬の上からこっちを見下ろしてた。




『騎士候補のにおいを感じる』




　その騎士は、よく通る声で言った。

『ふむ……この気配から察するに、その騎士候補生は少女か。男性の装いはしているものの、その美しき本質は隠せない。ふむ……よいぞ……実によい。かぐわしき気配よ……』

「はぅあっ!?」

　馬車の中で、カトラスが悲鳴を上げた。

　こっちの動揺には気づかず、岩山の上の黒い騎士は語り続ける。

『久しぶりに感じ取ったな……この好ましい気配。これぞ、騎士をめざす高潔なもののにおいよ。その息づかい、見逃すわけにはいかぬな。この甘美で、我が欲するものに……ぜひこの手で触れねば気が済まぬ。さぁ、やろうか！』

　闇の奥から響くような、その声を聞いた僕たちは──




「「「「変態だ──っ!!」」」」




　すぐさま全力で──馬車を発進させたのだった。








第10話「変態ストーカー騎士迎撃戦と、フィーンの自分専用トラップ」






『待て待て待て────い！　せっかくの敵、逃がすものか──っ!!』

　変態騎士はまっすぐ、馬車を追ってくる。

　速い。さすがに、馬車と騎馬じゃ速度が違いすぎる。

「足止めするわ！　ナギたちは先に行って!!」

「──リタ!?」

　僕が止める間もなく、リタが馬車を飛び降りた。

　そのまま黒い騎士に向かって走り出す。

「私のご主人さまとちっちゃな子を、いじめるんじゃないわよっ！」

『よい！　貴様も、実によい気配がする！』

「あっちいけ変態ぃっ!!」

　がいんっ！

　リタの拳こぶしと、黒い騎士の腕が交錯した。

　騎士はそのままリタに向かって槍やりを繰り出す。リタはそれを紙一重で避けて、今度は騎士の首筋に蹴けりを飛ばす。

『ぐぁ！　があああっ!?　よい。よいぞ！　この痛みこそ騎士の喜びよ！』

『神しん聖せい力りよく掌しよう握あく』で強化エンチヤントされた蹴りを受けたのに、騎士は兜かぶとを倒しただけだった。

　中に人間が入っていたら、曲げられない方向に。

「な……なんなの、この変態騎士は!?」

　リタが悲鳴を上げて、飛び下がる。

「『神聖力』で消えない！　こいつ亡霊ゴーストじゃないの!?　なんなの!?」

「リタ、足止めはいい！　早く合流しろ！」

「わかったわ、ご主人様!!」

　リタが変態騎士の馬を蹴飛ばし、その勢いで後ろに飛ぶ。

　黒騎士がまたがった馬は、こわれたように走り続けている。軍馬のような甲かつ冑ちゆうをつけて、首を振りながら必死に脚を動かしてる。リタの蹴りを受けてもびくともしない。

『よいぞ。騎士候補のにおいに……これは忠誠の光か！　ふは、ふはははははははっ!!』

　ばきん。

　黒騎士の槍が、地面に転がってた鎧を串くし刺ざしにした。

　高級そうな鎧に、紙みたいに穴が空く。黒騎士はそれを僕たちの方へ蹴り飛ばす。ひしゃげた鎧は回転しながら、僕たちの馬車の後ろに、がらん、と落ちる。鎧は胸のあたりが潰つぶれて、背中の部分とくっついてる。

　ぞっとした。

　こいつは、まともに戦っていい相手じゃない。

「リタ！　早く戻って。とにかく距離を──」

『これほどの好敵手は久しい。側におるだけで心地よいわ！　さきほどのザコどもとは違うな！』

　変態騎士は馬車に向かって腕を振る。

「飛び道具よ！　ナギ！　避よけて!!」

「発動！　『柔じゆう水すい剣術ＬＶ１』!!」

　僕は馬車の外に向かって魔剣レギィを突き出す。

　刀身が、ぐるん、と回って、飛んできたダガーを受け流した。

「ありがと、レギィ！」

『おぅ。だが、うっとうしい奴よ。あの変態騎士は！』

　まったくだ。

『柔水剣術』は剣であれば受け流せる。飛び道具だろうと関係ない。

　ダガーを受け流したのは６回目。あれは変態騎士の飛び道具だ。でも、いつまでも受けきれるとも限らない。

「それに……あの騎士、振り切れそうにないな……」

　馬車と騎馬じゃ速度が違いすぎる。

　あいつはまっすぐ岩山を駆け下り、馬車を追いかけてきた。問答無用だった。イリスからの手紙があったから、あいつを『敵』だって認識できた。逃げ出せたのはそのおかげだ。

　だけど、このままイルガファまで連れてくわけにもいかない。

「セシル、頼む。魔法で牽けん制せいを！」

「はい、ナギさま！　精霊の息い吹ぶきよ我が敵を撃て──『ふれいむ、あろー』っ!!」

　馬車から身を乗り出して、セシルが魔法を放つ。

『──むぅん！』

　変態騎士は、『炎の矢』をあっさりとかわした。

　片手で馬を操りつつ、蛇行しながら僕たちを追ってくる。

　それでも、リタが逃げる隙はできた。リタは騎士を振り切って、馬車の中に飛び込んでくる。

「報告です。ご主人様！」

　戻って来たリタが、僕の前に膝ひざをつく。

「あいつはアンデッドじゃないわ。前に戦ったリビングメイルとも違う。鎧の中にはなんにも入ってなかったもん」

「鎧そのものが勝手に動いてるってこと？」

「うん。あいつは言ってたの。『そなたらは完かん璧ぺきだ。気配だけでも素晴らしかったが、目で見ればさらに好ましい。高潔なる気配を持つ少女騎士に、仲間の冒険者たち。そなたらが持つ忠誠の光は素晴らしい。我が戦うのに値する』って」

　なんだそれ。

「『現代の騎士が失ってしまった忠誠の光。それを持つ者たちと戦えるとは望ぼう外がいの幸福』って、笑ってた」

　現代の騎士……？

　ってことは、あの変態ストーカー騎士も、騎士の一種なのか？　魔物じゃなくて？

「カトラスさん。あいつに心当たりはある？」

　僕が聞くと、カトラスさんは、びくん、と背中を震わせた。

　ちっちゃい身体からだを丸めて、騎士資格の受験票を握りしめてる。

「わ、わからないであります。ボクは騎士試験を諦あきらめた身の上。変態騎士に追われる覚えはないであります。でも……もしもボクのせいなら……こんなもの──っ！」

　カトラスさんは馬車から、受験票を投げ捨てた。

　追ってきた騎士の馬のひづめが、ばきん、とそれを踏みつぶす。

「ボクはもう、騎士とは違う道を選んだのであります！　どこかへ行ってください！」

　カトラスさんは泣きそうな顔で、叫んだ。

『ふはははははは！　逃すものか──っ！』

　けど、変態騎士は馬車をまっすぐ見据えながら、こっちに向かって馬を疾走させてる。

『そのにおい、その気配。美しき忠誠の光！　少女騎士に、少女冒険者たち！　手合わせせずにおくものか！　互いの身体と技を絡め合い、さらなる高みを目指す。これが騎士の本質ぞ──っ！』

「うわあああああああん！　そんな騎士知らないであります──っ！」

　カトラスは頭を抱えて悲鳴を上げてる。

『よい！　怯おびえるその声もよい！　たまらぬぞぉおおおおおっ！』

　完璧に変態だった。

「……うぅ」

　カトラスは青い顔で、僕の手を握りしめてる。

　怯えるのも無理ないよな。騎士の格好をした奴やつがいきなり現れて、ストーカー宣言とともに追いかけてきたんだから。騎士に憧あこがれてたカトラスさんにとっては、問答無用でトラウマものだ。

「リタ、周囲に他の敵の気配は？」

「ないわ。あいつ単体で動いてるのは間違いないわね」

　僕が聞くと、リタは首を横に振った。

「わかった。リタ、ちょっと御者をお願い」

「りょーかい。任せて」

　僕はリタにたづなを預けて、セシルと一緒に馬車の後方に移動する。

「ここで奴を止める。チートを解禁だ。セシル」

「はい。ナギさま！」

　馬車の床から、セシルが布に包まれた杖つえを取り出す。

『真・聖せい杖じようノイエルート』だ。同時に僕はセシルを抱きかかえ、膝の上に載せる。

「……そ、それでは……ください……ナギさま」

「了解。合体しよう」

　僕はセシルの胸に手を当てた。

　セシルの身体は僕の腕の中にすっぽりと収まる。まるでそこが定位置みたいに。

　深呼吸しながら、セシルは僕に背中をあずけてる。服を通して伝わってくる体温はすごく熱くて、触れてるうちに鼓動も速くなる。

　僕の指はセシルの胸を包み込むようにして、魔力供給を開始──と。

「……ん…………は……ぅ」

　セシルは、ちょっとだけせつなそうに眉まゆを寄せて──




「いきます！　古代語魔法『炎の矢フレイム・アロー』──範囲拡大版ワイドシヨツト────っ！」




『二重詠唱ダブルキヤスト』してた呪文を発動させた。

　深紅の魔法陣が、馬車の左右に浮かび上がった。

　いつもならセシルの後ろにひとつだけ。でも、今回は４つだ。馬車の右に２つ。左に２つ。

　馬車の左右にオプションの砲台──４つの魔法陣が出現してる。

　これが圧縮と拡大をつかさどる杖、『真・聖杖ノイエルート』の力だ。

「いきま────すっ!!」

　ずっどおどどどどどどどどどどどどどどどどどどど!!

　街道に響き渡る、発射音。

　真上から見たら、馬車の左右に砲台がついて、そこから銃弾が飛び出してるように見えるはずだ。炎の矢は道全体に広がってる。逃げ場のない範囲攻撃だ。これを避けられるはずがない！




『ぐっがああああああああああああっ!!』

　ずどどどどどどがががががががどどどどどどどっ!!




　変態騎士と黒馬に、大量の『炎の矢』が着弾する。敵の動きが、止まる。

「セシル！　範囲を調整。『炎の矢』を集中させて！」
















「はいっ！　ナギさま!!」

　セシルは『ノイエルート』を調整。『炎の矢』を収束させていく。

　散弾銃の弾丸のように広がっていた『炎の矢』が、変態騎士に集中していく。馬の身体に穴が空き、巨大な馬体が崩れていく。あっちは魔力で作ったニセモノの馬か。じゃあ、変態騎士は──？




『う、う、うれしいぞ我が好敵手よ。これでこそ戦いよ──！』




　奴は動きを、止めなかった。

　まさか。古代語版『炎の矢』が効いてない……？

「障壁シールドです、ナギさま！　騎士さんは魔力の障壁を張ってるんです！」

　セシルが叫んだ。

　よく見ると、騎士の身体の前には、半透明の壁があった。

　あの魔力の障壁が『炎の矢』の威力を弱めてる。鎧よろいに当たってるのは余波だけか。

『ふははははははは！　聞け！　我が好敵手よ！』

　変態騎士は槍を地面に突き立て、叫んだ。

　こっちに言いたいことがあるみたいだ。

　僕は『炎の矢』を止めさせた。障壁で防がれるなら、このまま撃ち続けても意味がない。

　僕たちは馬車を停とめて、戦闘態勢を維持したまま、黒騎士の言葉を待つ。

　そして──




『我は、お前たちに決闘を申し込む!!』




　変態騎士は、胸を反らして宣言した。

「はぁ!?　問答無用で斬りかかってきて言うセリフかよ！」

『あんなものは騎士にとってはじゃれあいよ！　お主たちだって本気ではあるまい！』

　いや、超本気だったんだけど。

　今まで相手にした敵って、不意打ちしてでも倒さないとやばい奴らばっかりだったし。

『我はお主らの力を認めた！　堂々と決着をつけようではないか！　騎士の魂にかけて!!』

「……ボクが、行くであります」

　不意に、馬車の中でカトラスさんが立ち上がった。

「あいつは『騎士候補のにおい』と言っておりました。ということは、ボクに反応している可能性があります。変態とはいえ騎士がしでかしたことなら、責任はボクが取るべきであります！」

「カトラスさん!?」

「聞いてくださいであります！　変態騎士どの！」

　止めるまもなく、カトラスさんは馬車から飛び降りた。

「ボクが決闘を受けるであります！　殺されても文句は言わないでありますっ!!　ただ、他の方を巻き込まないでください！　お願いであります変態どの！　変態騎士どのっ!!」

『へんたいではないわ────っ!!』

　怒られた。

　いや、においとか息づかいとか、僕の世界で女の子に向かって言ったら間違いなく通報もののセリフ吐いてただろ？　しかもストーキングの真っ最中だし。

『無論！　その者が我が元に来るというのであれば拒みはせぬ！　この手で触れ、存分にその高潔なる魂が発するにおいと気配、少女騎士の柔肌に我が鋼の指先を滑らせ、忠誠の光を持つ者の感触を確かめさせてもらうがな！』

「ひぇぇぇっ!?」

『しかし、我は変態ではない！』

　黒騎士は地面に槍やりを立て、宣言した。

『我は、いにしえの騎士の魂を宿した鎧。その名を、バルァルと言う』

「バルァル？　で、ありますか？」

　カトラスさんが目を輝かせた。

「聞いたことがあるであります。伝説の騎士が追い求めていた──神々の時代に作られたとも言われる、神聖な鎧であります」

『しかり！　我は、歴代の高潔な騎士に使われ、そのうちに意識を持つようになった』

「その伝説の鎧がなんの用だよ」

　僕とセシル、リタも馬車を降りた。

　馬をなくした変態──もとい、黒騎士と向かい合う。

「僕たちはただの冒険者だ。カトラスさんも騎士を目指すのはやめてる。お前とはまったく関わりがないはずなんだけど」

『だが、汝なんじたちからは純粋な忠誠の光を感じる。それは騎士の魂のよすがとなるもの。我が戦うのにふさわしい者である！』

「「「「ちゅうせいのひかり？」」」」

　……ごめん。意味がまったくわからない。

『我は、太古の時代に作られ、数々の騎士に使われてきた』

　黒騎士は言った。

『意思を持つようになったのは、騎士の「忠誠」を美しいと思うようになったから。主人を一心に思い、慕う心──人のみが持つ「美しさを感じる心」を手に入れたのだ。時が経たつとともに我はそれを高め、見た目だけではなく、高潔なる魂や忠誠の光を感じ取ることができるようになった』

「そんなことができるのか……」

『特に……美しき少女のものは好ましい。我をまとっていたのは、汗くさい男ばかりだったからな。少女騎士の忠誠の光に出会った今、ちょっとばかり我を忘れてしまうのも無理はあるまい。なぁ』

　そこで同意を求められても。

「つまりあんたは意思を持つ鎧で、忠誠の光ってのを持つ者を求めてる、ってことか？」

『そんな騎士がいたのは、遠い昔の話だがな』

　中身のない騎士は、槍の穂先で自分の膝を叩たたいた。

『我は最後の戦で持ち主を失い、放置されていた。保存状態が悪く、がらくたとして扱われていたのだ。が、このたび、とある儀式に使われたことで、意識を取り戻した』

「儀式？」

『それは現代の騎士連中が行った儀式でなぁ。古い鎧から、死んだ騎士のゴーストを作り出し、騎士試験の受験票を持った者を襲わせるというものだった』

「「「………………はぁ!?」」」

　僕たちは一斉に、カトラスさんの方を見た。

「し、知らないであります。そんなこと聞いたことも……え、ほんとでありますか？」

『儀式の時に聞いた話は、まったくひどいものだった。近ごろの若い者は根性がないだの、自分のときの試験はもっと厳しかった、死人が数人は出るくらいのものだった、だの』

　黒騎士は兜かぶとを鳴らして、叫んだ。

『先ほどここで出くわした騎士どももそうだった。あやつらは、騎士ゴーストにぶちのめされる新人騎士を笑いに来たのだ。なのに、ちょっとひねってやったら逃げおった！』

「……そんな……そんな……騎士って……そんなものなのでありますか」

　カトラスさんはがっくりと肩を落としてる。

　黒騎士は片手を空に突き上げて、片手で涙をぬぐう格好してる。噓うそをついてるようには見えない。

『我は、その儀式によって目を覚ました。我は太古の遺物ではあるが、美しさを知る心はもっている。ゆえに、輝かしい忠誠の光を持つ者との戦いを望んでいるのだ！』

「……意思を持つ太古の遺物……まさか『神代器物アーテイフアクト』ですか……？」

　セシルは震えながら、僕の腕をつかんでる。

「もっとも古い時代に作られた魔法のアイテムです。あの鎧がそういうものなら、騎士の意思が乗り移って動き出すのもわかります。古すぎて……放置されていたというのも」

　こんなことなら、聖女のデリリラさんにそういう話も聞いとくべきだったか。

『アーティファクト』の情報なんか僕は持ってない。あとは──

　いざとなったら──彼女の力を借りるしかないか。

「聞けよ、黒騎士。お前は勘違いをしている」

　僕は黒騎士の方に向き直り、告げる。

『勘違い、だと？』

「ああ。お前が相手にするべきは僕たちじゃない。お前が戦うべきは、本当の騎士だ。こんなとこで一般人相手にしてるんじゃねぇ！　本当の騎士を探して、堂々と手合わせしろ！」

『それはできぬ！』

「なんで!?」

『本職の騎士で純粋な忠誠心を持つ者は、絶滅した！』

「「「「………………は？」」」」

　今……なんて言った？　絶滅？

『儀式で呼び出されたときに気づいた！　王国にいる騎士には、まともな魂を持つ奴などおらぬのだ！　昔の自慢話をぐだぐだ繰り返す奴や、間違ってつけた刀傷を自慢する奴、貴族にすり寄って領民をいじめる奴、そんな奴らばっかりなのだ！』

「──あ、あ、ああ……」

　あ、カトラスさん、ショックを受けてる。

「……じゃ、じゃあ……騎士の資格を取っても……？」

『まともな奴は２年で辞めていく』

「の、残る人は？」

『２年と１ヶ月で、目に光がなくなっていくな』

「……そ、そんな……」

　カトラスさんはがっくりと膝ひざをついた。

『ゆえに、我は汝らのような純粋な忠誠心を持つ者との戦いを望む』

　黒騎士は叫びながら、地面にずん、と、槍を突き立てた。

『いにしえの騎士に使われていた我には、忠誠の光が見えるのだ。その馬車からは３人と１本分の美しき光が見えている。そのような者と、我は戦いたい！』

「……３人と１本？」

　セシルとリタと……１本はレギィか。こいつ、レギィの存在まで感じてるのか。

　だとしたら、本当にこいつは『チートな鎧』だ。

「ここで戦いを拒否したら、あんたはどうする？」

『地の果てまで追いかけるが？』

「ストーカーかよっ！」

『我が求めるのは、忠誠の光を持つ者と、すべてをぶつけて戦うこと。その相手が甘美なかおりを持つ少女騎士とあれば見逃せぬ。断ると言うなら、我は「すとーかー」とやらにもなろう！』

　……こいつを召喚した騎士連中め……あとで文句を言ってやる。

『では、さて、やろうか！』

　話し終えたからか、黒騎士は槍を手に取った。

　作戦はあるけど、それにはカトラスさんの──正確にはフィーンの協力が必要だ。

　それと、多少の時間も。

「あのさ、黒騎士」

『なんだ、我が好敵手』

「どうしてもここで戦わなきゃだめか？」

『いかにも』

「こちらの準備が整ってなくとも？」

『騎士は常在戦場であろう？』

「あんたはそうでもこっちは違う。それに、不完全な状態で戦ったせいで、パーティの一部に問題が発生してるんだ。態勢を整えるまで、待って欲しい」

『……なまぬるいことを』

「……不完全な状態の相手と戦いたい、と？」

　僕は言った。

　黒騎士が、ぐっ、と兜を反らした。

「それのどこが騎士だ？　通り魔じゃねぇか」

　さらに突っ込むと、黒騎士の槍をつかむ手が震え出す。

　こいつ、意外と煽あおり耐性が低そうだ。挑発すれば、時間を稼げるかもしれない。

「騎士の魂とか言うからさぁ。てっきり正式な果たし合いを望んでるものだと思ったんだけどなぁ。勝てばいいとか思ってるのか？　手段は選ばない？　本当に？　まじで……うわー」

　言いながら、僕はセシルたちに目配せする。

　セシル、リタ、カトラスさんが、こくこく、とうなずく。そして──

「うわー、わたし、しんじられません。騎士がそんなことするなんてー」

「女神に仕える『神聖騎士パラデイン』が聞いたら怒るわよ。はじさらしだってー」

「まったく信じられないでありますな！　不意打ちの上、謝罪もしないとは！」

「ごりっぱな騎士さまじゃのぅ。ぷー、くすくすくすー」

　レギィまで加わって挑発開始。

　うまく乗ってくれればいいけど──。

『え、えええええい！　わかった！　わかったわ！　準備でもなんでもするがよかろう!!』

「わーさすがこうけつなきしだー」

『うっさいわ！』

　黒騎士は槍を収め、向こうを向いた。

　これで作戦を立てる時間ができた。

　あの騎士は変態っぽいけど、プライドやポリシーは持ってるらしい。待つと言ったからには、問答無用で襲いかかってはこないだろう。

　さて、と。

　奴やつはここで止める。できるだけ、確実な方法で。

「カトラスさん」

「は、は、はいであります！」

　壁の方を向いてたカトラスさんが、真っ赤な顔で振り返った。

「カトラスさんのスキル『神しん代だい器き物ぶつ適てき性せい』について教えてくれないかな。それと、あの黒騎士が本当にアーティファクトかどうかも」

「あ、あーてぃふぁくと、でありますか？」

　カトラスさんは、きょとん、と首をかしげてる。

　そっか『神代器物適性』はフィーンのスキルだっけ。カトラスさんは認識できないのか。

「ちょっとまってくださいあるじどの。ボクの中でフィーンがなにか言っております。はい？　知ってる？　前に出たい？　代わって……と言われましても……」

「フィーンが？　なんだって？」

「交代して欲しい、と言っております。そのために、胸当てブレストプレートを外せ、と」

「ブレストプレートを？　なんで？」

「さあ。自分ではありますが、フィーンの考えることはよくわからないでありますよ」

　言いながらカトラスさんは背中に手を回して、胸をおおう鎧よろいを外していく。背中のひもをほどいて、銀色の鎧を胸から外すと──

「────あ」

　服も、取れた。

　下着は、つけてなかった。

　傷ひとつない、真っ白な肌。くぼんだ鎖骨。

　そこからすとーんと続く、なだらかな丘陵地帯と桜色の──

「え？　あれ？　なんで服が外れるようになっているのでありますかああああああっ!?」

　よく見るとカトラスさんのシャツ、肩のあたりが切られてて、細い糸で仮留めされてる。だから鎧を外したひょうしに、ぷちん、と切れたんだ。シャツはそのまま前後に分かれて、お腹なかのあたりまで落っこちた。

　その下にあるはずの下着は、かげもかたちもない。

　誰がこんなことをしたかというと──

「フィ、フィーンめええええっ！」

　──やっぱり。

「じ、自分が出てくるためにこんなことを!?　ということは……もしかして……」

　不意にカトラスさんは、自分のズボンに手を伸ばした。

　なでて、叩いて、最後に手を突っ込んで──真っ赤な顔でふるふると震え出す。

「どうしたカトラスさん!?　なにがあった!?」

「なかったのであります！」

　なにが？

「あるじどのの前で…………こんなのって……こんなのって…………」

　ぱたん。

　カトラスさんはそのまま、真横に倒れた。

「ふぅ。やっと出てこれましたわ、あるじどの」

　そして起き上がったカトラスさんの瞳ひとみは、赤紫に変わってた。

「緊急時なので、非常手段を使わせていただきました」

　フィーンは座ったまま、一礼。

「結論から言います。あの黒騎士はおそらく『神代器物アーテイフアクト』で間違いありません。古い時代に作られ、騎士に使われるうちに自我を持つようになった、魔法のアイテムですわ」

　フィーンには『神代器物適性』スキルがある。

　それは王家の血を引くものに、まれに現れるスキルで、もっとも古い時代に作られたアイテム──アーティファクトを支配したり、扱ったりすることができるらしい。

「わかった。フィーンのスキルで、あいつを無力化できるか？」

「できます。10分ください」

「10分!?」

「あたくしが10分間あいつに触れ続ければ、支配することができます」

　フィーンは、なんでもないことのように言った。

　無理だ。危険すぎる。

　リタでさえ、あいつを完全には押さえられなかったのに。

「あたくしの『神代器物適性』はアーティファクトや魔法のアイテムに魔力を流し込み、支配するもの。それなりの時間がかかるんですわ。でも、そんなことはどうでもいいですわ。責任を取らせてください」

　フィーンは祈るかたちに手を組んで、目を伏せた。

　僕、セシル、リタ、それに魔剣状態のレギィにお辞儀をして、つぶやく。

「これはカトラスとあたくしの、騎士への執着がまねいたこと。あるじさまと皆さんの身を守るため、この命を使わせてください。お願いします。あるじどの……」

　迷いのかけらもない声で、フィーンはそう宣言したのだった。








第11話「同じだけど違うふたりの、たったひとつのお願い」






「却下」

　僕は言った。

「悪いけど、うちのパーティは『ほぼ死ぬ戦い方』と『自己犠牲』は禁止だから」

「……は？」

「僕パーテイリーダーのストレスになるような戦い方は、うちのパーティではしないことになってるんだ。なので、命がけってのは禁止。いいな」

　フィーンは、ぽかん、って口を開けてる。

　けど、これは譲れない。うちのパーティは死亡禁止、大けが禁止、具合が悪いのを隠すの禁止。破ったものにはおしおき、ってルールになってる。フィーン（カトラス）も今はパーティの一員だ。ルールは守ってもらわなきゃいけない。

「でも、黒騎士を引き寄せてしまったのは、カトラスが騎士候補生だからでしょう？　そのせいで皆さまを危険な目に遭わせるくらいなら、ここは賭かけにでるべきでは……」

「だから、僕が嫌なんだよ。そういうのは」

　僕は言った。

　ああ、ちょっと口調がきつかったか。フィーンも、セシルもリタも、びっくりしてる。

「カトラスは母親の呪縛から、やっと解放されたんだろ？」

　……よし、いつもの口調になってる。

　僕は続ける。

「自分の理想を押しつけるばっかりで、子どもをちゃんと見ようともしなかった……死んだ人のことは悪く言いたくないけど……そういう人のせいで、進路を自分の意思で選ぶこともできなかったんだろ？　それにやっと気づいて自由になったのに、ここで終わるなんて許さないし、認めない」

「あるじどの……」

「そういうのは、僕が嫌なんだ。だからそういう自己犠牲は禁止。いいな！」

　ぱん、と手を叩たたいて、僕は話をしめくくった。

　自分がどうしてフィーンの『カトラスを救って』という願いを素直に受け入れたのか、やっとわかった。

　父親に捨てられたカトラスと、母親に捨てられたフィーンを、僕自身と重ねてたからだ。

　ったく。異世界に来てから元の世界のこだわりは消えたと思ってたのに、まだ残ってたのか……。

「ナギさま……」「ナギ……」

　いつの間にかセシルとリタが、僕の手を握ってた。

　ふたりにはもう、完全にばれてるな。心配そうな顔で、じーっと僕の方を見てるから。

「というわけで、命がけは禁止。となると、選択肢はふたつ……かな」

　選択肢のひとつは、このまま逃げることだ。

　このまま港町イルガファの近くまで行って、『意識共有マインドリンケージ・改』でイリスに連絡する。合流して、ラフィリアの『退魔結界』でバリヤーを張り、内側から黒騎士にダメージを与えて削り殺す。

　もうひとつは、フィーンの『神しん代だい器き物ぶつ適てき性せい』を『再構築』すること。

　これは奴ど隷れい契約が必要になるから、フィーンだけじゃなくて、カトラスさんにも同意してもらわなきゃいけない。でも、元みならい騎士でお姫さまだからね。奴隷なんて抵抗があるよな。

　やっぱり、ここは逃げて長期戦を狙った方が──




「だったら、お願いです、あるじどの。あたくしをあなたさまの奴隷にしてください」




　と、思ったら、不意にフィーンが僕の顔を見上げて、言った。

「そうすれば、あの黒騎士を倒せるのでしょう？　違いますか？」

　読まれた？　表情に出てたか……？　いや、違うな。

　フィーンはおそろしく察しがいい。彼女は誰にもその存在を気づかれないままで、カトラスさん自身が『女の子』だって気づかないように、ずっとサポートしてきたんだ。まわりの様子と、カトラスさん自身の反応を読み取って──そんなの、相当な観察力がなきゃつとまらない。

「セシルさまとリタさまは、あの黒騎士と対等に戦う力をお持ちです。あの力は通常のものではありません。そして、おふたりはあるじどのを心より慕っていらっしゃいます」

　僕の前に膝ひざをつき、フィーンは言う。

「そしてあるじどのは、意味もなく他人を支配する方ではございません。となれば、おふたりの力に、主従契約が関わっていると考えるのは、自然なことではありませんの？」

「……すごいな、フィーンは」

　出会ったばかりなのに、ここまで読み取れるなんて。

「あたくしとカトラスは、すでにあるじどのに忠誠を誓っているのです」

　フィーンは両手を組み合わせて、祈るようにつぶやいた。

「あるじどのは、なにものでもなかったあたくしに居場所と名前をくれました。カトラスにも道を示してくれました。それはあたくしとカトラスが、この身と忠誠を捧ささげるに値する──光のようなもの。あたくしたちが、たったひとつ、自分で選んだものなの」

　そして、やさしいほほえみを浮かべながら、僕を見た。

　瞳の色が、いつもと違ってた。

「『死ぬのは許さない』とおっしゃいましたよね？　だったらあたくしに『契約』で、その忠誠を全うさせてください。この場を切り抜ける力を、あたくしたちにください──あるじどの」

　──『彼女』の右目は、赤紫。フィーンの色。

「ボクもそうであります！　迷いなんてないのでありますよ！　あるじどの」

　──左目は、青。カトラスさんの色だ。

　まるで同時に２人が存在しているみたいだった。

　声が、左右から別々に聞こえる。




「フィーンという、あるじどのからもらった名にかけて」「カトラスだって偽名みたいなものでありますが……その名にかけて」

「あるじどののものになりたいのですわ」「元みならい騎士としての忠誠を捧げたいのであります」

「もちろん、お望みなら女の子としてでも」「フィーンっ！　それはまだ早いのであります！」

「あるじどのにすべてを捧げ、共にありたいと」「だ、だから！　今はそんな場合ではないと！」

「どうかこのはしたない姫に、首輪を」「その言い方はえっちすぎでありましょう!?」

「おだまりなさい！　見苦しいですわよ！」「はいっ！」




　フィーンは『カトラスは母親に魔力で呪われているようなもの』って言ってた。

　だから、こういうこともできるのか？




「あるじどの」「あ、あるじどのぅ……」




　フィーンとカトラス──『彼女』はゆっくりと、目を閉じて、




「「あたくし（ボク）を、奴隷に。正式にあるじどのにお仕えするものにしてください……」」

「わかった」

　ここまで言わせておいて、ためらってる場合じゃない。

『彼女』のスキルを『再構築』して、ここを切り抜ける。

「ただし『契約』だから期限は決めるよ。そうだな……カトラスとフィーンの人格が合体してひとつになるまで、僕がふたりの面倒を見ることにする。その対価として、ふたりは僕の奴隷になる。人格が合体してひとつになり、安定したら『契約』解消。これでどうかな」

　これくらいならいいだろ。

　どっちみち、今のふたりを放り出すわけにもいかない。カトラスはフィーンの存在に気づいたばかりで、まだ不安定だ。だったら僕が面倒を見る代わりに、奴隷として働いてもらう。

　人格がひとつになって安定したら、また、新しい道を選べばいい。

「これでどうかな。フィーン、カトラス」

「問題ありません」「わかったのであります！」

　彼女の身体からだが、二度うなずいた。

　それから僕はセシルとリタに、このあとの作戦を伝えた。

　ふたりは「「はいっ」」って言ってから、また壁の方を向いた。後ろから見ると、耳と首筋まで真っ赤になってた。『再構築』はされるのも見るのも恥ずかしいんだよな。

「じゃあ『契約コントラクト』」

「「『契約』（で、あります）!!」」

　僕たちは『契約のメダリオン』を打ち鳴らした。

　しゅる、と音がして、彼女に革の首輪が巻き付く。




　彼女は右手でそれをなでて「あるじどのにすべてをゆだねるときが来たようね」って笑い──

　彼女は左手でそれをなでて「ど、奴隷姫騎士であります。なんかときめくであります」って、胸を押さえてる。




　そして僕はご主人様権限で、フィーンとカトラスさんのスキルを開示した。

　確認するのは、この場で使えそうなスキルだけでいい。

　今『能力再構築』できそうなものは──




『神しん代だい器き物ぶつ適てき性せいＬＶ５』（ロックスキル。フィーン限定）

『アーティファクト』を『完全』に『支配する』スキル




　これは古き時代の遺物に魔力を流し込み、支配下に置く、いわゆるハッキングスキルだ。

　ただし、『完全』って概念が入ってるせいで、支配に時間がかかる。




　カトラスの方にも使えそうなものがあるな。これは──




『豪盾撃破シールドチヤージＬＶ４』（カトラス限定）

『盾と体当たり』で『敵』を『吹き飛ばす』スキル




　これは一般的な戦闘スキル。

　盾を前にしてぶつかっていって、敵を吹き飛ばす技だ。カトラスさんの身体が小さいから、威力は弱い。これも『再構築』すれば、意外な効果を発揮するかもしれない。

　あの黒騎士はチートキャラみたいなものだ。できることはなんでもしておきたい。

「聞いて、ふたりとも。僕にはスキルを組み替えて、強化する力がある。それを使って、今からふたりを強化する。使ったあとはしばらく僕から離れられなくなるし、あとでスキルを調整しなきゃいけない。いいかな？」

「今さら聞くことではなくてよ？」「覚悟は決めたのであります！」

　ふたりでひとりの彼女は、ぴたり、と僕に身体を寄せてくる。

　僕は彼女の胸に手を当てた。

　心臓がどくん、どくんと鼓動してる。

　カトラス──フィーンは身体がひとつ、人格はふたつの不思議な少女。『能力再構築スキル・ストラクチヤー』でどんな反応が出るかわからない。

　それでも『彼女』は、僕の肩に額を押しつけて──笑ってる。

「いくよ。フィーン、カトラス」

「「はい。あるじどの！」」




　この前、荷馬車護衛部隊のリーダーからもらったスキルがある。

　これを使って『４概念チートスキル』を作ろう。




『果断即決せつかちＬＶ３』

『行動』を『すばやく』『決める』スキル




　僕は自分に『果断即決ＬＶ３』をインストールして、２本の『魔力の糸』を『彼女』につないだ。




「……んっ。ぁ……」「……あったかぃ……で……あります」




　うつろな目で、彼女が僕を見てる。

　どっちがフィーンでどっちがカトラスなのか、もうわからない。

　……どっちでも同じだ。ふたりとも僕の奴隷なんだから。




「実行！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』!!」

「「────んっ。あ…………。────っ!!」」




　びくん、と、彼女の身体が震えた。

　魔力が一気に、ふたりの中に流れ込む。まるで電流が走ったみたいに『彼女』は真っ白な身体を反らす。互いの手を重ねて、魔力の通り道を探るみたいに動かしてる。

「…………あるじどの……はいってくる……んぁ……は、はずかし……あ」

　赤紫の──フィーンの目が僕を見て、まぶたを閉じた。

　そして『高速再構築』は終了。

『彼女』は僕にしがみついてた腕をほどいた。

「あるじどのが……入ってきたのを感じたであります……」

　瞳ひとみの色が、青に戻ってる。カトラスだ。

「……うん。わかるであります。ボクの新しい力が」

「フィーンの方は？」

「ふっふーん。それが、でありますね」

　カトラスは笑いながら、僕の耳に口を近づけた。

「あるじどのが身体の中に入ってきてくださったのが恥ずかしくて、隠れちゃってるであります。肌をさらすのは平気なくせに、ほーんと、だらしないでありますな！　フィーンは！」

　そう言って、えっへん、と胸を張るカトラス。

　……見られるのは平気なのに、触れられるのには弱いのか、フィーン。

　同一人物だけど、弱いところは違うんだね……。

「それじゃ、作戦を説明するよ」

　僕はセシル、リタ、カトラスに向かって言った。

　逃げるのはやめだ。この場であの『黒い鎧よろいバルァル』を支配する。

　そのための作戦は──

「──ってことだ。わかった？」

「わかりました、ナギさま」「わかったもん」「承知であります！」

　セシル、リタ、カトラスの声に合わせて、僕の背中で魔剣のレギィが震える。

「じゃあ、さっさと片付けて家に帰ろう。アイネたちが待ってる」

　僕たちは戦闘態勢を取り、馬車を降りた。








第12話「旅行のあとの部屋割りは、意外と重大な問題だった」






『待ちかねたぞ、忠誠の光を持つ者よ』

　鎧だけの黒騎士は、馬車から離れたところに座っていた。

　僕たちが馬車を降りると、黒騎士は音もなく立ち上がり、機械みたいな動きで槍やりを手に取った。

「待っててくれて助かるよ『バルァル』」

　僕は言った。

「ついでに、このままお別れできたらいいんだけどさ」

『断る』

「だろうな」

『我にとって、お前たちのようなものと戦うのは、得がたいごちそうのようなもの。準備をして、心ゆくまで味わわなければな』

「……そういうこと言うから、変態あつかいされるんじゃないか？」

『仕方あるまい。我を使っていた騎士たちは、みんなこんなだったのだから』

「そうなのか？」

『ああ、無骨で豪快。主君の前では礼儀正しく、仲間うちでははめを外す。だいたい女好き。この世界の騎士とはそうしたものだ。ただ、忠誠の光は持っていたぞ。それは間違いない』

　黒騎士の言葉に、カトラスは困ったような顔で微笑ほほえんでる。

　物語に出てくるような騎士はもう、いないけど、過去の騎士がちゃんとしてたことはわかった。喜んでいいのか悲しんでいいのか、複雑だろうな。

「で、あんたを呼び出した奴やつの正体は？」

『言うたであろう。騎士どもよ』

「儀式の中心になってたのは？」

『自慢話が大好きな「ガルンガラ」というやからだったな』

　イリスからの知らせにあった、騎士監督役の男性だ。

　そっか、そいつが、この騎士ゴースト召喚を仕切ってたのか。

『実際の儀式を行ったのは、白髪の老人の術者であったよ』

　黒い鎧は、兜かぶとを揺らして見せた。

『だが、中身は違うな。我は、竜のようななにかであったように感じた。とても重苦しい気配を感じたのでな。あれが竜なら魔に落ちた竜──魔竜と呼ぶべきであろうな』

「ありがと、あとで調べてみるよ」

『そうか。では戦うとしよう』

　僕たちは距離を開けて向かい合う。

　フォーメーションは２人１組。

　僕とカトラス。

　セシルとリタ。

　カトラスは僕を守るように盾を構え、僕は魔剣レギィをつかんでる。

　セシルはリタの背中にしがみつき、リタは身をかがめ、いつでも飛び出せる体勢だ。

「断っておくけど、僕は騎士じゃない」

　僕は黒騎士に向かって、言った。

「だから、こっちの流儀でやらせてもらう」

『かまわぬと言ったであろう』

「そうか。じゃあ──リタ！」

「はい！　ご主人さま!!」

　先頭を切ってリタが走り出す。同時に、僕とカトラスも。

　リタの背中でセシルが詠唱をはじめてる。杖つえは必要ない。普通の古代語魔法で十分だ。

『こちらも行くぞ！　風よ、我が刃やいばとなりて疾はしれ!!』

　黒騎士が槍を振った。

　空気が、裂けた。

　衝撃波のようなものが、こっちに向かって飛んでくる。

「ふん！　神々の時代の鎧にしては、つまんない攻撃ね!!」

　リタが『神聖力』を込めた拳こぶしで、衝撃波をぶんなぐった。

　軌道が逸れた衝撃波は、街道を削りながらあさっての方向に飛んでいく。

『ふ、不可解なああああっ！』

「生きた遺物に言われたくないもん！」

　がいいんっ！

　リタの蹴けりと、鎧の槍が交錯する。

　動きはリタの方が速い。槍を避け、鎧の腕に向かって拳を振るう。

『甘いわ！　出いでよ、障壁！』

　黒騎士の目の前に、半透明のバリアが現れる。それを──

「甘いのはそっち！　発動『結界破壊エリアブレイカー』!!」

　リタの拳が、一撃で破壊した。

『結界破壊』は時間歪わい曲きよくフィールドだろうが蜘く蛛もの巣すだろうが、空間に干渉する技なら一発で破壊できる。黒騎士の障壁がいかに強くても、チートスキルには敵かなわない！

「いきます！　古代語『ふれいむ────あろ────っ』!!」

　そして、リタの背中にしがみついていたセシルが、最後の魔力を解放する!!




　ずっどどどどどどどどどどどどどどど!!




『ぐがああああああああああああああああ』

　障壁を失った黒騎士に、ゼロ距離射撃の古代語『炎の矢フレーム・アロー』が炸さく裂れつ。

　黒騎士の鎧が、火炎と煙に包まれる。腕が吹き飛ぶ。

『ふふ……ふふふふふ……きもちよいものだなぁ！　これぞ、現代では得られない戦いだ！』

「やっぱり変態じゃないっ!!」

『もうそれで構わぬ！』

　黒騎士が槍を振りかぶる。振り下ろした槍が、リタの腕をかすめる。

　リタの背中でセシルが、がくん、と意識を失う。魔力の使いすぎだ。

　でも、もう大丈夫だ。

　リタとセシルが引きつけてくれてるうちに、僕とカトラスは限界まで敵に近づけた。

　これで、詰みだ。

　敵は、カトラスのチートスキルの間合いに入った！




「発動であります！　『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』!!」




　カトラスがスキルを発動し、地面を蹴った。

　地面が揺れ、小さな身体からだが弾丸のように飛び出す！

　移動距離は、２メートル弱。

「うおおおおおおおあああああっ！　くらいやがれであります！　黒騎士！」

　盾たてを構えたカトラスの体当たりは、文字通り黒騎士を吹き飛ばした！




『ぐぉおおおおおあおああああああ────ああああああっ！』




　黒い鎧が地面を転がる。脚が吹き飛び、兜の角が奇妙なかたちに折れ曲がる。

『──や、やるな。だがこの程度で──』

　黒騎士は僕たちに向かって、槍を振り上げた。

　だけどもう、意味はない。

　カトラスのスキルは、その効果を完全に発揮してる。




　がくん。




『なに──っ!?』

　掲げた黒騎士の腕が、そのまま地面に、落ちた。

　まるで、身体の力が抜けたように。

『──な？　なんだこれは──なぜ、我の腕が上がらない!?　なぜ槍を振れぬ!?』

　黒騎士は腕を持ち上げる。立ち上がって、振ろうとする。

　だけどその行動は完成しない。腕を上げたところで、落ちる。

『な、なんだこれは。なんで、なんで我の行動が中断される!?』

「あるじどのがくれたのは、そういうスキルだからであります」

　カトラスは盾を手に、黒騎士を見下ろしていた。

「これが『豪・中断盾撃』の力。あなたの行動を吹き飛ばす能力であります！」







『豪・中断盾撃』（カトラス限定。４概念チートスキル）

『盾と体当たり』で『敵』と『行動』を『吹き飛ばす』スキル




　全体重を乗せた盾の一撃で、敵に巨大な衝撃を与える。

　さらに、この技を受けた敵は一定時間、自分のターンを吹き飛ばされるキヤンセルされる。

　詠唱は途中で止まり、つかんだ武器は振り下ろすことができなくなる。




　……さすが４概念チートスキル。でたらめな威力だ。

　ただし、強い分だけ間合いが短いから、限界まで近づかなきゃいけない。

　そのためにリタとセシルには、奴を引きつけてもらったんだ。魔法、スキル、すべてを使って。

「なにが……騎士でありますか。なにが『忠誠の光は素晴らしい』でありますか！」

　気づくと、カトラスは地面に転がった黒騎士を見下ろしてた。

　涙目だった。

　今まで見たこともないくらい、怒ってた。

「ボクの大切な人たちを追いかけ回して、ケンカ売って！　迷惑をかけて！　そんなの、今の騎士がやってることと変わらないでありましょう!?」

『我は……我の誇りのために……戦いを……』

「あなたのようなものが騎士なら、ボクは騎士を諦あきらめて正解だったのであります。あるじどのと共に、ボクはなにものでもないひとりの女の子として生きるのであります……」

　それからカトラスは僕を見て、うなずいた。

　ゆっくりと鎧よろいの紐ひもをはずして──少しだけ前に出す。黒騎士からは見えないように。

　それから、恥ずかしそうに目を閉じて、僕のほおを両手で挟んで──

「……お願いします、あるじどの。ボクは見られるほうが恥ずかしいのでありますよ……」

　僕の頭を自分の胸元に、引き寄せた。

　具体的には、僕がカトラスの胸をのぞき込む格好になるように──って、これ……僕は目を閉じるわけにはいかないんだよな……。

　人格が変わるとき、毎回こうだったらどうしよう……。

「……んっ。あ……あるじ、どのぉ…………」

　カトラスは熱っぽい息を吐いてから、目を開けた。

　瞳ひとみの色が赤紫に変わってる。ここからはフィーンの出番だ。

「あ、鎧さん。ありがと。あなたのおかげであるじどののものになれたわ」

『──はぁ？』

　地面に転がったままの黒騎士が、首をかしげた。

　うん。びっくりするよね。この変化。

「古代の鎧であるあなたの力は、あるじどののために使わせてもらうわね」

『ま、まて。お前はなにを言ってる？』

「あたくしには、アーティファクトに干渉する力があるの」

『ばかな！　そんな力を持つのは……この時代には王家の……まさか』

「さぁ、あたくしはただの『フィーン』よ」

　フィーンはにっこりと笑いながら、真っ青な空を指さした。

「あたくしはあるじどのの奴ど隷れいのフィーン。それだけ」

『──ひ、ひぃっ!?』

　黒騎士が震えた。

　気づいたみたいだ。

　フィーンの指先に、青白い魔法陣が浮かび上がってることに。

「さあ、支配してあげる。発動！　『即時神代器物掌握アーテイフアクト・ルーラー』！」




『即時神代器物掌握アーテイフアクト・ルーラーＬＶ１』（フィーン限定。ロックスキル。４概念チートスキル）

『アーティファクト』を『すばやく』『完全』に『支配する』スキル




　古代に作られた魔法のアイテム──神代器物アーテイフアクトを即座に支配する。

　正確には一瞬で機能停止に追い込み、その後フィーンの魔力を注ぎ続けることによって、支配は完了する。内部構造まで把握できるため、魔力の注ぎ方によっては破壊も可能。

　弱点は間合いがきわめて小さいこと。接触しなければ、スキルは発動しない。




　フィーンの指先が、黒い鎧の兜かぶとに触れた。

　瞬間、青白い魔力が兜──胸当て──小手──さらに鎧の全身を駆け巡る。

「──アーティファクトの第一魔力外装──突破。魔力人格領域──掌しよう握あく。第二魔力外装──突破。中枢へ到達──支配を開始」

　銀色の魔力の線ラインが、胸当ての表面をおおっていく。

　中央に赤い、コアのようなものが浮かび上がる。

「中枢に到達。さぁ悪い鎧さん。あるじどののものになりなさい────っ！」

　フィーンの魔力はそこに到達し、一気に入り込み、かき回し、そして──




『…………オオオ』

　黒騎士の兜が、真上を向いた。

『そうか…………我も……騎士と同じ……いつの間にか道を違たがえていた』

　そう言って黒騎士は──顔は見えないけど──なぜか澄み切った声のまま、こっちを見た。

『頼みがある……呪われた……「騎士ゴースト召喚の地」を浄化してほしい……』

「騎士ゴースト召喚の地？」

『そこは「シャルカの町」の北にある……忌まわしき古戦場。あの地は、現代騎士どもが支配し、かつてそこで死んだ騎士たちをゴーストとして使役する場所。あそこを浄化すれば……我々が、若き騎士に迷惑をかけることもなくなる。

　忠誠の光を持つ者の魔力を受けて、気づいた。

　我らはもはや──眠るべき──眠る──眠──』




　ぼふんっ！




　漆黒の胸当てを残して、鎧がバラバラに吹っ飛んだ。

「あ、あら？　あらららら……ごめんなさい。話の途中だったのに……」

「……魔力の入れすぎ？」

「いえ、どうもこの鎧の本体は、この胸当てだけだったようですわ……」

　フィーンは地面に落ちたままの、黒い胸当てを拾い上げた。

「感じます。アーティファクト『バルァルの鎧』の本体は、この胸当てだけ。他の部分はあとになってつぎはぎされた、ただの魔法の鎧だったのです」

　フィーンはごまかすみたいに頭を搔かいてる。

「で、でもね。この『バルァルの鎧』──もとい『胸当て』は完全に掌握しましたわ。かかっていた儀式の効果もキャンセルしました。胸当ての能力もわかります。えと『障壁展開』に『物理減衰』、それと『魔力で擬似的に身体を作り出す能力』まで備えています。その力で騎士の身体と、馬を作り出していたんですわね」

　相当チートな鎧だった。『アーティファクト』って、このレベルなのか。

　となると、この胸当ての行き先は──

「それはフィーンとカトラスが使って」

「……え？」

　フィーンはびっくりしたみたいに、胸当てを握りしめた。

「い、いいんですの？」

「この先『アーティファクト』持ちと戦うことになったとき、フィーンのスキルが切り札になる。だから、できるだけ防御力を上げておきたいんだ」

「わかりましたわ。あるじどののお望みのままに」

　そう言ってフィーンは胸に手を当てて、お辞儀をした。

　まるでここが王宮の広間でもあるかのような、優雅な礼だった。

「それにしても……儀式が行われた『呪われた地』か。浄化しろって言われてもな……」

「面倒な依頼ですわねー」

　フィーンは困ったように首をかしげて、

「でも、あるじどのなら、なんとかしてしまうのでしょう？」

「かいかぶりすぎだよ」

「かいかぶりますわ。だって、あたくしとカトラスが信じた方ですもの……あ、そうそう」

　ぽん、と手を叩たたいてから、フィーンは言った。

　とん、ととん、とステップを踏みながら、僕の胸元に身体をくっつける。

　そして、とてもいいことを思いついたような笑顔で──

「ご報告です。あたくし、見られるのは平気なのですけど、触られるのは恥ずかしいようです」

「なんの話!?」

「いえ、奴隷となったのですから、ご主人様に自分の弱点を教えておくのは大切なことかと。あるじどのが、あたくしたちの身も心も、完全に支配できるように」

　なぜか照れたみたいに真横を向いて、フィーンは言った。

「そういうことはカトラスの許可を得てからにしようよ……」

「あら。カトラスとあたくしは同一人物ですわよ？」

「別人格だろ？　人格が融合するまでは、カトラスのプライバシーは守ってあげようよ」

「ですわね。でも、融合したら、あたくしはどんな女の子になるのでしょうね？」

　まるでいたずらっこのように、フィーンは笑う。

「見られるのと……触れられるの。どちらも駄目な女の子になるのか、どちらも平気な女の子になるのか──楽しみですわ──」

　最後に一言だけ言ってから──フィーンは、くたん、と意識を手放した。

　慣れないスキルを使ったせいで、疲れたみたいだ。

　それはカトラスも同じで、２人は僕の腕の中で眠ってる。細い首には、着けたばかりの革の首輪。『契約』は２人の人格を完全にひとつにしたら解除されることになってるけど、まだ先は長そうだ。カトラスとフィーン、性格、違いすぎるし。

「ふたりがひとつになったら、どんな女の子になるんだろうな……」

　……ボクっ子奴隷脱ぎたがり姫騎士、とか？

　…………想像がつかない。

　僕はカトラスを背中にかついで、セシルとリタの方を見た。

「し──っ」

　リタは唇に指を当てて、笑ってた。

「セシルちゃんも、疲れちゃったみたい」

　リタはセシルを馬車に寝かせてた。下に毛布を敷いて、自分の服をたたんで枕代わりにしてあげて、自分の毛布をかけてあげてる。まるで大事な妹を扱うみたいに。

「セシルちゃん、がんばりやさんだもんね。あとで褒めてあげてね」

「うん。守ってくれてありがと」

　なでなで、なで。

「わ、わたしじゃなくてぇ……もう」

　リタは恥ずかしそうに首を振ってる。かわいい。

　僕はカトラスをセシルの隣に寝かせて、リタがしてたように自分の毛布をかけた。

「それで、リタ。まわりに魔物の気配は？」

「……んー。今はないわね。人も魔物も、どっちの気配も」

「そっか」

　僕とリタは、並んで馬車のすみっこに腰掛けた。

　リタはいつの間にか僕の胸元に顔を近づけて、かすかに鼻を鳴らしてる。

「んー。ナギのにおい。いつもより強い……好き」

「動いたばっかりだから汗くさいだろ」

「ナギのなら、いいもん」

　そう言ってリタは、僕の肩に頭を載せた。

「それにしても……カトラスちゃんとフィーンちゃん、すごかったね」

「すごすぎて心配になるよな」

「王家の隠されたお姫さまだもんね」

「そうじゃなくて２人とも、いきなり奴隷になるって決めちゃったからさ」

「あ、それは全然問題ないと思うわ」

　リタは、なんでもないように手を振った。

　いや、大問題だと思うんだけど。

「カトラスは騎士になるのは諦あきらめたけど、あこがれてはいるんだよな？」

「うん。そう言ってたわね」

「フィーンはそのカトラスをサポートするのが役目だよね」

「それも私、カトラスちゃんから聞いたわよ？」

「で、カトラスは騎士のような立派な人に仕えるのを目標にしてる」

「あ、そういうこと」

　あれ？

　どうしてリタ、口を押さえて笑ってるの？

「あのね、ナギ。そういう心配はしなくていいの」

「そうなの？」

「カトラスちゃんは、ナギを『あるじどの』って呼んでるでしょ？」

「仮の、だけど」

「『契約』したじゃない。つまりは、そういうことよ」

　そういうこと、か。

　……つまりカトラスは、僕を騎士みたいな存在だと思ってるわけか。

「かいかぶりもいいとこだよなー」

「そのあたりは、私たち奴隷の意見を聞くといいと思うわよ。ねー、レギィちゃん」

「おー！」

　ぽん、と、背中の魔剣が震えて、人型のレギィが現れる。

　そのままごろん、と、僕とリタの膝ひざの上で横になり、にやりと笑う。

「わかっとるかー。主ぬしさま。あんまり自分を低く見積もることは、仕える我らを低く見ることでもあるのだぞー。主さまは、もっといばるべきだと思うのじゃ」

「レギィちゃんの言うとおりよ」

「あと、頭なでておくれ」

「レギィちゃんの言うとおりよ」

　言われるまま、僕はリタとレギィの頭をなでた。ふわふわ。

　金色の髪と獣耳に指をはわせると、リタはくすぐったそうに笑う。

　レギィはわざわざ僕の膝の上に座りなおして、赤色のツインテールをほどいてる。

「おー。気持ちよいぞー」

「うん。気持ちいいわね。レギィちゃん」

「これは主さまに、重大な秘密を打ち明ける価値のある気持ちよさじゃな！」

　──重大な秘密？

　僕はリタの方を見た。リタも、きょとん、としてる。わからないみたいだ。

　レギィはそんな僕たちの反応を見て、ほくそ笑んでる。

「あのな、主さま。これから我らはおうち帰るじゃろ？」

「うん」

「しばらく離れておったのじゃ。メイド娘も、ちびっこ巫女みこ娘も、エルフ娘も、みんなおうちに泊まりたがるじゃろうな？」

「だろうね」

「ところが。我らのおうちには、部へ屋やが６つしかないのじゃ！」

「「────あ」」

　そうだった。

　レギィは魔剣状態で寝てるから、僕と同じ部屋でいいとして。

　セシル、リタ、アイネ、イリス、ラフィリア──そしてカトラス。

　部屋が、ひとりぶんたりない。

「さーて、どうするのじゃろうな。主さまはどの奴ど隷れいと一緒の部屋で暮らすことになるのじゃろうな!?　楽しみじゃ楽しみじゃ。ふっふーん！」

　レギィは楽しそうに身体からだを揺らしてる。

　リタは……あ、やっぱり真っ赤になっちゃってるか。

「そのへんは帰ってから考えようよ」

「……はぁい」

　リタが答えると、僕の頭にメッセージが届く。

『意識共有マインドリンケージ・改』の効果だ。

　イリスが通信圏内に入ったらしい。




『送信者：イリス（宛あて先さき：おにいちゃ）

　本文：だ、だいじょぶですかー。おにいちゃ！　ぶじですか！　おにちゃに、なにかあたらいりす──わ。イリスは──そうです。騎士の、亡霊。騎士候補の受験票を目標に──おそって──それ、捨ててください。今すぐ！　そうすれば！』




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：大丈夫。終わったよ。亡霊とはちょっと違ったけど、片付けた』




『送信者：イリス（宛先：ナギ）

　本文：本当ですか本当ですね!?　アイネさまもラフィリアさまも心配してます。イリスの名誉にかけて、お兄ちゃんとみなさまは無事だって言っていいんですね!?　よかったです……よかった。お兄ちゃんもみなさんも無事です。よかった……ほんとに……よかった』




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：アイネとラフィリアにも伝えて。心配かけてごめんって』




　最後に、僕は文章をひとつ、付け加えた。




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：家族がひとり（ふたり？）増えたから、帰ったらみんなで部屋の用意をしよう』








第13話「ふたりでひとりの奴隷の再調整は、意外とテクニカルな作業だった」






　僕たちはやっと『シャルカの町』にたどりついた。

　前回とは違って、今回は宿も町も、ガラガラだった。前はあんなにいたキャラバンも、観光客もほとんどいない。市場だって閑散としてる。混んでるのは、門の近くにある馬車の乗り場だけだ。

　なにがあったんだろう？

「港町イルガファ行きの乗合馬車は、次が最終便になります！」

「イルガファで行われる『次期領主おひろめパーティ』には、第３王女クローディア姫がいらっしゃいます！　王家の方々をその目で見られる機会は二度とないかもしれません。ご希望の方はお急ぎください！」

　町の入り口では、客引きの女性が叫んでる。

　門の前に停とまってる乗合馬車は３台。そのうち２台にはすでに『満席』の札が出てる。馬車のまわりには人だかりができてる。みんな争うようにして客引きの女性に銀貨を渡し、キップ代わりの木の板を受け取ってる。

　馬車の横には立て看板。

　近々、港町イルガファの領主さんが養子を取ったことを知らせるための『次期領主おひろめパーティ』があること。町がお祭り騒ぎになることと、パレードが行われること。

　それになんと、リーグナダル王家の第３王女クローディアが参加すること、などなど。

「王家の姫君のお姿を拝見する機会など、この機を逃せば二度とありませんよ!?」

「明日の日の出とともに出発です！　迷ってる場合じゃないですよ!?」

　ストレートな客引きだけど、馬車のキップは飛ぶように売れていく。

　それだけじゃない。もう夕方近くなのに、荷物を抱えて町を飛び出して行く人もいる。キャラバンは商売をあてこんで、大荷物を積んでるし、護衛の冒険者もぞろぞろとついていく。

　王女が来るというだけで、一大イベントになってる。

　本当は地方の港町の、とてもローカルなイベントのはずなのに。

「王家の集客力って……すごいな」

　改めて、ここが君主制の国だって実感する。

　今までこっそり戦ってきた貴族たちは、正直、小物って感じだったけど、王家はその貴族の上に立って国を治めてる。『来訪者』を召喚する力を持ち、こうして人を動かす力も持っている、まさにこの国の頂点に立つ存在だ。

「……その王女が、港町イルガファに来るのか」

　あとでイリスにメッセージを送って、詳しい情報をもらおう。

　近づかず、関わらず、無関係でいるために。

「お姫様はすぐそこにいるからね。無理に第３王女なんかと関わる必要もないよな」

「しかも、頼りがいがあって勇気もある方ですからね」

「その上、ちっちゃくて可愛かわいいもん。私たちにとっては、最強の王女さまよね」

「え？　なんでありますか？」

　僕とセシルとリタは、顔を見合わせてつぶやいた。

　カトラスは、きょとん、としてるけど。

　王家の正式な王女様なんて、僕たちにとってはありがたくもなんともない。

　人が減ったおかげで宿が空すいてるのは助かるけどね。

　おかげで宿の人には大歓迎された。『海竜の巫女イリスの護衛』って名乗ったら、主人も奴隷も関係なく、部屋を自由に選ばせてもらえた。だからとりあえず、僕らは角部屋と、その隣を取ることにした。

　部屋割りは、３人ずつの２部屋。

　僕と、カトラスと、フィーン。

　セシルとリタと、レギィ。

　２人で３人。２人と１本で、やっぱり３人、という複雑な組み合わせだ。

　こうなったのは『高速再構築クイツクストラクチヤー』したカトラスとフィーンのスキルを『再調整』しなきゃいけないからで、そのことはみんなに説明して、納得してもらった。

　具体的には──




「だ、大丈夫です。わたしとリタさんは、すぐに寝ます。なにも、なにも聞きませんから！」

「ご主人様とちっちゃな子がいろいろするのに、聞き耳立てたりしないもん！」

「おう！　お主たちはそうするがよい。我はゆっくり楽しませてもら──な、なにをする？　我の本体を縄で縛ってどうしようというのだ!?　こりゃー！　魔族娘に獣人娘めーっ!!」










「ふ、ふつつかものですが、よろしくお願いするのであります！」

　ベッドに座ったカトラスが、ちょこん、と頭を下げた。

　着てるのはイリスが使ってた、真っ白な寝間着だ。ちょっと丈が短いけど。

「じゃあ『再調整』をはじめるよ」

　僕はカトラスの胸に手のひらを当てた。

　イルガファ領主家御用達の寝間着は薄い。軽く触れてるだけで、鼓動と体温が伝わって来る。その奥にある魔力の流れを感じ取るために、僕は指先でカトラスの中を探っていく。

「カトラスとフィーンのスキルを開示」




『能力再構築スキル・ストラクチヤー』のウィンドウに２人のスキルを呼び出す──けど。




『──対象のうち、１人のスキルは表示不能──　理由：奴隷の不在』




　──エラーが表示された。




「……やっぱり、フィーンのスキルは表示できないか」

　カトラスとフィーンは、お互いにスキルを使い分けてる。

　そして『即時神代器物掌握アーテイフアクト・ルーラー』は、フィーンしか扱えないスキルだ。カトラスが表に出てる状態だと、開示できないらしい。

　仕方ない。まずはカトラスのスキルを落ち着かせよう。

「再度スキル開示を指示。我が奴隷カトラスの『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』の概念を表示」

「…………はぅ」

　カトラスが白い喉のどを反らして、息を吐いた。

　僕はカトラスに触れたまま、『豪・中断盾撃』の状態をチェックする。




『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージＬＶ１』

『『盾盾とと体体当当たたりり』』で『『敵敵』と『行動動』』を『『吹吹きき飛ばす』スキル




「……まだ、それほど不安定化はしてないな」

　これならすぐに『再調整』できそうだ。

「カトラス、身体の方は大丈夫？」

「……は、はい。あるじどのが触れてるところが少し……じんじんするだけであります……」

　カトラスは恥ずかしそうに横を向いて、小指をかり、と嚙かんでる。

「それに……呼び捨てにされるの……いいで……あります。ボクがあるじどののものになった……あかし……のようで……んっ」

　指の腹で『盾と体当たり』を押さえると、カトラスの身体が小さく、跳ねた。

　彼女は宿の壁によりかかって、もじもじと膝ひざをこすり合わせてる。

「…………あ。おなかに……あついのが……あがってきたで……あります……んくっ」

　カトラスは切なそうに、壁に背中をこすりつけてる。

「もうちょっとゆっくりの方がいい？」

「だいじょうぶで……あります。ボクは……触れられるのは……へいき……んぁっ」

　２本の指で『敵』と『行動』を挟み込む。

　軽くゆすりながら、開いたり閉じたりしてるところを押さえていく。

「…………んっ。あ、あふぅ…………しびれてる……ボク…………からだ……おく……しびれてるで……あります……あぅっ。ボク…………こんな感覚……しらないで……あります……」

　恥ずかしいのか、カトラスは横を向きながら、少しだけ涙ぐんでる。

「…………たいせつなかたを……受け入れると……こんなに満たされた気分になるので……ありますか…………うれし……んくっ……あ……あぁ」

「大丈夫か？　きつくない？　カトラス」

「……だいじょぶで、あります」

　カトラスは、すーは、すーは、って小刻みに息を吐いて──

　やっと心の準備ができたのか、まっすぐに僕の方を見た。

　はじめたばかりなのに、額も首筋も、汗びっしょりだ。それでもカトラスは僕の背中に腕を回して、絶対に離れない、って感じで、僕の魔力を正面から受け入れてくれてる。

「…………あるじどのが……ボクはおんなのこだって……教えてくれてるのであります……だから……つづけてほしいで……あります……あるじどののすきな……ように」

「わかった。じゃあ、続けるよ」

　僕はカトラスのスキルの概念に『魔力の糸』を巻き付けた。

「んっ!?」

　カトラスの身体が反り返る。

「あ……あ。あるじどのが、ボクの身体にはいってきてるの……わかるであります……あるじどの……あ、あんっ。あ、ああ……あつ……ぃ。あぅ……あ、あるじどの……あ、あ、あああっ！」

　概念の振動が乗り移ったみたいに、カトラスの身体が上下に揺れ始める。

　そして背中が壁にこすれて……寝間着の紐ひもがほどけた。

「……え…………あ」

　カトラスが目を見開く。

　紐がほどけた寝間着が落ちた。鎖骨の下あたりまで。




「……あ、あるじどのに……また、見られてるで……あります。あ、あ、ん────っ!!」




「カトラス!?」

　びくん。びくびくん。

　カトラスの身体からだが、痙けい攣れんした。

　細い身体がそのまま崩れ落ちて、次に目を開けると──




「まったく。だらしないわね。カトラスは」




　フィーンに変わってた……って、ちょっと。

「……あたくしにも、お情けをください……あるじどの」

　フィーンが両腕を、僕の首筋にからめた。

「見てるだけなんて、おあずけもいいところですのよ？」

「カトラスを呼び出せないか？　まだ『豪・中断盾撃』の再調整が途中なんだ」

「……んー」

　フィーンは自分の中を探るように目を閉じて、首を横に振った。

「無理みたいですわ。カトラスってば、頭がまっしろになっちゃってますもの」

「……まっしろ」

　……意識が飛んじゃってるってことかな。

「じゃあ、フィーンの方を先に済ませよう。スキルを開示」

「…………あふ……ぅ」

　フィーンはうるんだ目で、熱い息を吐いてる。

　概念を呼び出すと……彼女のスキルも、やっぱり少し不安定化してた。




『即時神代器物掌握アーテイフアクト・ルーラーＬＶ１』

『『アアーーテティィフファァククトト』』を『すばやく』『完全』に『『支支配配すするる』』スキル




　ふたりとも、はじめてだから大きな反応は出てない。

　どちらかの人格で固定しててくれれば、すぐに終わるはずだ。

「……んっ。カトラスはこのぬくもりを感じていたのですわね……」

「フィーンはしばらく、そのままでいられる？」

「いてみせますわ。あるじどのに迷惑はかけられませんもの」

　寝間着越しに触れたフィーンの肌は、カトラスの時よりも熱くなってる。

　汗ばんでるせいか、身体のかたちがすごくよくわかる。あるかないかの胸が、一部だけその存在を主張しはじめてる。

「あ、あたくしは、カトラスほどだらしなくはありませんわよ？」

　フィーンは赤紫の目で、正面から僕を見つめてる。

　恥ずかしがって目を合わせなかったカトラスよりは積極的だ。やっぱり、カトラスをフォローしてただけあって、しっかりしてる。これなら多少強くしても大丈夫かな。

「…………きて、ください。あるじどの」

　フィーンの言葉を信じて、僕は概念『アーティファクト』に触れた。

　この概念は長いから、指一本だと押さえきれない。２本──３本まとめて指を当てて、ゆっくりと押し込んでいく。

「────ぴり、っと、きました」

　フィーンが大きな目を見開いて、僕を見た。

「────まるで……弱い……雷魔法を受けたみたい…………あぅ……何度も……あぅ。あ。あっ。ああ。やんっ。なにこれ……あ。あふっ。はうっ。あっ!!」

　がくん、がく。がくがくっ。

　フィーンの身体が揺れはじめる。僕の身体を抱きしめて、こわれそうなくらいに。

「うそ。まだ……はじまったばかりなのに…………こんなの…………こんなのって。あ、あ、あ、あ────っ!!」

「フィーン？」

　フィーンは僕にしがみついたまま、身体を震わせた。

　その拍子に、僕の指がフィーンの寝間着の奥に滑り込む。かすかに──脇腹に触れる。フィーンが目を見開く。笑ってる。すごく幸せそうだけど──そのまま、ぼしゅ、って湯気が出そうなくらい真っ赤になって──




「──あ、あるじどの。もうしわけないで……あります」




　カトラスに戻ってた。

　──そっか、こうなっちゃうのか……。

　僕は額を押さえた。

　念のため、カトラスのスキルを開示すると──やっぱりだ。

　さっき落ち着かせたスキルが、また不安定化をはじめてる。このままじゃ同じことの繰り返しだ。

「２人の特性を考えて、対策をしなきゃだめか……」

　カトラスは見られるのに弱い。

　フィーンは触れられるのに弱い。

　さっきみたいに２人が同時に存在してくれればいいけど、あれはカトラスたちがコントロールできることじゃない。だったら──

「ちょっとごめん、カトラス。フィーンを呼び出すよ？」

「は、はい。ご自由に──って。あるじどの!?」

　カトラスの許可を得たから、僕は彼女の寝間着をまくりあげた。

　ほどほどに刺激が少ないところ──きれいなおなかを露出させる。

　ほんのり上気してた肌がすぐに真っ赤になって……よし、フィーンが出てきた。

「ら、乱暴なことしますのね。あるじどの…………も、もう……」

「ごめんな」

　僕はフィーンの髪をなでた。

「さっきから２人のスキルを『再調整』してるんだけど、どうも上う手まくいかないんだ」

「途中で人格が入れ替わっちゃってるから、ですわね」

「うん。カトラスのときはフィーンのスキルに干渉できないし、フィーンのときはカトラスのスキルに干渉できない。途中で入れ替わると、またやり直しになるんだ」

「……申し訳ありませんわ、あるじどの。ふがいない奴ど隷れいをお許しください……」

「責めてるわけじゃないよ。で、対策だけど」

「わかりましたわ、ご主人様」

　フィーンは意を決したみたいに、寝間着の裾すそを握りしめた。

「触れられたり見られたりするのがどうでもよくなるくらい、あたくしたちをめちゃくちゃにする、ということですね？　してください。あるじどの」

　しねぇよ。

　というか、その前にスキルが不安定化するから、そんな時間ないよ。

「そうじゃなくて、使うのはアーティファクト『バルァルの胸当て』の能力だ。これを使って、君たちの身体をもうひとつ作って欲しい」

　僕は言った。

「そうすれば、２人を同時に『再調整』できるかもしれない」

「わかりましたわ！　黒騎士がしていたように、身体を作ればいいんですのね!?」

　さすがフィーン、理解が早い。

　彼女は『バルァルの胸当て』を完全掌握してる。黒騎士が鎧よろいを組み合わせて作った身体も、魔力で作った黒い馬の姿も見てた。だから、僕のしたいことをわかってくれたみたいだ。

「わかりましたわ。やってみます……」

　フィーンは胸当ての中央に、手のひらを当てた。

　目を閉じ、ゆっくりと言葉を紡ぎはじめる。

「『──名もなき姫君の名において、古代の遺物アーテイフアクトに命ずる』」

　フィーンの指先から、水滴のような魔力が流れ出るのが、見えた。

　それは胸当てへと落ちて、表面にかすかな波紋を浮かび上がらせる。

「『我は身体を持たぬもの。我は、姫君の影にして、光を支えるもの』」

　波紋を受けた胸当てが、ゆらいだ。

「『我が名はフィーン。カトラス＝ミュートランの一部にして、もうひとりの「ボク」』」

　まるで氷がお湯の中で溶けるように、胸当てから煙のような魔力が噴き上がっていく。

　それが空中で形を変え──人の姿になる。

「『バルァルの胸当てよ。もうひとりの姫君──フィーンの姿を──ここに！』」

　──がくん。

　言い終えた瞬間、フィーンはベッドの上に倒れ込んだ。

　同時に、頭上から少女の身体が降ってくる。一瞬だけ迷ってから、僕は落ちてきた少女の方を受け止めた。フィーン──カトラスの身体は、毛布と枕がクッションになってくれてる。

　そして──たぶんこっちは、本体よりも、もろいはずだ。

「……よ、っと」

　腕の中にいるのは、白い肌と、灰色の髪の少女だった。

　髪はカトラスより、少しだけ長い。彼女はショートカットだけど、この子の髪は肩の下まである。

　服はカトラスと同じ白い寝間着だ。あとの違いは目元だけ。カトラスより、少しつり上がってるように見える。

「フィーン？」

　僕は彼女の名前を呼んだ。

「はいっ！　あるじどの。フィーンですわっ！」

　フィーンは、ぱちん、と目を開いて、笑った。

「……あったかいですわ。それに、もう、逃げられなくなっております」

　フィーンは僕の手を取って、寝間着の隙間に差し込んだ。

　直接肌に触れてるのに、フィーンは意識をなくしてない。実験は成功だ。

「カトラスとフィーンが別の身体になったから、かな？」

「はい。仮ですけれども、これはあたくしだけの身体。恥ずかしくても……入れ替われなくなっているようですわね。だって、この身体の中には、あたくししかいないんですもの」

「……どうしたでありますかぁ……？」

　気がつくと、カトラスがベッドで起き上がっていた。

　目をこすって、僕と、僕の腕の中にいるフィーンを見た。

「ああ、かわいい女の子でありますなぁ。灰色の髪と、ちっちゃな身体。ボクそっくりでありますな！　って、ボクであります────っ!?」

　カトラスは慌てて起き上がろうとして──そのままベッドから転げ落ちた。

　僕とフィーンは２人がかりでカトラスを抱き起こして、それから事情を説明した。

「……なるほど。『バルァルの胸当て』で仮の身体を……」

「身体の感覚も、本物とかわりません。あるじどのをしあわせにすることも、あたくしがしあわせになることも、きっと、できるんですのよ」

　カトラスとフィーンは、ベッドの上で向かい合ってる。

　ふたりともうれしそうだ。

　今まで、２人は別人格として存在していたから、お互いが顔を合わせて触れあうのは初めてだ。

　だから新鮮なんだろうな。こうして見てると、仲のいい双子みたいだ。

「じゃあ『再調整』を続けるよ、ふたりとも」

「はい、あるじどの！」

「だめよカトラス。そんな言い方じゃ」

　うなずいたカトラスにフィーンが駄目だしを──って、なんで？

「…………こういうときはちゃんと格式に則のつとった言い方を──（ぼそり）」

「…………そ、それが格式なのでありますか。恥ずかし──（ぼそり）」

　……なんだろう。

　フィーンがなんだかとんでもないことを教え込んでるような。

　耳元でささやかれてるカトラスが、真っ赤な顔で、うなずいてるのが恐こわいような……。

「あ、あるじどの！」

「……うん」

「こ、このはしたない姫ひめ奴ど隷れいに、お、お情けを欲しいであります！」

　カトラスは寝間着をゆっくりとずらして、胸元ぎりぎりまでをさらした。

　でも、人格は変化しない。

　２人をそれぞれに分けることで、僕は互いの逃げ場をなくした。

　その状態で繫つながれば、２人同時に『再調整』できるはずだ。

「……うん。わかった。カトラスの望み通りにする」

「……はぅっ!?」

「ただし、フィーンも一緒に」

「当然ですわ。あるじどの」

　フィーンは、ぴと、って、カトラスの背中にくっついた。

　なぜか彼女の耳たぶを甘がみしながら、うっとりとした顔でささやいてる。

「カトラスに『おんなのこ』を自覚させるいい機会ですもの。さぁ、あるじどのに、たっぷりとしていただきなさいな、カトラス」

　フィーンはカトラスを抱きしめながら、笑った。

「あなたの恥ずかしいところも、かわいいところも、全部あるじどのに見ていただきなさい。それがあたくしの望みでもあるのですから」

　フィーンの言葉に、カトラスは真っ赤になってたけど──

　まっすぐ僕の方を見て、うなずいた。

　だから、僕は『再調整』を再開した。










「……んっ」

　ふたたび僕の魔力を受け入れたカトラスが、小さくみじろぎした。

　フィーンはその身体からだを、後ろから抱いてる。

　僕はカトラスと『魔力の糸』で繫がってる。

　そしてフィーンの仮の身体は、カトラスの魔力で作ったものだ。つながりは維持されてるし、カトラスを通して、僕はフィーンのスキルにもアクセスできる。




『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』

『盾と体体当当たたりりり』』』で『『『敵敵敵』』』と『行動動』』を『『『吹吹吹ききき飛ばす』スキル




『即時神代器物掌握アーテイフアクト・ルーラー』

『『『アアアーーーテテティィィフフファァァクククトトト』』』を『すばやく』『『完完全全』』に『『支支配配すするる』』スキル




　僕は不安定化をはじめた２人のスキル、それぞれに、ゆっくりと指を差し入れた。

　２人の不安定になっている場所を探るように、徐々に指を動かしていく。
















「……んっ。あ、あるじどのが、入ってきたであります……」

「……はぅ。ど、どこに。ちゃんと指さして教えなさい、カトラス」

「ど、どうしてであります……か……フィーン……」

「あるじどのがカトラスをいじりやすいように……ね。あるじどのを感じるのはここ？　それとも、ここかしら？」

　フィーンはカトラスの耳元でささやきながら、身体のあちこちを指さしてる。

　どこに魔力が入って来てるか、僕に伝えようとしてくれてる。

　今のカトラスとフィーンは、裏技をつかって同時に存在させてる状態だから、『能力再構築』でもステータスがモニターできない。だから、こうして手探りでやるしかない。

「…………んっ。だ……だんだん、わからなくなってきたで……あります……」

　せつなそうに、カトラスが身をよじる。

「………身体の全部が……あるじどのに触れていただいてるようで…………すごい……これが……おんなのこ……んっ」

「や……はぁ。だめ、だめよ。カトラス……そんなことじゃ……あるじどのの助けになれな……」

　カトラスを後ろから抱きしめていたフィーンの身体が、びくん、とはねた。

「ん。あっ。そこ……おく……やぁ」

　ちらりと僕の方を見てから、フィーンは恥ずかしそうに顔を伏せた。

　カトラスより長いフィーンの髪は、汗びっしょりの首筋に張り付いてる。耳たぶは真っ赤で、僕が『概念』に触れるたびに「はぅぁ」って、背中を震わせてる。そのたびにカトラスの肩を押さえている指に、ぎゅ、って力を入れてるのがわかる。

「あうっ……ううん。へいきで……あります」

　カトラスは寝間着の胸を握りしめてる。身体はもう、止まるのを忘れたみたいに揺れ続けてる。

「……うそね。おくち、ひらきっぱなしですわよ？　はしたない」

　フィーンはカトラスの耳元でつぶやいてる。

「……フィーンだって、顔、真っ赤であります……」

「……そんなことないですわ…………って。やっ。あるじどの……ゆらすの……だめぇ……」

　フィーンの概念には『魔力の糸』で振動を送り込む。不安定化してる概念の揺れを中和するためだ。こうしてると落ち着いていくけど──でも、やっぱり『再調整』に時間をかけすぎたな。

「ここは一気に『概念』を押さえ込む。ちょっと強めに魔力を注ぐよ？」

「──ま……って、ほしいで……ありま……す」

「──い、いま──されたら……きちゃう……すごい……だめ……」

　待たない。

　僕は二人のスキルの概念に、魔力を一気に流し込んだ。




「──────っ!!」

「──あ……あ……あぁ……あるじどのが、あたくしの……まんなか……を」




　カトラスは、ぎゅ、って身を縮めて──

　フィーンは、うつろな目で、カトラスの背中に身体をこすりつけてる。

　同じ２人でも、魔力への反応は違うみたいだ。

「……や……こんなの…………ち……よすぎ……て……まっしろ……に」

「だらしないで……んっ……ありますな……フィーンは……」

「……な、なによぅ。カトラス………はじめての……くせにぃ」

「……あるじどのに『調整』していただくときだけは……あ……あふ……ボク……ちゃんと……おんなのこ……してるでありますよ…………いろいろ、じしんが……ついたであります」

　だだっ子みたいなフィーンと、比較的しっかりしてるカトラス。

　そのカトラスの耳に、フィーンは唇を近づけて──

「…………ふーん……かっこつけても……カトラスのここ──すごいことに……なってる…………くせに。あたくしはあなたの一部だから……わかるんですからね……？」

「なーっ……なーっ！　んっ。あ…………！」

　真っ赤になって、今度はカトラスがだだっ子状態。

　カトラスもフィーンも、本当に仲が良いな。

　……２人とも、一緒にいられたらいいのに。

　もちろん、２人が望んでるのは人格の統合で『カトラス』が完全な女の子になることだ。わかってるけど、仲のいい双子みたいなカトラスとフィーンを見てると、ずっと見ていたいような、そんな気になってくる。

「続けるよ。ふたりとも」

　カトラスとフィーンがうなずいたから、僕は『再調整』を続ける。

「──あっ……いえ……へいき……で、あります…………もっと……つよくても……へいき……あっ、あぅっ！　あんっ！」

　恥ずかしいのか、もうまともに僕の顔を見ようとしないカトラスのスキルを、押して、押さえて。

「──だめっ。あたくし────だめ────とけちゃう──もう──あるじどののまりょくで──とろとろに──とけ──ちゃ。ん────!!」

　うつろな目で、口を半開きにして荒い息をついてるフィーンの、スキルをなでて、外れそうになる概念を、なじませて。

　僕たちは互いの魔力を分け合って、重ね合って、かき混ぜる。

　フィーンは仮の身体だけど、汗と体温はちゃんと３人分。

　触れ合ったところから湿った音がして、それを一番恥ずかしがってるのは、フィーンで──

　カトラスはそんな彼女を、優しい目で見つめていて──

「────だいじょうぶ、で、あります。だから──して──くださいで、あります──」

「────もう。だめ。あたくし──もう──あ。あ、ああ。あああ──」

　ふたりとも、そろそろ限界だ。

　カトラスは意識を保ってるけど、身体は汗ぐっしょりだ。寝間着ははだけて、真っ赤になった肌があらわになってる。

　フィーンはもう、息も絶え絶えに、カトラスの身体にしがみついてる。身じろぎするたび、ぴちゃ、と、どこからか水音がする。身体も湯気が出そうなくらい、熱い。




『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』

『盾と体当たり』で『敵』と『行動』を『吹き飛ばす』スキル




『即時神代器物掌握アーテイフアクト・ルーラー』

『アーティファクト』を『すばやく』『完全』に『支配する』スキル




　僕はスキルを再確認した。

　カトラスの『豪・中断盾撃』も、フィーンの『即時神代器物掌握』も安定した。

　よし──あとは『再調整』を実行するだけだ。

「終わりにするよ。カトラス。フィーン」

「は、はいであります！」「あ──はぅ。あ、ああっ。あんっ！」

　カトラスからは短い返事。フィーンは、荒い息を吐つきながら身体を揺らしてる。

　僕はもう一度、ふたりに魔力を流し込む。びくん、とはねるカトラスと、うつろな目で熱い息を吐いてるフィーン。大丈夫。魔力は全部行き渡った。今だ！




「チートスキルを再調整する。実行『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ５』!!」




「あ、ああ──っ！　んっ。フィーン、い、いっしょに──あああああっ!!」

「や、あんっ。カトラス──！　や、やだ。まっしろに──あああああああ──っ!!」




　２人分の声と、体温と、水音が重なって──

　それからカトラスとフィーンの身体が、重なり合って、崩れ落ちた。

　僕はスキルを再びチェック──よし、概念は完全に安定した。

「はぁ……あ…………はぁ」

「カトラス、平気か？」

　僕はカトラスの身体を起こした。

「……なんだか、いまさら恥ずかしくなってきたであります……」

　ふらふらしてたカトラスは、とん、と、僕に向かって寄りかかってくる。

　身体はすごく熱いけど『再調整』も、女の子として触れ合うのもはじめての彼女は、ぼんやりと笑いかけてくれる。汗ばんだ手に触れると、カトラスはぎゅ、っと握り返してきた。

「よかったですわね。カトラス」

　フィーンはそう言って、僕とカトラスの手に、自分の手を重ねた。

　消えかかってるけど、温かい手だった。

「あなたは……もう、大丈夫ですわね。カトラス」

「……どういう意味でありますか？」

「カトラスは自分を女の子だと自覚した。もう、大丈夫ですわね？」

　──あれ？

　フィーンが消えかかってる。声が、小さくなってる。

　まさか？　いつかは２人の人格は統合されるって思ってたけど、こんなに早く？

「噓うそでありますよ。フィーン。せっかく会って話ができるようになったのに!?」

「あたくしの役目は、あなたをサポートすることですもの」

　フィーンは胸に手を当てて、言った。

「あなたが一人前になったのなら、あたくしはあなたの中に……溶けて──」

「待った」

　僕はフィーンの手をつかんだ。

「ここで消えるのはまだ早いだろ、フィーン」

「……なぜ？」

「２人の統合は、もうちょっと時間をかけた方がいいと思うんだ」

　カトラスとフィーンは、普通の二重人格とは違う。

　小さい頃に、母親に魔力で呪われた結果、生まれた２人だ。カトラスとフィーンの中に入って気づいたけど、２人は魔力に対する反応が微妙に違う。たぶん、これはフィーンの側がわが『アーティファクト掌握スキル』なんて特殊なスキルを管理してきたからだ。

　もっと時間をかけて、人格を融合した方がいいような気がする。これは、奴ど隷れいのスキルの深いところまでいじってきたご主人様の、経験による直感だけど。

「あるじどのの言う通りであります！　それにもっと、ボクはフィーンとお話が……したい」

　僕の説明を聞いたカトラスは、涙ぐみながら、フィーンを背中から抱きしめた。

「……ひとつだけ、方法がありますわ」

　フィーンは少し目を伏せて、ゆっくりとつぶやいた。

　そして、床に置いたままの『バルァルの胸当て』を指でなぞる。

「この胸当ての中央には『魔力の結晶体』を入れるためのくぼみがありますの。おそらくは太古の騎士たちは、この胸当ての『仮の身体を作る力』で身体を強化したり、仮の手足をはやしたりして戦っていたのでしょうね……」

「うん。わかった。それで？」

「どこかで魔力の結晶体を手に入れて、ここにはめこんでいただけないでしょうか」

　フィーンが顔を上げる。

　そして、なぜかいい笑顔で、ぽん、と手を叩たたいた────あれ？

「そうすれば、あたくしはもうしばらく存在し続けるはずですわ。そっちの身体からだに入れば、カトラスとは別の人間ということになりますもの。あ、お金はあたくしとカトラスがなんとかします。なんでしたら、あるじどのとの『契約』に、借金として上乗せしてもかまいませんわ」

「ボクからもお願いするであります！」

　……うん。すごくよくわかった。

　でもね、フィーン。さっきまで消えかかってたとは思えないくらい、理路整然と話してるよね？

　それに「ふっふっふーん」って、勝ち誇ったみたいに鼻息が荒いよね？

　もしかして──

「あのさ、フィーン」

「なんでしょうか、あるじどの」

「……もしかして消えるってのは、噓？」

「あら、あたくしは自分が消えるなんて言った覚えはありませんわよ？」

「いや、あの話の流れだと、そう受け取るのも無理ないだろ!?」

「しりませんわー。だって、あたくし、そんなことひとことも言っておりませんものー」

　フィーンは「ぷすーぷすー」って、鳴らない口笛を吹きながら、真横を向いた。

　うん。額に汗が浮かんでるけどね。あと、残念そうに指を鳴らしてるの、聞こえてるからね。

「だ、だましたでありますなあああああ！　フィーンっ！」

「しょうがないじゃないですの！　あるじどのと繫つながる気持ちよさを知ってしまったのだから！　策を練って、自分の身体を手に入れようと思っても仕方ないじゃありませんの！　あるじどのが悪いのですわっ!!」

　開き直んな。

「それに、あたくしが同じ身体に入った状態では、また入れ替わってしまいますわ。結局、あるじどのに迷惑を…………（ぼそぼそぼそ）」

「わかっているでありますが。ただ、あるじどのをだますようなまねは……（ぼそぼそぼそ）」

　おーい。

　自分同士のふたりは、小声で相談をはじめた。

　しばらくして、カトラスがうなずき、フィーンはしてやったり、って顔で胸を張る。そして──

「「お願いがあります。あるじどの」」

　ふたりそろって、僕の前に正座した。

「……なんだよ」

「フィーンに魔力結晶を買ってあげてほしいであります！」「その分の対価は、身体でお支払いいたします！」

「主にボクが！」「もちろん、あたくしも！」

「「あるじどのに２倍ご奉仕するためにも、どうか！　どうか──っ!!」」

「……それは家に帰ってからの検討事項な」

　僕は言った。

「まずは帰ろう。僕たちの家に」

　明日には着けるはずだ。アイネもイリスもラフィリアも、待ちくたびれてるはず。

　僕はカトラスとフィーンの頭をなでた。

「新しい家族を、３人にも紹介しないとね」

「はい。あるじどの」「ご一緒させてくださいな」








第14話「逃げ出した引退騎士と、帰ってきた親友」






　翌日。港町イルガファ近辺の街道にて。




「来るな。来るな。来るな────っ!!」

　必死に馬を走らせながら、引退騎士ガルンガラは叫んだ。

『オオオオオオオオ』『戦エ！　騎士ノ誇リヲ示スノダ！』『ナッテオラン！』『マッタク！　最近ノ若イ者トキタラ！』『ナンノタメニ我ラノ眠リヲ妨ゲタトイウノカ！』

　彼の背後には、馬に乗った騎士ゴーストたち。

　全員、真っ黒な目を見開いて、ガルンガラを追いかけてくる。

　ガルンガラたちが騎士候補生を鍛えるために使った『騎士ゴースト召喚術』が破られたのだ。

　彼ら引退騎士は、新人の根性を試すため、騎士のゴーストを呼び出し、襲わせていた。今まで、へなちょこな新人たちはそれから逃げるか、運が良いものは追い払うことで切り抜けてきた。

　だが、こんなことは初めてだ。術が、根本から破壊されている。

『騎士ゴースト召喚術』は、引退騎士が騎士候補生にかけた呪いのようなもの。

　破られれば、それは術者に返っていく。

「ひぃいいいいいいいっ!!　速く！　もっと速度は出ないのか！　この駄馬め！」

　ガルンガラは叫びながら、馬を走らせ続ける。

『騎士の魂を』『誇りを』『戦って示せ』『現代の騎士よ』

　背後からは、半透明の騎士ゴーストたちが追ってくる。

　ゴーストは眠らない。疲れない。一体いつまで逃げればいいのかもわからない。

「どうして私がこんな目に──────っ!!」

　引退騎士ガルンガラは絶叫した。

　行き先は決まっていない。とにかく、少しでも騎士ゴーストから離れないと──

　そう思ったガルンガラの視界に、馬車の姿が映った。

　街道の先に、荷馬車を囲んだキャラバンがいる。そのまわりには、剣を持った冒険者風の人影も。

「あのキャラバンに騎士ゴーストをぶつければ、時間が稼げる！」

　ガルンガラはほくそ笑んだ。

　騎士ゴーストは、一心不乱にガルンガラを追いかけている。邪魔をする者には容赦しない。キャラバンと戦闘になれば、その間、ガルンガラは逃げ延びることができる。

「私は、こんなところで終わるわけにはいかないのだ!!」

　ガルンガラは馬の速度を限界まで上げた。




「……おい。なんだあの騎馬」

「……まさか、つっこんでくるのか!?」




　冒険者たちが驚いている。

　ガルンガラは彼らの声を聞いていない。彼にとって、すべてはただの障害物でしかない。邪魔をするなら踏みつけ、蹴けり飛ばし、押しのけるだけ──




「馬を、お借りしますわ！」




　不意に、冒険者の一人が、馬車を引いていた馬の鞍くらに飛び乗った。

　剣でハーネスを断ち切り、そのままガルンガラに向かって突っ込んでくる。

「どけと言っているのだ！　蹴り飛ばすぞ!!」

「それが騎士のセリフですか!?」

　少女が『円形の盾ラウンドシールド』を構えた。




　そして──




「発動ですわ！　『回転盾撃シールドスクランブル』!!」




　ガルンガラの側頭部を、少女の『円形の盾』が撃った。




　ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる────っ！

「うごがががががあああああああああっ!!」




　ガルンガラの身体が、高速回転した。




　まるで風車のように腕を広げ、そのまま馬から転げ落ちる。地上に落ちたら胴体を軸に、そのまま地面で横回転。おどろいた馬が悲鳴をあげ、主人を置いて逃げていく。

「いきなり突っ込んでくるなど、なにを考えているのですか、まったく」

　青い髪の少女はガルンガラを見下ろし、告げる。

「戦闘に一般人を巻き込むことは、このレティシア＝ミルフェが許しません！」










「みなさま！　下がってくださいな。騎士ゴーストがやってきますわ！」

　レティシア＝ミルフェは背後のキャラバンに向かって叫んだ。

　彼女が町を飛び出してきたのは数日前のことだった。

　原因は、ナギから届いた手紙だ。親友たちが楽しい『社員旅行』をしてると思ったら、いてもたってもいられなかった。参加はできなくても、港町に戻るのを出迎えるくらいはしたいと思った。

　幸い、早めに帰っていたから、準備はすぐにできた。

　そもそもレティシアがメテカルに戻ったのは、分からず屋の父親と縁を切るためだ。

『せめて、イルガファ新領主のおひろめパーティにだけは出てくれ……』と泣きつく父親を振り切って、レティシアは知り合いの商人の元へ行き、キャラバンの護衛の仕事を引き受けた。

　そして、街道を進んでいたら、暴走騎士と騎士ゴーストの群れに出くわしたのだ。

「さて、これからどうしましょう？」

　レティシアは剣を握りしめ、近づくゴーストたちを見据えていた。

「ゴーストは魔法か、魔法剣でしか倒せないのですわよね。使えそうなものは……と」

　と、地面を見たレティシアは、地面に散らばる荷物に気がついた。レティシアが大回転させた騎士のものだ。袋の中に、海竜のレリーフがほどこされた剣が入っている。触れると、魔力の流れを感じる。魔法剣なのは間違いない。

「勝手に使うのは気が引けますが……いたしかたありませんわね」

　レティシアは魔法剣を手に取り、引き抜いた。

「騎士ともあろうものが、迷って出るものではありませんわ！」

　彼女はキャラバンの前に立ち、迫り来る騎士たちに向かって叫ぶ。

『真の戦いをおおおおおお、我らは──』

　騎士ゴーストの数は、約20体。

　馬ゴーストにまたがり、まっすぐ街道を走ってくる。

「静まりなさい！　見苦しいですわよ!!」

　レティシアは魔法剣を振り、一喝した。

『……う、うぅ？』

　その声に気け圧おされたかのように、騎士ゴーストたちが速度を落とす。

『あなた方が生前、どのような者だったかは知りません。けれど、あなた方の戦いは終わったのですわ。この世界の問題を解決するのは、今を生きているわたくしたちの仕事なのです！　それがわからないというのなら、このレティシア＝ミルフェがお相手しますわ！」

「その必要はないの、レティシア」

　騎士ゴーストたちの背後から、声がした。

　よく見ると、街道を進んでくる馬がいる。それに乗った人物も。

　先頭にいるのはレティシアがよく知る、メイド服の少女だ。

　手にはモップを持っている。眉まゆをつり上げて、騎士ゴーストたちをにらみつけている。

「……なぁくんの敵をほふるのは、アイネの仕事だから、ね？」

　彼女は馬に乗ったまま、モップで騎士ゴーストの背後を──突ついた。

「発動。『魔力棒術』！」




　どごぉんっ！




　騎士ゴーストのどてっぱらに、風穴が空いた。

『……アガ……がはぁ』

　魔力攻撃をまともに受けたゴーストは、塵ちりとなって消えていく。

『──ひぃっ』

　騎士ゴーストたちが、動きを止めた。

　突然、背後に現れたメイド服の少女──アイネの殺気に飲まれたように。

「あなたも、その仲間？　なぁくんを傷つけようとした騎士ゴーストの仲間？」

『われら……は、新米騎士を、きたえ……る』

「そんなことはどうでもいいの。アイネは、そんなこと聞いてないの」

　ごすっ。

　２体目の騎士ゴーストの頭部を、アイネのモップが砕いた。

「なぁくん、本当に危なかったの」

『……ア……アァ』

「アイネがいないところで危険な目に遭ってたの。その原因を作ったのは誰？　教えて欲しいの。教えてくれたら……生まれてから今までの記憶を真っ白にするだけで許してあげるの──」

　アイネはうつろな目でつぶやく。

『強敵──全員、密集隊形を──』

　騎士ゴーストたちが寄り集まる。

　アイネを強敵とみたのか、全員が集合し、彼女に向かって盾を構える。

「……そう、答えてくれないのなら、もういいの」

　不意にアイネは、ぽん、と手を叩たたいた。

「ひとかたまりになってくれたね？　じゃあ、ラフィリアさん、お願い」

「はい。やるですよー！　最大魔力注入──発動『竜りゆう種しゆ旋せん風ぷう』!!」




　しゅごー。

　巨大な竜巻が、騎士ゴーストたちを包み込んだ。

『オオオオオオオヲヲヲヲヲヲヲヲヲ────ッ!?』

　天にも届きそうな竜巻が騎士ゴーストを飲み込み、ぐるぐるぐるぐるかき混ぜる。

　荒れ狂う暴風の中でぶつかり合い、かき混ぜられた騎士ゴーストたちは──




『──オソルベキ……強……敵ガ……』




　しゅるん。




　一体残らず、消え去った。

「ピンク色の髪のエルフ……？　あなた、もしかしてラフィリアさんですの？」

「そういうあなたは、レティシアさまですねぇ」

　ピンク色の髪のエルフ少女は馬を下り、同乗者に向かって手を差し出した。

　エルフ少女の前には、緑色の髪の小さな少女が座っていた。

　レティシアには、それが誰なのかわかった。以前に手紙をもらっていたからだ。

「あなたが海竜の巫女みこ、イリス＝ハフェウメアさま？」

　海運で財をなすイルガファ領主家のことは、貴族なら誰でも知っている。

　伝説の存在『海竜ケルカトル』と意志を通じ合わせる巫女のことも、常識だ。

　もちろん、それがアイネのご主人様の奴ど隷れいになっていることは非常識極まりないのだけど。

「はじめてお目に掛かります。レティシア＝ミルフェですわ」

　レティシアはイリスの前で、軽く頭を下げた。

「海の守り神である『海竜ケルカトル』のことは、わたくしも存じ上げております。その巫女さまとこんなところでお会いできるとは、光栄ですわ」

「今のイリスは、お兄ちゃんの──いえ、ソウマ＝ナギさまの奴隷です」

　そう言って小さな少女は、優しく微笑ほほえんだ。

「イリスにとっては、そちらの立場の方が重要ですので」

「……あいっかわらず非常識なことしてますのね、ナギさんは」

「ええ、非常識な方法でイリスを救ってくださいました」

「あたしも、マスターのおかげで、自分の正体がわかったですからねぇ」

　イリスの言葉に続いて、ラフィリアが空に向かって拳こぶしを掲げる。

「そんなマスターに迷惑をかけた人を、みんなで追いかけてきたです」

「それをあっさりやっつけてしまうなんて、さすがはお兄ちゃんの親友の方です！」

　そう言ってから、イリスは説明をはじめた。

　説明会にやってくる新人騎士に『騎士ゴースト』をぶつけて、根性を試す儀式のこと。

　その儀式の中心にいたのが、引退騎士ガルンガラであること。

『騎士候補』の少年が同行していたことから、ナギが危険な敵に襲われたこと。

　敵がチートキャラ軍団に倒されたことで、術が術者に返ったこと。
















　その結果、引退騎士ガルンガラが、金目のものを持って逃げ出したことなどを。

「それでこの騎士は、わたくしたちに『騎士ゴースト』をぶつけようとしたのですわね」

「その通りでしょう」

「ところで、その引退騎士ガルンガラとやらは？」

「アイネさまがとどめを刺そうとしてますけど、止めた方がいいですかぁ？」

　ラフィリアの言葉に、レティシアは慌てて振り返る。

　見ると、引退騎士ガルンガラの真上で、アイネが魔力を込めたモップを振り下ろそうとしていた。

「……なぁくんを危険な目に遭わせたの。この人はなぁくんを危険な目に……」

「はいはい。そこまでですわ、アイネ」

　レティシアは親友アイネの肩を、ぽんぽん、と叩いた。

「せめて情報を聞き出してからにしなさいな、アイネ」

「でも……」

「……ナギさんの赤ちゃんを抱くまで、その手を血に染めるのはおよしなさい。ね？」

「……はぁい」

　アイネはため息を吐ついて、モップを地面に置いた。

　代わりにレティシアが、倒れているガルンガラの隣に立つ。

「まずは謝りなさい。あなたが巻き込もうとしたキャラバンの皆さまに」

　レティシアは剣の切っ先を、ガルンガラの喉のどに突きつけた。

「わ、私は国王陛下から直接の命を受けたこともある騎士だぞ！　無礼は許さん！」

　それでも、ガルンガラは必死に声を張り上げる。

「今とて、騎士組合の存亡に関わる任務の最中だったのだ！　巻き込んだのは悪いとは思う。しかし！　これは王家の平穏にも関わる重要なこと。文句を言う方が──」

「たわごとはそこまでになさい」

　レティシアはガルンガラをにらみつけた。

「あなたは、騎士ゴーストを呼び出しただけなの。迷惑なの」

　アイネが再び、モップを握りしめる。

「いさぎよくないですねぇ。かっこわるいですねぇ。竜巻で飛ばしちゃいますか？」

　ラフィリアが鼻歌まじりに、物騒なセリフを吐き出す。

「あなたはロイエルドの護衛でしょう？　重要な使命などあるわけありません。あるとしたら──」

　イリスは一歩、前に出た。

　ナギからは、すでにカトラス（フィーン）の情報はもらっている。

　カトラスと、彼女の母親が『とある騎士』に預けられたことも。

「──王家といえばイリスたちは保養地で、とあるコインを持ったスリ軍団に遭遇しましたが……あなたはそれをご存じでしょうか？」

「……ぐ」

「まぁ、言いたくなければそれも良いでしょう。あとは兵たちのお仕事です。港町イルガファの領主家から金品を奪って、謝罪だけで済むとは思わないことですね」

　馬のひづめの音が響いた。

　街道をやってくる、兵団の音だった。

　ガルンガラはイルガファ領主家から金目のものを奪っていった。領主家としては見逃すわけにはいかない。当然、彼を捕らえるための兵団を派遣していたのだ。

「アイネさまは、ガルンガラを見張っていてください。イリスたちはガルンガラの荷物を調べます。レティシアさま、おつきあいいただけますか？」

「いいですわよ」

　レティシアはあっさりとうなずいた。

「わたくしも、この騎士くずれがなにをしようとしていたのか、興味がありますわ」










「せーの。『パシャ』」

　イリスは兵士たちから離れたところで、小さくつぶやいた。

　彼女が使っているのは『意識共有マインドリンケージ・改』の『すくりーんしょっと』機能だ。

　目の前には引退騎士ガルンガラの荷物がある。大きな袋に入っていた中身をすべて出して、なにが奪われたのかをチェックしているところだった。

「水晶つきの彫刻に、銅のレリーフ、魔法の剣まで。すべて、領主家の屋敷にあったものです。短時間でよくこんなに持ち出せましたね……」

　盗品を並べながら、イリスは小さなため息を吐いた。

「これが元騎士とは、笑止ですわね」

　レティシアも苦笑いしながら、肩をすくめた。

「わたくし、騎士とはもっと立派なものだと思っていましたわ」

「お兄ちゃんと同行されている騎士候補の方も、騎士をあきらめて正解だと思います」

「ああ、ナギさんには騎士候補の方が同行しているのでしたね」

「はい。旅先で出会った方だそうです」

「どんな方ですの？」

「脱ぐのが好きなのに肌を見られるのが苦手で、可愛かわいいものが好きで、リボンをつけたら女の子になっちゃう元男の子とのことです」

「どんな方ですの!?」

「……生まれが特殊な方でして……おや、これは？」

　イリスは荷物の中から、筒状の羊皮紙を見つけ出した。

　革製の紐ひもで綴とじられている。紐には金具がついている。そこには、高貴なる紋章があった。

「リーグナダル王家の紋章ですわね……」

　レティシアがつぶやいた。

　イリスは震える手で、羊皮紙を封じている紐に指をかけた。結び目をほどき、ゆっくりと書簡を開いていく。

　そこに書かれていたのは──




「……『我が娘を忠誠高き騎士──ガルンガラ＝デミリアスに預ける。これはその信頼の証明である。リーグナダル王国国王、リカルド＝リーグナダル３世』」




「……見てはいけないものを見た気がしますわ」

「『我が娘』というのが、お兄ちゃんと一緒にいるカトラス＝ミュートランさんでしょうね」

「ですねぇ。男の子のふりをすることで、その存在が隠されていた庶子さんですぅ」

「だから！　貴族のわたくしの前で王家の秘密をばらすんじゃありませんわ」

「「……内緒ですよ？」」

「内緒にしますわよ。しますけど！」

　レティシアが見ている前で、イリスはもうひとつの書簡を手に取った。

「こっちには紋章はついてませんね」

「真っ白な羊皮紙……ですわね」

「……なんだか、不気味な感じがするですよぅ」

　ごくり、と３人は息をのむ。

　羊皮紙をゆっくりと開いていくと……

「『ガルンガラ＝デミリアス殿。

　汝なんじが預かりし娘が必要となった。

　彼女がいると思われる町の周辺に、スリギルドの者を配置してある。王家のコインが手がかりになるであろう。汝の娘を探しだし、儀式の地に連れて行け。その力により隠されたものを取り出し、焼き捨てよ。

　例のものが、ギルド員の手に渡ることを防ぐためである。

　奴らを帰す必要はない。帰る場所があると思わせるだけでいいのだ。




　なお、このクエストをクリアした暁には、汝が所属する騎士組合への資金援助の用意がある。その功績により、汝は騎士組合の永世理事となれるであろう。

　──白いギルドWhite Guild』




「……白いギルド。イリスの兄を利用した、エテリナ＝ハースブルクの親玉……でしょうか」

「ナギさんからの手紙にもありましたわね」

「そいつらが、今回の件にも関わっていたということですかぁ……」

　イリスは並べた荷物を、じっと見つめた。

　すべて『意識共有・改』で『すくりーんしょっと』を撮って、ナギの元へと送ってある。

「……では、ラフィリアさま。お願いいたします」

「……燃やしちゃいますよ。『炎の矢フレイムウオール』!!」

　ぽしゅっ。しゅごー。

　ガルンガラの遺留品に、ラフィリアが魔法をかけた。

　書簡はすべて灰になる。この書簡は危険すぎる。『騎士ゴースト』を倒したときに、うっかり燃やしたことにしておいた方がいい。カトラスのためにも、パーティの安全のためにも。

　兵士たちはキャラバンの人たちを落ち着かせるので手一杯だ。この程度の魔法なら、目につくことはないだろう。

「あとは、あの引退騎士さん、ですね」

　イリスは馬車の横で倒れている、引退騎士ガルンガラの方を見た。

　彼は、今は意識を失っている。隣にはアイネが立っている。『記憶一掃』で顔をなでて、一時的にスタンさせたのだ。

　イリスがうなずくと、アイネがモップの先でガルンガラの肩を叩たたいた。

　ガルンガラが、ぱちり、と目を見開く。

「な、なにが？　騎士ゴーストは？」

「イリスのことがわかりますか？　引退騎士ガルンガラさま？」

「……あ、ああ」

「すでに、まわりは兵団が囲んでおります。イルガファ領主家の私財を奪って逃げた罪、理解しておいででしょう？」

　イリスの言葉に、ガルンガラの顔が真っ青になる。

「そして、あなたは何の関係もないキャラバンを巻き込もうとなさいました」

「わ、私は……どうなるのだ……？」

「そうですね……」

　イリスは考え込むふりをした。

　レティシアには感謝しなければいけない。騎士ゴーストがもしも、キャラバンに危害を加えていたら、イリスの一存で処罰を決めることはできなかった。

　今なら、彼の罪は領主家の私財を盗んだことだけ。それはすべて取り返した。イルガファの法で裁くなら、ガルンガラは幽閉されるだろうが──彼は次期領主の護衛役だ、領主家としても、重い罰は与えにくい。だからこの件については、イリスが一任されたのだ。

「『二度と騎士を名乗らない。騎士仲間とも関わらない。港町イルガファに近づかず、その一切と関わらない』──そう『契約』していただけるなら、イリスはあなたをここで解放いたしましょう」

　そして、彼女はガルンガラをどうするかは、決めていた。

「……なん、だと」

「つまり『二度と顔を見せないでください。あなたは騎士にふさわしくない』ということです」

　イリスは冷えた目で、ガルンガラを見た。

「そんな方はイルガファにも次期領主のロイエルドにも関わっていただきたくはない」

「……そ、そんな。今回の使命を果たせば、わしは騎士組合の永世理事に……」

「それとも公の場で、法の裁きを受けますか？」

「……あ、あぁ」

　引退騎士ガルンガラは、がっくりとうなだれた。

　街道の向こうには、港町イルガファの兵団がいる。そのまわりには、ガルンガラが巻き込もうとしたキャラバンのひとたちも。目撃者はそろっているのだ。逃げ場など、どこにもない。

「私は……ただ、我が娘に、一度でも役に立ってもらいたかっただけなのだ。そうすればあの子も、生まれてきた意味があるというものだろう？　なのに……」

「イリスがあなたの子であれば……あなたのような親には会いたくはないでしょうね」

　細い腕を伸ばし、イリスは街道の彼方を指さした。

「もしも、あなたがどうしても使命を果たしたいのであれば、イルガファで法の裁きを受けてからになさい。それが嫌なら、どこへなりと行きなさい。組織から離れて、ただの一個人として生きるのがいいでしょう」

「……わかった。『契約』する」

　引退騎士ガルンガラは、長いため息をついた。

「立ち去る。二度と騎士を名乗らぬ。港町イルガファとも、騎士仲間とも関わらぬ……」




『『契約コントラクト』』




　イリスと、引退騎士ガルンガラは、契約のメダリオンを打ち鳴らした。

　そうしてガルンガラは、知っていることを話したあと──




「…………私はもはや騎士では……いや、何者でもなくなったのか……」




　ゆらり、と立ち上がり、街道の向こうへと立ち去った。










『送信者：イリス（宛あて先さき：お兄ちゃん）

　本文：お兄ちゃん。これでよかったのでしょう……ね？』




『送信者：ナギ（宛先：イリス）

　本文：ごめんな。手間をかけて。

　それがカトラスの願いだったんだ。

　自分を引き取って──母親をゆがめた義父には会いたくない、って』




『意識共有・改』で、ナギのメッセージが飛んできたのだった。








第15話「旅の終わりのあいさつと、『天竜の翼』の願い」






「イリスには面倒をかけちゃったな」

　僕は『意識共有マインドリンケージ・改』のウィンドウを閉じた。

　ガルンガラを『契約コントラクト』だけで解放したのは、僕の判断によるものだ。

　奴やつがただの引退騎士なら、イルガファの牢ろうに入れてもよかった。だけど、奴は王家と関係があり、カトラスを引き取った張本人だった。そいつを手元に置いておいたら、どうしても王家と関わることになる。それに、いずれはカトラスとも接触してしまう。

　騎士という立場は奪った。二度と関わらないという保証も得た。

「……落ち着いた？　カトラス」

　儀式に立ち会ったという『老人の術者』と『白いギルド』の情報は、結局、奴も知らなかった。

　奴はただ、自分の子どもを見つけ出し、儀式の地に連れて行くことを依頼されていただけ。達成したら『永世理事』──騎士組合の上位の職がもらえると聞いて、ふたつ返事で引き受けた。

　わかったのはこれくらいだ。

「はい……で、あります」

　ここは、翼の町シャルカ。

　大きめの部へ屋やを取った僕たちは、カトラスが落ち着くのを待っていた。

　イリスが見つけた書簡のことは、カトラスに伝えた。

　ガルンガラが王家から、カトラスと、彼女の母親を引き取った人間だということも。

　話を聞いたカトラスは、しばらく呆ぼう然ぜんと目を見開いていたけれど──

「やっと……わかったであります」

　ぼんやり、そんなことをつぶやいた。

「母が、騎士である義父のことを話すたびに、すごく機嫌が悪くなっていた理由が……」

「そう……なのか？」

「ずっと疑問だったのでありますよ。どうして母が、義父の元から去ったのか。どうして、お父さまは立派な騎士だった、と言う母が、ぜんぜん幸せそうじゃなかったのか。ボクの義父がそういう方だったのなら……母も、一緒に暮らすのは耐えられなかったのでありましょうな」

　ぽろん、と、カトラスの目から涙がこぼれた。

「母がこわれてしまったのも……無理はないであります。騎士候補をゴーストに襲わせて、術が破られたら、自分が助かるために他人を巻き込んで……そんな人……ボクの母さまだって……」

「……カトラス」

「なんなのでありますか!?　役に立てとか!?　生まれてきた意味とか!?　ボクにはわからないであります！　義父がなにを考えているのか……昔も……今も……なにも……なにも!!」

「カトラスさん」「……カトラス、ちゃん」

「う……うぁ。うああああああああああああんっ!!」

　カトラスは僕の部屋着を、ぎゅ、とつかんで、声をあげて泣き出した。

　いつの間にかセシルも、リタも、左右からカトラスを抱きしめていて──

　ふたりとも、つられて泣き出して──

　僕は、黙ってみんなを抱きしめていて──




　しばらく、３人は子どもみたいに泣き続けたのだった。




「……ありがとうございました。あるじどの」

　しばらくして目を開いたカトラスは、フィーンになっていた。

「カトラスもこれで……楽になったと思います」

「そう、なのかな」

「あたくしのことに気づいてから、不安定でしたからね。子どもがふたつの人格に分かれるほど追いつめた母親が……憎いのか、愛したいのか……やっと折り合いがつけられたのですね。きっと」

「そっか」

「あるじどの？」

「どしたの。フィーン」

「どうして、あたくしの頭をなでていらっしゃるのですか？」

「なんとなく」

　カトラスと……フィーンは、自分の生い立ちと両親のことに、折り合いをつけた。

　僕は……どうだろう。

　自分を捨てた両親のことをどう思ってるのかは、僕自身よくわからない。

　会いたいのか、会いたくないのかも。

　今は、こっちの世界の家族と、生きていくだけで精一杯だから。

「あ、あの、ナギさま。どうしてわたしの頭をなでなでしてるんですか？」

「う、うれしいけど。どしたの。ナギ」

「なんとなく」

　なでなで、なでなで。

「……えへへ」「……ふふ」

　セシルとリタが、なんだか照れた顔になってる。

　僕たちは宿のベッドの上。４人並んで座ってる。旅の途中の作戦会議中だ。

「『ハイスペック・スリ軍団』と『引退騎士ガルンガラ』が繫がってた、ってことだよな」

　イリスが『意識共有・改』で送ってきた資料には、そんなことが書いてあった。

　スリ軍団がカトラスを見つけ出したら、引退騎士ガルンガラが彼女を『騎士ゴースト召喚儀式』の場に連れてくるつもりだった、と。

「……なにがあるんだろうな、そこに」

「『黒騎士』さんは、その地を浄化して欲しい、って言いましたよね」

　セシルがふと、僕の方を見た。

「それと、『我らはもはや、眠るべき』って」

「最期だけかっこいいこと言ってたわよね」

「変態騎士でしたけどね」

　少なくとも情報はくれた。

　そして、奴を召喚した連中の中に『竜のような魔法使い』がいた、と。

　前回、僕たちが保養地でヒュドラと戦ったとき、魔竜の眼球が現れてる。もしかしたらと思うけど、あれが「白いギルド」に関係している可能性もある。

「……調べに行ってみるか」

「そうですわね。あたくしも……自分が必要とされた理由を知りたいです」

　フィーンは僕の手を握って、言った。

「場所は、この近くだっけ」

　僕は荷物から地図を取り出した。

「変態騎士は、北の方に古戦場があるって言ってたよな。多くの騎士が死んだところで、それが『騎士ゴースト』召喚の儀式に利用されてるって」

　儀式はそこで行われた、って、黒騎士は言っていた。

「そうなると、歴史についての情報ですね。アイネさんの得意分野です」

「聞いてみる……って、返信が来た!?　早いな……アイネ」

　イリスにメッセージを送ったら、即座に返信が来た。

　アイネと、それにレティシアも一緒だからか。ふたりとも得意そうだよな。こういうの。

「『ヤケノガ原』だってさ。昔……デリリラさんの時代の少しあとにあった戦争の跡地で、ゴーストが出るからあまり人が近づかない場所だって。それから、アイネからリタに伝言。『リタさんの神聖力が重要なの。なぁくんとセシルさんとレギィさんと、新しい家族をよろしくね』──だってさ」

「私から返信しておくね。『どんな手段を使っても、ご主人様とみんなのことは守るわ』って」

「わたしだって、ゴーストくらいならなんとかなります」

『我もアンデッドは普通に斬れるが……主ぬしさまを前線で戦わせたくはないのぅ』

「あたくしだって、盾くらいにはなれますもの」

　みんなやる気になってる。

『騎士ゴースト召喚』儀式が行われた古戦場か。

　なんか……珍しく、普通の冒険者っぽい探索に行くような気がする。

　クリアしても、報酬がもらえるわけじゃないけどね。

「それじゃ、２つ提案があるんだけど、聞いてくれる？」

　僕は言った。

「ひとつ目。せっかく『翼の町シャルカ』に来たんだから、『天竜の翼』に挨あい拶さつに行こう」

　これは儀式みたいなものだ。

　今回の『社員旅行』は『天竜の翼』に挨拶をするところから始まった。

　そこから、飛竜のガルフェと出会い、ミイラ飛竜のライジカと話して、シロと巡り会った。

　聖女デリリラさんという、大切な友だちもできた。

　その旅の終わりには、『天竜の翼』に挨拶していくのが筋だよな。

「２つ目の提案なんだけど、これはセシルとリタに」

　実は昨日きのう、カトラスとフィーンのスキルを再構築したとき、『能力再構築』がＬＶ６になってた。

　できることがひとつ、増えてたんだ。

「僕の手で、セシルとリタを『合体』させてみたいんだ」

「ふぇっ!?」「えええええええっ!?」

　セシルとリタが真っ赤になった。










「「「「無事に旅行から戻ってきました。ありがとうございました!!」」」」




　ぱんぱん。

　僕とセシル、リタ、カトラスは『天竜の翼』の前で手を合わせた。

　カトラスはここから旅に出たわけじゃないけど、まぁ、つきあいで。

（……シロは僕たちが生きてる間は、ちゃんと面倒を見るから）

　僕は目を閉じて『白い人』に語りかけた。

（残留魔力があったら、シロにあげてください。あと、働かないで生きる方法があったら教えて）

　目を開けて、僕は『天竜の翼』を見上げた。

　何度も見ても、大きい。セシルたちは二度目だけど、やっぱり見とれてる。初体験のカトラスは、ぽかん、と口を開けてる状態だ。

　空まで届きそうな翼は、行きに立ち寄ったときと同じはずだけど……。

「なんだか色がくすんで見えるな……」

「ところどころ、ヒビが入ってますね……」

「上の方、崩れかけてない？」

　僕とセシルとリタは、そろって首をかしげた。

「もしかして、シロが目覚めたから、旧世代の天竜の翼は役目を終えたのか……？」

『そーだよ。おとーさん』

　かすかに、シロの声が聞こえた。

『ここにいた思念は、役目を終えたから消えかけてる。でも、シロにメッセージと、スキルをくれたよ。笑ってるよ……』




　ふわり、と、僕たちの前に『白い人』が現れた。

　背の高い、白い服を着た女性だった。プラチナブロンドの長い髪を揺らして、笑ってる。




『「次世代の天竜が目覚めたこと、お喜び申し上げます」って言ってるよー』




　シロが翻訳してくれる。




『「王家の者がご主人様の配下になったことをお喜び申し上げます。それによって……この世界を縛る古き呪いは……いつか解けるでしょう」……だって』

「古き呪い？」

『シロには、よくわかんないなー』

『天竜の腕輪』から、なんだか困ったような声が聞こえた。

『それと、ここから北に、古い古戦場があるから気をつけてって言ってるよ。おとーさんが昨日言ってた場所かな？　浄化できるならして欲しいって』

「それは別に構わないけど……そっか『白い人』は消えかけてるのか」

　僕はセシルとリタ、カトラスの方を見た。

「また、あの白い人がいましたよ。ナギさま」

「え？　シロちゃんの大人バージョン？　見たいっ！」

「不思議な人がいるものですな。ボクに語りかけておりました」

　セシルとカトラスには『白い人』が見えてた。リタには見えてないのに。

　でも、カトラスは『古き血』を持ってない。

　その彼女にも『白い人』が見えたってことは、王家も竜に関係してるのか……？

『おとーさん。天竜の翼は、シロにスキルをくれたよー』

　腕輪から、シロの声が聞こえてくる。

『これでシロはもっと、おとーさんの役に立てるよ』




『れびてーしょん』

　シロが『天竜の翼』と接触したことで発現したスキル。

　腕輪を装備している者の周囲に、浮遊フィールドを作り出すことができる。

　速度は遅いが、前後左右に移動することも可能。




「浮遊能力か、すごいな。シロ」

『えへへー』

　腕輪をなでると、シロはうれしそうに笑った。

　ちょうどいい。黒騎士の願いを叶かなえるのに、このスキルを使わせてもらおう。




　そんなわけで。

　僕たちは一休みしてから、北にある古戦場『ヤケノガ原』に向かうことにしたのだった。








第16話「『能力交差スキル・クロツシング』と、帰らない帰り道」






『ヤケノガ原』




　聖女が去った時代に起きた戦争の跡地。

　多くの騎士が、名誉と宝物をめぐって争ったと言われる。

　うかつに踏み込むと死人に足をつかまれたり、ゴーストに攻撃される危険地帯でもある。

　まわりに浄化能力を持つ樹きが植えられ、森の中の空白地帯となっているが、未いまだに『呪われた地』として有名である。










『おおおおおおおおおおおおお』

『名誉を……新たなる戦いを……』

『まったく……最近の……若い者は……』




　重苦しい空気が、地上をただよってる。

　地面からは枯れ枝のような手が伸びて、通りかかる人の足をつかもうとしてる。

　ほんとに『呪われた地』って感じだ。

「……こんな場所で儀式をやったのか。引退騎士たち」

「たぶん、すごい鈍感なんだと思います」

「まともな神経だったら、こんなとこ近づかないわよ」

「…………」




「「「怖いねー」」」




　高さ数十メートルのところから地上を見下ろしながら、僕たちはため息をついた。

　ここからだと地面は遥はるか遠くに見える。森の中にぽっかり開いた空間『ヤケノガ原』は、航空写真で見る学校のグラウンドみたいだ。そこで半透明のゴーストと、死人たちがうごめいてる。

　あふれるアンデッドも、遠い地面も、いろんな意味で怖い。

『大丈夫だよ。おとーさん』

　左腕につけた『天竜の腕輪』から、シロの声がした。

『おとーさんたちが残留魔力を、たっぷり食べさせてくれたから、１週間くらいは浮いてられるよ。このまま生活だってできるかと！』

「それはさすがに精神が保たないと思うよ……シロ」

　僕たちが宙に浮いてるのは、シロのスキル『れびてーしょん』の効果だ。

『ヤケノガ原』は、足を踏み入れると死者に足を取られる。だったら浮いてればいい。

　だから僕たちは『ヤケノガ原』の直前で『れびてーしょん』を起動した。

『れびてーしょん』は僕たちの周囲に半透明の球体を作り出すことができる。それを浮遊させて、ゆっくりだけど、前後左右にも移動させられる。

　僕たちは球体に入ったまま高度数十メートルまで上昇して、そのままじわじわ横移動して、ここまで来たんだ。

　ゴーストも、ゾンビも、僕たちには気づいてない。

　というより、気づいたところで、この距離じゃなにもできないだろうな。

「今まで気づかなかったけど、僕は高いところは平気なのか……」

「そ、そそそそうなんですか。ナギさま……すごいです……」

「わ、私は怖くなんかないけどねっ」

「リタさん、ナギさまの胸に顔をくっつけてるじゃないですか」

「ナギが怖いかもしれないから、視界を塞ふさいでるだけだもん。自分の視界を塞いでるわけじゃないもん！」

「むー。だったらわたしはナギさまのお背中で視界を塞ぎます。えいっ！」

　リタは僕の胸に、セシルは背中に顔を押しつけてる。

　いいけど。ちょうど『合体』するつもりだったから。

「カトラスは平気？」

「いえ、あたくしはフィーンですわ。カトラスは気絶中です」

　……耐えられなかったんだね。

　森のところに残ってくれてもよかったのに。

「それじゃ、さっさと浄化して帰ろう」

　僕はセシルとリタに向かって、言った。

「アイネもイリスもラフィリアも……それに、レティシアも待ってるからね。ここからのクエストは、ただのおまけだ。失敗したら、そのまま帰ればいいんだからさ」

「はい！　ナギさま」「とりあえず、やってみましょ」

　セシルとリタが、僕に身を寄せてくる。

　それじゃ、作戦開始だ。










「発動『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ６』！」

　僕はセシルの胸に手を当てた。

「────んっ」

　彼女の胸の中央に『魔力の糸』をつないでいく。

　次はリタだ。リタは自分から、僕の手を握って、胸の中心に導いてくれる。

　同じように『魔力の糸』をつなげば、準備完了だ。




「起動──『能力交差スキル・クロツシング』！」




　僕はスキルを起動する。

　このスキルの使い方は難しくない。スキル同士を『魔力の糸』でつなぐだけだ。

　一度でも『能力再構築』で再構築したスキルは、二度と再構築はできない。概念を移動させることができなくなるからだ。

　だけどこのスキルは一時的に、チートスキルの『概念』だけを『模倣エミユレート』して、利用することができるんだ。

「いくよ。セシル、リタ」

「は、はぃ」「だ、だいじょぶ」

　僕は『能力再構築』のウィンドウにセシルの『古代語詠唱』と、リタの『神聖力掌しよう握あく』を呼び出した。




『古代語詠唱ＬＶ１』

『呪文』を『詳しく』『唱える』スキル




『神聖力掌握ＬＶ１』

『所有者』の『神聖力』に『気づく』スキル




『概念』は動かさない。ただ『つなぐ』だけだ。

　ふたつのスキルの間を交差するように『魔力の糸』でつないで、擬似的に新しい効果を作り出す。それが、このスキルの効果だ。

「……ナギさま……わたし…………なんだか……むね……おっきくなった……ような」

「……わ、私も…………セシルちゃんの……視界……見えるみたい……」

　セシルとリタが、僕を見た。

　ふたりとも真っ赤な顔で、不思議な感覚にとまどってるみたいだった。

「わたしと、リタさんが」「私と──セシルちゃんが」「ひとつの」「かんかくがあわさって」「ふたりでどうじに」「ナギ……ナギさまに」「だきしめられてる」「みたいで」

「……同時に？」

　思わず挙げた手が、セシルの首筋に当たる。すると──

「ひゃぅっ!?」「あぅぅん!?」

　セシルとリタが、同時に声をあげた。

　ふたりとも、びっくりしたみたいに顔を見合わせてる。

「こ、これって」「感覚が、倍になってるの？」

「ふたりぶんの」「ナギに触れられた感触が、いっきに」

　僕は、セシルとリタのスキルを『魔力の糸』で結んでる。

　そのせいでセシルとリタは、互いの身体からだが重なり合ってるって感じてるみたいだ。

「痛みは？　あと、熱とか、心臓の鼓動が速くなってるとか、手足のしびれとかは？」

「そ、それは大丈夫、です」

　セシルは褐色の肌を真っ赤にして、とろん、とした目で、答えてくれる。

「た、ただ……その、なんというか、ナギさまに触れていただいた幸せが、２倍になって伝わって来るというか……」

「ふたりぶんの『じんじん』が伝わってくるみたい……」

　僕はセシルとリタのスキルの『概念』を魔力の糸でつないだ。

「……これで、いけるか？」

　２人のスキルの概念は、通常状態ではこうなってる。




『古代語詠唱ＬＶ１』

『呪文』を『詳しく』『唱える』スキル




『神聖力掌握ＬＶ１』

『所有者』の『神聖力』に『気づく』スキル




　これに『魔力の糸』を次の順番で結んでいく。




『所有者』─『呪文』─『神聖力』─『詳しく』─『唱える』─『気づく』




　うん、たぶん。これでいい。




（──『適用する』）




　頭の中でそうつぶやくと、スキル『能力交差』から新しくウィンドウが生まれた。

　そこに『魔力の糸』でつないだ順番で、ふたつのスキルの概念が表示されていく。




『所有者』─『呪文』─『神聖力』─『詳しく』─『唱える』─『気づく』




「…………わたしにもわかります。ナギさまと、リタさんと……わたしが繫つながってるの、感じます。魔力とスキルが合わさって……そこから……なにか」

「うん。ナギとセシルちゃんと私から……生まれてこようとしてるものがある……なにこれ!?」




　繫がったセシルとリタの間で、ウィンドウの文字が変化していく。

　ただ、並んでるだけだった『概念』の間を言葉が埋めて──




　──６つの概念を持つスキルが『模倣エミユレート』された──




『古こ代だい語ご、神しん聖せい力りよく魔法詠唱』

『所有者』の『呪文』を『神聖力』で『詳しく』『唱える』ことに『気づく』スキル




　ソウマ＝ナギの『能力交差』により擬似的に生み出されたスキル。

　セシル＝ファロットの魔法を、リタ＝メルフェウスの『神聖力』で発動することができるようになる。

　これによって発動した魔法は『火球フアイアボール』だろうと『炎の壁フレイムウオール』だろうと、浄化の力を帯びたものに変わる。

　使用回数制限：１回のみ。

　使用直後に『古代語、神聖力魔法詠唱』は元のスキルに戻る。

『能力交差』は消滅し、一定時間後に復活する。




『能力交差』は『スキル合体エミュレーター』だ。

　２つのスキルを組み合わせて、一時的に６概念のチートスキルを作り出すことができる。

　もちろん連続使用はできない。１回こっきりで、並べた概念がちゃんとスキルにできないと砕け散って、使用回数だけ消費するっていうトンデモ能力でもある。

「それでは、詠唱を開始します」

　セシルは僕の手を取り、宣言した。

「二度と変態騎士に出会わないように、ちゃんと浄化するもん」

　リタは僕の左手を握る。僕を挟んで、セシルとリタは繫がった状態だ。




「『この世界の慈悲ある女神の力を呼び覚ます。万物を愛めで、人々の導きとなるもの。迷いを追い払い、光のものは光へ、闇のものは闇へ。正しい道を示す希望となりしもの──』」

「────私の力──受け取って、ナギ──セシルちゃん」




　リタの手のひらを通して、僕の方へ『神聖力』が流れ込んでくる。

　それは僕の身体をバイパスして、セシルの中へ。そのたびセシルが、びくん、と震える。僕の身体と『古代語、神聖力魔法詠唱』スキルが、セシルと『神聖力』を適合させてる。『神聖力』が、セシルの言葉とまざりあい、魔法に変わっていく。




「『清浄を告げ、天を巡りしものの姿を借りて降り注ぐ』」

「『神聖なる力のもとに』」




　セシルの詠唱に、リタが唱和をはじめる。




「『たたえよ。その慈悲を生命はたたえよ……』」

「『慈悲は万物に。人にもデミヒューマンにもちっちゃな子にも』」




　詠唱はセシルの仕事で、リタの仕事は『神聖力』の供給だ。

　リタから流れ込んでくるものは、僕を通ってセシルの中へ。

　セシルは細い腕を広げてる。まるで世界を包み込むように。




『オオオオオオオオオォ』




　地上でアンデッドたちが騒ぎ出す。

　だけど、奴らの手はここには届かない。

　絶対安全な地点から、僕たちは浄化魔法を発動させる。




「『古代の言語によりて願う』！」

「『慈悲なる女神の名のもとに！』」







「「発動！　神聖古代語魔法！　『神聖浄化光輪ホリーハイロウ』[image: ]」







　次の瞬間──光が、地上に満ちた。

　正確には銀色の粒子を帯びた──神聖力で作られた、光の輪が。




『オオオォォォォアアアアアアア!!』



















　光の輪が、アンデッドたちを包み込んでいく。




『アアアアアアアアアア………………アア、ァ……』




　アンデッドの群れ──茶色と白の波が──欠けていく。

　まるで端から、見えない巨人にかじりとられているように。

　茶色い部分はゾンビだろう。そのへんは、ぼろぼろと崩れて、土とまざってわからなくなる。白いところはスケルトンだ。ゴーストは最初の一撃で完全消滅したみたいだ。もともと半透明だからわかりにくいけど、もう、動いてる部分はどこにもない。

　それでも『神聖浄化光輪』は、まだアンデッドを探してるみたいに、地上でぐるぐると回転を続け──




　やがて、空へとのぼりはじめた。

　ゆっくりと。地上から、僕たちの目の前を通り過ぎて、空へ。




　そして、ぱちん、と弾けて、消えた。




　それが『神聖浄化光輪』の、効果の終わりだった。










　僕たちは、アンデッドがすべて消えたのを確認してから、地上に降りた。

　土地は完全に浄化した。もう、ここで儀式をやっても、騎士ゴーストが現れることはないはずだ。

「結局、『天竜の翼』からはじまって、『天竜の翼』で終わった旅だったな」

『白い人』に依頼された土地の浄化は完了して、僕たちは古い祭壇の前に立ってる。

　ここが怪しい儀式が行われてた場所のようだ。石造りの四阿あずまやで、中央には魔法陣が描いてある。けど、それも消えかけだ。さっきの『神聖浄化光輪』で、きれいに浄化されちゃってる。

　ここから森までは、石畳の細い道が続いている。よく見ると道の横には、丸い石をはめ込むようなくぼみがある。まわりにあるのは、墓地なんかによく使われる魔ま除よけの護符だ。魔力の源をはめこんで呪文を唱えると、通路にゴーストが近づけなくなる仕掛けらしい。

「よくまぁ、こんな大がかりなものを作ったよな……」

「騎士の団体は、王都でも力のある集団だと、母さまが言っておりました」

　僕の疑問に、フィーンが答えをくれる。

「貴族にやとわれ、それぞれの領地で戦う騎士となれば、人脈も広いものです。その集団ともなれば、下級貴族ていどの力は持っているのでしょうね」

「だったらもっと有益なことに使えばいいのに」

「『大きくなった組織は、人を超えた意思を持つ』──って、聞いたことがあります」

　不意に、セシルがつぶやいた。

「わたしが……お父さんとお母さんに言われた言葉です。小さいころ『どうして魔族はほろぼされたの？』って聞いたときに」

「セシルのお父さんと、お母さんが？」

「はい。『大きくなった組織は、人を超えた意思を持つ。その組織のえらいひとでも、制御ができなくなるくらい。たとえ、ひとりひとりは魔族を嫌ってなくても──』って」

「……ブラックな企業が生まれる理由もそれなのかな」

　そして、この世界にブラックなギルドが存在する理由も。

「そういえば、私がいた『イトゥルナ教団』もそんな感じだったわね」

「母さまは『その組織のトップになれば、父もカトラスを認めるでしょう。操られるのではなく、操る方になりなさい』と。でも……そんなものには意味がないのでしょうね」

　引退騎士ガルンガラは、騎士団体のやり方そのものを実行して、自滅した。

　でも、仮にガルンガラがいなくなってもこの祭壇は残り、儀式は別の人間が実行するだろう。

　だったら、そういう組織を動かしてる──中心にいるのは誰なんだろうな？

「……案外、からっぽだったりしてな」

　僕は四阿の隅にある、石碑に目を向けた。

　この『ヤケノガ原』で起きた戦いについて書いてある。いわゆる『記念碑』だ。

　ここで多くの騎士と兵士が戦争を行ったのは、デリリラさんの後の時代のこと。戦争の理由は諸説あって、今もはっきりしない。この土地を支配した者は王を超える力を得るという予言があったとか、姫君の愛を争って騎士同士が戦ったとか、この地にあった村を滅ぼそうとした貴族に、騎士が義憤を感じたとか、様々だ。

　本当のことはもうわからないのに、死にきれない人たちだけが、ここでずっともがいてた。

　まだ終わりじゃない。もっとなにかあるはず、って。

「……安らかに眠ってください」

　僕とセシル、リタ、フィーンは、そろって手を合わせた。

　さてと、この近くに『王家に関係するもの』があるはずだ。

　放っておくとカトラスとフィーンがいつまた狙われるかわからない。それに、王家に関係するものを確保しておけば、万一あっちと対立したときの切り札になるかもしれない。

　……やばそうなものだったら海に投げ込もう。

「セシルは『魔力探知』で、他より魔力が強い場所を探して。リタは周囲の警戒を。僕とフィーンは、変わったところがないか探そう」

「「「りょーかいです！」」」

　僕たちは手分けして探索を始めた。

　引退騎士ガルンガラと『ハイスペック・スリ軍団』はカトラスを探してた。その目的が『王の血』なら、それに関係するものがあるはずだ。

「……王家に、関係するものか」

　僕は『意識共有マインドリンケージ・改』を起動。

『スクリーンショット』で撮影した『王家のコイン』の画像を呼び出す。

　３つ、並べてみる。ひとつはスリが持ってたもの。ふたつめはカトラスが見せてくれたレプリカ。最後のひとつは、フィーンが見せてくれたものだ。

　３つとも似てるけど、微妙な違いがある。

「文字が……彫ってある？」

　スリ軍団のコインとフィーンのコインには文字が彫ってある。

　今まで気づかなかったのは、それが左右反転の鏡文字になってたからだ。『意識共有・改』のウィンドウに映し出して、裏側から見るとはっきりとわかる。

「『それは成果であり罪である。王家が背負いし、はじまりの勇者が行った冒険の』……か」

　……どういう意味だろう。

　勇者といえば『来訪者』のことだ。

　はじまりの勇者……か。

　今まで考えたこともなかったけど、異世界人の召喚って、いつから行われてるんだろう。魔族の残留思念アシュタルテーは『来訪者』のことを知っていた。アシュタルテーは過去の魔族の意思の集合体だった。それが『来訪者』の存在を知っていたということは……。

「ずっと昔から、異世界人の召喚が行われていたのか……」

　……機会があったら調べてみよう。

　この世界がどうしてこんなにブラックなのか、謎を解く手がかりになるかもしれない。

「ナギさま！　魔力の強い場所を見つけました！」

「あるじどの！　怪しい文字が書かれている場所があります！」

　振り返ると、セシルとフィーンが同じ場所を指さしてた。

　そこには、薄く、文字が彫られていた。

「『それは成果であり罪である』か」

「「一目でわかるんですか!?」」

　そりゃさっき見たからね。

　祭壇の隅にある、石畳。

　隙間から草が生えた四角い石の上に、『王家のコイン』と同じ文字が刻まれてる。

　鏡文字になってるから、普通の人には石についた傷くらいにしか見えないだろう。セシルの『魔力探知』で見つけて、さらに『王家のコイン』を見て、はじめてこれが王家に関わるものだってわかる。そういうシステムになってるようだ。

「セシル。『魔力探知』で、仕掛けがないか調べてみて」

「……床の石そのものには、魔力はないようです」

　少し考えてから、セシルは答えた。

「でも、その下から不思議な魔力を感じます。なにか特殊なアイテムがあるのかもしれません」

「やっぱり、石を外してみるしかないか」

　僕は文字が彫られた石に触れた。まわりには雑草が生い茂ってる。それを抜くと、指が入るくらいの隙間が現れた。そこに指を差し込んで力を入れてみると……動いた。意外と軽い。

　念のためシロのスキル『しーるど』をいつでも発動できるようにしてから、と。

「セシルとカトラスは離れてて」

　僕はゆっくりと、床の石を持ち上げた。緊張してたけど、トラップはなし。

　石の下には、小さめのカバンが入るような穴が空いてる。

　そこに収められていたのは──銀色の箱だった。

　形は長方形。箱のまわりに巻き付いてるのは……蔦か？　いや、元々そういうデザインみたいだ。箱の上半分が蓋になってる。セシルが魔力を感じたってことは、これはマジックアイテムか……？

「……『神代器物アーテイフアクト』」

　不意に、フィーンが口を開いた。

「アーティファクト？　『バルァルの鎧』の親戚か？」

「ええ、低級ですが、これは古代に作られたマジックアイテムです、あたくしの『即時神代器物掌アーテイフアクト・ルー握ラー』が反応していますもの」

　僕の言葉に、フィーンはうなずいた。

「そして、我が養父──いえ、引退騎士のガルンガラはカトラスをここに連れてくるつもりだった。ということは、これは『王家の血』に関わるもののはず」

「そっか、王家の人には『神代器物適性』があるんだっけ」

　前にフィーンが教えてくれたっけ。王家の血を引く者には、時折そういうスキルが目覚めることがあるって。

　元々の『神代器物適性』は10分間、アーティファクトに触れることで、それを支配することができる。引退騎士のガルンガラがカトラスを狙っていた理由もそれなら、話は通る。王家の人間すべてがあのスキルを持ってるわけじゃないけど、国王の直系なら、十分に可能性はあるからね。

「開けてみてもよろしいですか、あるじどの」

「いいよ。ただ、十分に気をつけて」

「……ここまで連れてきていただいたことに感謝いたします。あるじどの」

　フィーンは僕に向かって、深々と頭を下げた。

「これはあたくしとカトラスにとって、宿命のようなもの。あるじどののおかげで、義父がどうしてあたくしを必要としたのか、生まれてきた意味とはなにか、知ることができます。だから──」

　すぅ、と息を吸い込んでから、フィーンは箱に手を伸ばした。

　真っ白な指が、箱に触れる──直前。

　箱の表面を飾っていた蔦が、動いた。

「フィーンっ！」

　僕はフィーンの肩をつかんで引き寄せた。同時にシロのスキル『しーるど』を展開。きんっ、と堅い音がして、半透明の盾がなにかの攻撃をはじき返す。

「────っ!?」

　短い悲鳴とともに、フィーンの手から、血の滴が飛んだ。

　僕が『シールド』を展開するより一瞬早く、銀色の蔦が彼女の手のひらを斬っていたんだ。

「フィーン、大丈夫か!?」

「だ、大丈夫ですわよ。かすり傷です。でも……今のは？」

「見てください！　ナギさま……フィーンさん」

　セシルが叫んだ。

「……箱が血を……吸い取ってます……」

　僕にも見えた。鳥肌が立った。

　箱から伸びた銀色の蔦が、地面を這いずっていた。さっき、フィーンの手を切った奴だ。箱の表面を飾っていた無数の蔦が触手のようにうごめき、フィーンの血を吸ってる。

　ぎぎ、と、音がした。

　フィーンの血を数滴吸った箱の蓋が、わずかに開いた。

　ほんの少し。コピー用紙だって通らないくらいの隙間だけれど。

「……まさかこの箱……『王家の血』を吸って開くのか？」

「正解ですわ。あるじどの」

　フィーンが手のひらを押さえながら、言った。

「蔦があたくしに触れたときに、少しだけ情報が流れ込んできました。この箱は『王家の血』を吸い続けることで、蓋が開いていくのです。この箱には鍵穴も錠前もない。『王家の血』こそが、この箱を開く唯一の鍵なのです。必要な量はおそらく……身体を流れる血の３割ほど」

　はじめてだった。

　いつも健気にカトラスをサポートし続けてきた彼女が、泣きそうな顔をしていた。

「これが、箱を開けるためにあたくしたちが必要とされた理由。この場に必要だったのは『王家の血』。傷つけても構わない王家の者。鍵として使える姫君であれば、誰でもよかった。そして義父──いえ、引退騎士のガルンガラは、あたくしたちの使い方を知ろうとさえ……しなかった」

「もういいよ。フィーン」

　セシルがきれいな布を渡してくれたから、僕はそれをフィーンの傷口に巻き付けた。

「ひとつだけ教えて。フィーンがこの箱を支配したら、二度と使い物にならないようにできる？」

「バラバラにしてみせますわ」

　フィーンは涙のにじんだ目をぬぐって、笑った。

「あたくしもカトラスも……いい加減に頭にきました！　あたくしたちと同じ目に遭うものがないように、こんな箱は永遠に葬り去ってみせましょう！」

「わかった。聞こえたか？　リタ」

「もちろんっ！」

　振り返ると、セシルの隣にリタが立っていた。

　フィーンの悲鳴を聞いて駆けつけて来たんだ。リタ、ちっちゃい子のピンチには敏感だからね。

「こんな箱、僕たちの敵じゃない。さっさとぶっこわそう」

「「「了解！」」」

　僕たちがそう言った瞬間、箱が怯えるように震えた。

　でも、関係ない。攻略法は考えた。

　僕はシロの『しーるど』を展開。半透明の『円形の盾』で箱が入ってる穴に蓋をする。

　蔦は出口を求めて、穴と盾の隙間から這い出してくる。そっちはリタが『神聖力』の拳で払いのける。あとは『しーるど』を箱に近づけていくだけ。十秒もかからない。

　フィーンの指が箱に触れそうなくらい近づいたら、『しーるど』を一時解除。それだけだ。




「発動！　『即時神代器物掌握アーテイフアクト・ルーラー』!!」




　ぼんっ。




　箱がバラバラになった。

　蓋も、蔦も、箱本体も。

「……手間はかかりましたけど、たいしたことなかったですわね」

　フィーンは自分の手のひらを見つめながら、ため息をついた。

「……なんだよ、これ」

　僕は、飛び散った箱の蓋の裏側を見ていた。この世界の文字が彫ってあったからだ。

　そこに書かれていた文章から、目が離せなくなってた。




『この箱を開くのは王家にとって不要な者であるべし。

　ゆえに、代々の王家は「扱いやすい予備の血」を残すべし。

　箱を開くという栄光ある役目を果たした者の名は、残すべからず』




「……っ！」

　気がつくと、僕は拳を握りしめてた。

　フィーンの言った通りだ。この箱は僕たちにとってはどうってことない。フィーンの『即時神代器物掌握』なら一瞬で箱を支配できる。シロの『しーるど』がなくてもかすり傷程度で済んでた。

　でも……引退騎士のガルンガラがそんなことを知るはずがない。

　あいつがカトラスをここに連れてきて、箱を開けさせるつもりだったとしたら──時間をかけて『神代器物適性』を使うか、『王家の血』で開けるかだ。どっちにしてもカトラスは取り返しのつかないダメージを負っていた。

　でも、あいつはただ命令された通り──自分の子どもをここに連れて来ようとしてた。ここになにがあるのか、カトラスがどんな目に遭うのか、知ろうとさえしなかった。

「……最低だな」

　吐き気がした。

　引退騎士ガルンガラは言ってた。「我が娘に役に立ってもらいたかった」「そうすればあの子も生まれてきた意味がある」って。それがこれだ。『王家の血』を使って、隠されていたものを取り出す。ただそれだけの。

「……一度でも引き取ったなら、自分の子どもだろうが！　道具扱いしてんじゃねぇよ!!」

「……ナギさま」「……あるじどの」

「自分の子どもなら、守ってやるのが普通だろ!?　子どもがなにを考えてるのかとか、悩んでるのかとか、全く興味がないのか？　王家だってそうだ。『扱いやすい予備の血』って何だよ!?　カトラスとフィーンをなんだと思ってんだ!?　子どもはただの『血』で『道具』でしかないってのか!?　この世界でもこんなことやってるのかよ!?」

　……はっ。

　気がつくと、セシルとフィーンが、目を見開いて僕を見てた。

「ごめん……ちょっと、昔のことを思い出しちゃってた」

　いきなり叫んだらびっくりするよな。

　それに、今、つらいのはフィーンの方なのに。

「あたくしもカトラスも……あるじどのが父親だったらよかったのに……」

　フィーンは涙をぬぐいながら、笑ってた。

「あるじどののお子さんと……そのお母さまはきっと、幸せになれますわね」

「ありがとうございます」

「どうしてセシルどのがお礼を!?」

　フィーンがびっくりしてる。

「す、すいません……つい」

「つい？」

「えっと、えとえと。つまりわたしは、こういうことで怒ってくださるナギさまが大好きで……ナギさまのお子さんは幸せで、そのお母さんも幸せでって話で。だから、わたしは幸せで……」

「その話は後でね。セシル」

　僕は、あわあわしてるセシルの頭をなでた。

　フィーンは察しがついたのか、不思議なくらいいい笑顔になってる。リタなんか、お腹を抱えて笑ってるし。まったく。

「さてと、さっさと中身を確かめて帰ろうか」

　僕たちは箱の中に入っていたものをのぞき込んだ。

　そこにあったのは──




「これは……レリーフか？」




　箱の中には２つの物が入っていたようだ。

　ひとつは、銅の板で作られた、精巧なレリーフ。

　もうひとつは、丸まった状態のスクロールだった。




　レリーフに描かれているのは、英雄の絵だった。

　翼のない竜が地面でのたうちまわっていて、剣を持った英雄がそれを討伐している。下の方に文字が彫ってある。『最初に召喚された勇者の記録。悪竜をほふり、王と共に世界を治める法を作った』──いつごろのものかはわからないけど、そういうことがあったらしい。

　……どうしてこれが封印されてたんだろう。

「セシル、そっちのスクロールを開けてみて」

「はい。ナギさま」

　セシルはスクロールを丸めてた紐をほどいて、開いた。

　赤い目で中身を見てる。なぜか、その手が震え出す。

「どしたの、セシル」

「これは……異世界への門を開く魔法です……」

　異世界への門を開く、魔法？

「ここには前半部分しかありませんけど……術式を見るとわかります。膨大な魔力と触媒を使って、別の世界への門を開くためのものです。後半部分が手に入れば……もしかしたら」

　セシルが僕の方を見た。

　顔が真っ青だった。赤い目に、涙がにじんでた。

「ナギさまのいた世界への門を開くことも……できるかもしれません」

　セシルは震える声で説明してくれる。

　このスクロールを起動するのに必要なアイテムのこと。必要な魔力は、僕の『魔力の糸』を使って奴隷のみんなと繫がれば供給できること。スクロールの後半さえ手に入れば、間違いなく異世界への門を開けることを。

「そっか」

　セシルの言葉を聞きながら、僕は色々と思い出していた。

　元の世界のことと、この世界に来てからのことを──ぼんやりと。

　セシルとリタとカトラスは、じっと僕を見てる。レギィは魔剣状態のまま、小さく震えてる。右腕が熱いのは『天竜の腕輪』を使ったからだ。シロも今の話を聞いたかな。

　アイネとイリスとラフィリアは、港町の屋敷にいるのかな。そういえばレティシアも合流したんだっけ。みんな、僕たちが帰るのを待ってるだろうな。レティシアとシロとカトラスは初対面だ。帰ったら自己紹介だな。みんなでテーブルを囲んで、晩ご飯を食べながら。

　──この世界で見つけた家族と一緒に、僕の家で──。

「……なるほど。確かにこのスクロールは燃やしてもいいな」

　僕は言った。

「いや……それはもったいないか。全体が手に入れば王家との交渉にも使えるし、元の世界に帰りたがってる来訪者に譲るって手もある。これはとりあえず、セシルが持ってて。アイネと合流したら、収納スキル『お姉ちゃんの宝箱』に入れてもらおう。なくさないように」

「ナギさまナギさま！」

「なんだよセシル」

「い、いいんですか？　これがあれば、元の世界に帰れるかもしれないんですよ」

　セシルが僕の服をつかんだ。

　空いた手で、自分の首輪に触れてる。ときどき、あふれ出す涙をぬぐってる。

　リタも、不安そうに僕を見てる。獣耳をぱたぱたさせて、じっと、僕の言葉を待ってる。まるで今にも僕がいなくなるんじゃないか、って思ってるみたいに。

　フィーンだって、両手を祈るように組み合わせてこっちを見てる。

「元の世界に帰る気は、もう、ないよ」

　口に出した言葉を、僕は頭の中で繰り返してみる。

　うん、まったく違和感ないな。迷いも、後悔も、どこにもない。

「さっき決めたんだ。僕はもう、元の世界には戻らない」

「さっきですか!?」

「うん。みんなの顔を見てたら、自分がこれからどうしたいのか、はっきりとわかったんだ」

　セシルもリタも、フィーンも、ぽかん、とした顔してる。

　最後の一押しをくれたのは、セシルとフィーンだ。

　カトラスの両親みたいに──いや、自分の両親みたいになりたくないって思ったら、すとん、と、覚悟が決まってしまった。前にセシルと……魔族の子孫を残すって約束しちゃったからね。

　それに、僕にとって大切なものは、この世界にあるから。

「僕が元の世界に行くことがあったとしたら、それは、みんなに僕の世界を見せたくなったときだ。『ソウマ＝ナギが生まれた世界への社員旅行』って感じかな。どっちにしても、また、この世界に戻ってくるよ」

　この世界にはみんながいる。家もある。仕事だって、こっちの世界では自分で選べる。

　元の世界に戻る理由は、もうどこにもない。

　それに……セシル、リタ、アイネとは『魂約エンゲージ』しちゃったからね。みんなを残して元の世界に戻って、いずれ転生して再会したとき「置いていきましたねー」なんて怒られるのはごめんだ。

「その『異世界への門を開くスクロール』は、ただの『珍しいアイテム』だよ。『それをすてるなんてとんでもない！』ってメッセージが出るものでもない。だから不安になる必要は──」

　僕がそこまで言ったとき──




「ナギさま──っ！」「ナギ──っ！」



















　セシルとリタが飛びついてきた。

　ふたりで、僕の背中に手を回して、ぎゅ、と抱きしめる。

「ふたりとも泣きすぎだよ。顔、ぐしゃぐしゃになってるよ？」

「だって、だってぇ……」

「ナギは異世界から無理矢理召喚されたんでしょ？　戻りたい……って言ったら、私、助けちゃうもん。ご主人様を助けるの、当たり前なんだもん」

　セシルとリタは涙声でつぶやいてる。

　僕は手を伸ばして、ふたりの頭をなでた。家族を泣かせるなんて、僕もまだまだ修行が足りない。フィーンは指をくわえて「出遅れました……」って、肩を落としてるし。

「さてと。それじゃ、この場をどうするか、だよな」

『白いギルド』からは、このスクロールを焼き捨てるように指示が出てた。

　証拠隠滅のためにも、同じ感じにしといた方がいいな。

　というわけで──




「いきます。古代語版『火球』!!」




　僕たちは施設ごと、セシルの古代語魔法『火球』で灰にすることにしたのだった。

　あとでこっそり「『天竜の翼』が最後の力で、呪われた地を浄化した」って噂うわさを流しておこう。










　そうして、長いようで短かった、僕たちの『社員旅行』は無事に終わり──










「「「たっだいまーっ!!」」」「お、お世話になるであります！」

「おかえりなさい。なぁくん！」「お疲れ様でした！　そしてはじめまして、カトラスさま、フィーンさま！」「お風ふ呂ろがわいてるから入ってくださいねぇ！　あたし、お背中を流しますよぅ!!」










　港町イルガファに帰った僕たちは、アイネとイリスとラフィリアの出迎えを受けたのだった。

　その日は久しぶりに、みんなで晩ご飯を食べて──順番にお風呂に入って──

　そして懸案だった部屋割を決めて（結局、２人１部へ屋やにした）──




　早々と、眠ることになったのだった。

　色々あって疲れたからか、みんなはすぐに寝付いたみたいだけど、僕は、




「──はじまりの勇者が倒した悪竜……か」




　天竜の痕こん跡せきを消そうとしていた『来訪者』。

　保養地に現れた、謎の眼球。聖女さまの見立てでは『魔竜の目玉』。

　黒騎士が言っていた『竜のような魔法使い』。

　そして『ヤケノガ原』に残っていた、伝説のレリーフ。




　もしかしたら、悪い竜のようなものが、まだこの世界にいて──

　それが『ブラックなギルド』と、なにかを企たくらんでいるのかもしれない。




　──そんな考えが頭の隅っこに残っていたせいで、なかなか寝付けなかったのだった。








番外編「リタとカトラスと、先輩奴ど隷れいのご指導」






「お話をお聞きしたいのであります！　リタ先せん輩ぱい!!」

「せ、せんぱい!?」

　戦闘の後で疲れたからもう一泊しようと決めて、一日ゆっくり休んだあとの、夕方。

　井戸で顔を洗っていたリタは、聞こえた声に思わず振り返った。

　後ろに、カトラスが立っていた。

　まぶしいものを見るような目で、じっとリタを見つめている。

「……カトラスちゃん。先輩って、私のこと？」

「はい。あるじどのにお仕えするにあたり、リタ先輩のお話をお聞きしたいのでありますよ」

「どうして？」

「奴隷として気をつけなければいけないことや、心構えがあると思うのです。そこで、あるじどのの自慢の奴隷であるリタどのにお聞きするのがいいのではないかと」

「自慢の奴隷……？」

　リタの心臓が、どくん、と跳ねた。

　──うそ。ナギ、私のことをそんなふうに……？

「で、でも、だったらセシルちゃんに聞いたほうがいいと思うわ。ナギの最初の奴隷なんだもん」

「セシルどのは『ナギさまの一番お役に立ってるのはリタさんですから』とおっしゃってました」

「セシルちゃんったら……もう」

「レギィさまは『獣人娘に話を聞いたほうが、面白い反応を引き出せるはずじゃ』とおっしゃってました」

「レギィちゃんったらあああああっ！　も────っ!!」

「そんなわけで、お聞きしてもいいでありますか？　リタどの」

「しょうがないなぁ……」

　リタは手早く顔を洗い、井戸のそばにある適当な石に腰掛ける。

　カトラスが隣の石に座るのを待って、リタは話をはじめた。

「それで、どんな話が聞きたいの？」

「そうでありますな……まずは……」

　カトラスは頰に指を当てて、首をかしげた。

「リタさまが、あるじどのの奴隷になったときのお話がいいであります！」

　カトラスの顔は真剣そのものだった。

　これはちゃんと応えなきゃ──そう思い、リタは胸に手を当てた。

「──私が、ナギと出会ったのは」

　記憶を引き出す。

　ナギと出会ったばかりの、できごとを──




　自分がまだ、イトゥルナ教団の神官長だったとき、馬車に乗ってきたナギを「外道」呼ばわりしたことを──

　はじめての再構築で恥ずかしい声をいっぱい出しちゃって、おまけに身体からだの制御がきかなくなって、獣人であることがばれちゃったこと──

　セシルちゃんとナギの背中を拭ふく権利を取り合って、裏技使って身体の前を拭く権利を手に入れたのはいいけど、そのせいでナギのにおいが大好きになってしまったこと──

　懐かしい思い出が頭の中をよぎって、リタは──




「…………私ちょっとナギにおしおきしてもらってくる」

「わぁっ。話の途中でどこに行かれるのでありますか!?」

「だって……」

　リタは涙目になっていた。

　ナギとの出会いを思い出しちゃったからだ。

　勝手な誤解をして、第一印象は最悪で、でも一緒に戦って仲良くなって──大好きになって──

　今は仲良くなってる。今の関係は、すごくいいと思う。

　でも、出会いは……もっといいやり方があったかもしれないのに……。

「そうよ。アイネの『記憶一掃』で、ナギに昔の思い出を忘れてもらって──ああっ！　でもそれだと大切な思い出も消えちゃう。どうしたら……どうしたらいいのーっ！」

「リタさま！　頭抱えて転がらないでください！　一体なにがーっ!?」

「はっ」

　そうだ、カトラスが一緒だった。

　いけないいけない。後輩の前で恥ずかしいところは見せられない。見せちゃったならごまかさないと。奴隷が無様な姿をさらして、ご主人様に恥をかかせるわけにはいかないのだ。

「で、出会いは……そうね、ナギと同じ馬車に乗ったのがきっかけね！」

「そ、そうでありますか」

「それから一緒に、人を守るために戦って、でも認めてもらえなくて……さまよっていたところをナギに助けてもらったの。以上よ！」

　リタは先輩っぽく胸を張って、言い終えた。

　おそるおそるカトラスの反応を窺うかがってみると──

「さ、さすがであります！」

　両目をきらきらさせながら聞きき惚ほれていた。

「リタさまはあるじどのと共に戦うことでわかりあったのでありますな！」

（──うわーん。ごめんなさいーっ！）

　リタは心の中で手を合わせる。

　噓うそは言っていない。言ってないのに心が痛い……。

「そ、それで、次はどんな話が聞きたいの？」

　これ以上つっこまれるのは危険そうなので、リタは慌てて話題を変えた。

「そ、そうでありますね。リタさまの武ぶ勇ゆう伝でんを！」

「武勇伝……」

　なるほど、カトラスちゃんはそういうの好きそう。

　それなら安全。えっと──

「私は前線での戦いと、偵察が担当よ」

「ならば参考になるお話をお聞きできるはずであります。ボクも前衛でありますから！」

「まずは……そうね。ナギは特に情報を大切にしているわね」

「戦術を立てるためでありますね？」

「そう。なるべく楽に戦えて、私たちが傷つかないようにしてるの」

　リタはふたたび、胸に手を当てた。

「私はそのナギの目的を助けるのがお仕事よ。たとえば──」

　これまでの戦いの記憶を引き出していく。

　自分とご主人様が協力して戦った、できごとを──




　温泉地で『偽魔族』と戦うために、奴やつの結界を破壊したこと。その後、スキルがじんじんして、ナギにいっぱいしてもらったことを──

『海竜の聖地』で、敵を捕らえるために『束縛歌唱』の激甘ラブソングを歌ったことを──

『完全獣化』を使ってオオカミの姿に変わり、山を一回りして安全確認をしたことを──

　その後、ナギと一緒に温泉に入って、着替えを忘れたことに気づいたことを──

　ナギの脱ぎたて上着と布で身体を隠したのはいいけれど、その優しさがうれしくて尻しつ尾ぽをぶんぶん振ったら、腰に巻いてた布が吹っ飛んで下半身がまるみえに──




「うっわあああああああわぅうううううううううううん!!　やりなおさせて、ナギ──っ!!」

「リ、リタさま。どこへ────っ!?　木の上にあるじどのはいないでありますよ!!」

　カトラスが呼んでるけど気にしない。

　リタは獣人の運動能力で、近くにあった木を垂直に駆け上がる。

　そのまま高い枝に腰掛けて、木の幹にしがみついて震え出す。

（も、もしかして私って……ナギに恥ずかしいところばっかり見られてる……？）

「うわ──────んっ」

「なんか申し訳なかったのであります！」

　木の下で、カトラスが深々と頭を下げている。

「そ、そうであります！　ここは気分を変えて、リタさまの能力を見せて欲しいのでありますよ！」

「……能力？」

「はいっ！」

　カトラスは指折り数え始める。

　歌唱能力、運動能力、神聖力、その他いろいろ。

　彼女にはリタから学びたいことがたくさんあるらしい。

「ぜひ、先輩として、その力の一端を見せていただきたいのであります……だめでしょうか……」

「そ、そういうことなら仕方ないわね！」

　しゅたっ、とリタは枝を蹴けった。

　宙返りしながら、きれいなフォームで地面に降り立つ。

「ソウマ＝ナギの奴隷の力、カトラスちゃんに見せてあげるわ」

「よろしくお願いするであります！」










「じゃあ、まずはリタさまの歌をお聴きしたいのでありますよ」

「いいけど。どうして最初に歌なの？」

「ボクが、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの騎士物語を聞くのが大好きだからなのです」

　２人がやってきたのは、村はずれ。

　魔物と盗賊除よけの壁があるところだ。

「あるじどのもセシルさまも、リタさまの歌はとってもきれいだとおっしゃっていました。だから、ぜひ聞いてみたいのでありますよ」

「しょ、しょうがないわね……」

　リタは左右を見回した。人の気配は、なし。もちろん魔物の気配もなし。

　村と外を隔てる石壁は、リタの身長の倍くらい。上にはひとはいないし、その向こうにも……うん、誰もいない。獣人の『気配察知』に引っかからないのは名うての盗賊くらいだけど、そんなの、都合良くいるわけないもんね。

「じゃあ、歌うわね？」

　リタは、すぅ、と深呼吸した。

　聞いてるのはカトラスだけ。他の人は誰もいない。

　じゃあ、素直な気持ちを歌えばいいかな──




　──そうして、リタは歌い始めた──




「ご主人様の瞳ひとみが好き　深い深い　黒い色

　吸い込まれそうな瞳に　私を映して

　ご主人様の手が好き　いつも優しい　あの方の手

　大きくて温かい手で　私に触れて

　ご主人様の声が好き　聞いてるだけでうれしい　あの方の声

　いつもじゃなくていいから　私を呼んで

　ご主人様のにおいが好き　肌にしみこんでくる　あの方の気配

　抱きしめられてるみたいで　私はいつも──」




「ぽ────────っ」

　気づくと、目の前にいるカトラスが、全身真っ赤になっていた。

　熱にうかされたようにうつろな目で、恥ずかしそうに口を押さえてる。

「はっ!?」

　リタは思わず我に返る。

　あれ？　あれれ？　思いつくままに歌っただけなのに、なんでこんなことに!?

　それに──『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイング』を発動しちゃってる？

　うそ。わたし、激甘ラブソングを歌うと、無意識にスキルを発動するように!?

　パーティメンバーのカトラスには効かないけど……他にひと、いないよね？　こんな恥ずかしい歌を聴いたひと、いないよね!?　ねっねっ[image: ]

「リタさまは……あるじどのが大好きなのでありますなぁ……」

「わうううううううっ。言わないでええええええっ!?」

　激甘ラブソングにのぼせたカトラスを横抱きにして、リタは急いでその場を離れたのだった。




　──数分後。見回り役の村人たちは……──




　小さな村にも、警備を担当する者はいる。

　若い男性が、持ち回りで朝と夕方と夜に、武器を持って外壁の外を見回るのだ。

　その日も、２人組の男性が、壁の向こうを見回っていたのだが──

「な、なんだ!?　怪しい男たちが倒れてるぞ!?」

「身体に魔力の鎖が巻き付いてる!?　拘束魔法か？」

「しかもこいつら……盗賊じゃねぇか」

「聞いたことがある。『気配遮断』スキルに長たけた、名うての盗賊団が村を荒らし回っているって」

　警護役の村人たちは、動けない男たちを見下ろしていた。

　男たちはみんな黒装束を身につけ、手にはダガーを持っている。ロープまで準備していたところを見ると、これから村へ盗みに入ろうとしていたのだろう。

　彼らは魔力の鎖で縛り上げられ、もがいている。一体、ここでなにがあったのか……。

「こんなことができるのは……もしかして、さっき到着した冒険者の方々か？」

「海竜の巫女みこにお仕えする方々が……？」

　村人たちはひそひそと話し合う。

　そうに違いない。他に考えられない。海竜の巫女にお仕えする方々が、村を守ってくれたのだ。それだけのことをしたのに、黙って去って行った。なんて奥ゆかしい方だろうか。

「とにかく、人を呼んでくる。お前はこいつらを見張っていてくれ」

　村人は走り出す。

　巫女に使える冒険者たちが黙っていて欲しいのならば、なにも言うまい。秘密にしておこう。

　ただ、恩返しはしておくべきだろう。村の誇りにかけて。

　そう考えながら、警備兵の詰め所に向かって走る村人さんなのだった。










「次は、リタどのの運動能力を見せて欲しいのであります！　木登りはいかがでしょうか」

　リタとカトラスがやってきたのは、村で一番高い樹きがある場所だった。

　ちょっと離れたところには小さなお墓がある。

　でも、別に墓地というわけではないようだ。木登りするくらいは許してもらえるだろう。

「リタどのの立体的な戦い方を、参考にしたいのであります！」

「そういう相手と戦う時のために？」

「それもありますが、ボクがそういう戦い方ができたら便利でありましょう？」

　一生懸命訴えてくるカトラス。

　かわいいなぁ、ってリタは思う。

　カトラスの身長は、セシルよりもちょっと高いくらい。手には『円形の盾ラウンドシールド』を持っている。それで敵の攻撃に耐えながら接近して、剣や『豪盾撃破シールドチヤージ』をぶつけるのが彼女の戦い方だ。

　それに上下の動きが加われば、敵の攻撃をよけやすくなる。

　もちろん、すぐにリタみたいなことができるわけじゃないけど、参考くらいにはなるだろう。

「わかったわ。じゃあ、ゆっくりやるから、見ててね」

　リタは大木を上りはじめた。

　本能のまま登るのは楽なんだけど、『ゆっくり』を意識しながらだと、ちょっと難しい。

　なるべくカトラスの参考になるように、できるだけ太い枝を選びながら登っていく。

「……あれ？」

　木の枝をつかんだとき、リタの指先になにかが触れた。

　黒い指輪だ。表面に、なにやら不吉な紋章が描かれている。リタがそれに手を伸ばすと──

　ぼしゅ、って、黒い煙が上がった。

（いけないいけない。手に『神聖力』を集中してたから、うっかり浄化しちゃった。でも、この指輪って一体なんだろう──）

「リ、リタどの────っ!!」

「カトラスちゃん!?」

　樹の下から悲鳴が聞こえて、リタは慌てて枝から飛び降りる。

　幹を蹴って身体からだをひねり、着地すると──目の前にゴーストがいた。

　半透明の、貴婦人の姿をしていた。

「……ゴ、ゴーストでありますよ……リタどの」

「わかってる。落ち着いて、カトラスちゃん……」

　刺激しない方がいい。消すことは、いつでもできる。

　騒ぎになったらナギに迷惑がかかる。そう思いながら、身構えるリタだったが──

『…………ありがとう……』

　貴婦人のゴーストは優しい笑みを浮かべて、頭を下げた。

「「え？」」

　ぽかーんと口を開けたリタとカトラスの前で、ゴーストは消えていった。

　リタは手の中にある指輪を見た。

　これが原因かもしれない。もしかしたら、悪いものなのかも。

　ナギのところに持っていくのは、やめた方がいいだろう。

「……ここに置いとけば大丈夫かな」

　リタは黒い指輪を、木の根元に置いた。

　それから近くにあるお墓に向かって手を合わせる。騒がせてすみませんでした、って。

「カトラスちゃん」

「はいっ」

「逃げましょう」

「了解であります！」

　リタとカトラスは、急いでその場を離れたのだった。




　──近くの屋敷で──




「お嬢様が目を覚まされました！　熱も下がっています。旦だん那な様──っ!!」

　屋敷のメイドは声を上げた。

　聞きつけた屋敷の主人が走ってくる。

　彼は、この村を拠点とする商人だった。

　彼が妻を病で亡くしたのは１ヶ月前。それから、娘まで同じ病にかかってしまった。

　神官に聞いたところ、魔法のアイテムによる影響ではないかという話だった。

　そういえば妻は生前、謎の物売りから指輪を買ったと言っていた。

　それが病の原因かもしれないが、その指輪はどこにいったかわからない。おてんばな妻が木登りをしていたときに無くなってしまったらしい。

　あれに『神聖なる力』をぶつければ解呪できるそうなのだが……当の指輪がなくては……。

「お父さま！」

「おお、娘よ！」

「夢の中にお母さまが現れました。呪いは解けた。樹の下に指輪があるから破壊してしまいなさい、って」

　言われるままに屋敷を飛び出した彼は、樹の下に黒い指輪を見つけた。

　間違いない。これが呪いの指輪だ。一体誰が……私たちを助けてくれたのか……。

「……もしかしたら、海竜ケルカトルさまの加護だろうか……」

　そういえば、この町には『海竜の巫女』とその護衛の方が来ているはずだ。

　まさか、そのおかげで祝福が……？

　わからない。確かなのは、娘が救われたことだけだ。

「……ありがとうございます……ありがとう」

　彼は膝ひざをつき、ただ涙を流すばかりであった……。










　リタは落ち込んでいた。

　せっかくカトラスが『先輩』って呼んでくれてるのに、ぜんぜんかっこいいところを見せてない。

「……汚名返上しないとね」

　リタとカトラスがやってきたのは、村の端にある小さな湖だった。

　ここは外と川でつながっていて、魚釣りにも使われているらしい。

「今からカトラスちゃんに、私の『水上歩行』を見せてあげるわ」

「おおっ！　リタさまにはそんな力があるのでありますか!?」

「うん。私の『神聖力掌握』を足先に集中すると、水面に数秒、立つことができるの。身体が沈む前に素早く移動すれば、そのまま水面を歩けるってわけ」

　これは最近、ナギと一緒に開発した技だ。

　ナギの世界には、武術の達人が『気の力』で水面を歩くという伝説があるらしい。もしかしたら『神聖力』でも似たようなことができるかもしれないと思って、やってみたらできたのだ。

　まだ実験段階で、実戦には使えそうもないのだけれど。

「この技があれば、海から敵を攻めることもできるわ。カトラスちゃんと２人で、敵を挟み撃ちにしたり、って戦い方もありでしょ!?」

「すごいであります。ぜひともお見せくださいであります！」

「それじゃ……とぅっ！」

　リタは地面を蹴けってジャンプ。

　つま先に『神聖力』を集中させ、水面でまっすぐに立つ。

　そのまま左右に、つつっ、つつつっ、っと移動。まるで地上を歩くかのような動きに、カトラスが思わず手を叩たたく。

「おー。おー。おおおおおおおっ!!」

「や、やだなぁ。感心しすぎよ、カトラスちゃん」

「びっくりでありますよ、リタどの。こんな力を持つ方は、歴史上の騎士にもいないのであります」

「これは、ご主人様がくれた力だもん」

　リタは祈るように手を合わせ、目を閉じてつぶやく。

　心の中でナギに語りかけるように──

「ご主人様は、私に新しい力の使い方を教えてくれたの。ううん、それだけじゃないわね。ナギはいつも、私に新しい世界を見せてくれるし、新しい私を見つけ出してくれるの」

「……リタどの」

「ナギのことを考えるだけで、私はいつも幸せになれるの。私の力も、心も、身体も、すべてナギに捧ささげるって決めてる。それが獣人の忠誠心で、女の子としての、想おもいのかたちなんだから」

「リタどのは、あるじどのが大好きなのでありますなぁ」

「……うんっ！」

　リタは金色の髪をなびかせて、うなずいた。

　ごまかすのはあきらめた。

　カトラスちゃんは仲間で、恥ずかしいとこも見られちゃったから。

　尊敬してもらえないのはしょうがないけど、大切な想いをごまかすのは駄目だもん。

「ナギは世界で一番大切な人よ。ずっとそばにいたい人で、ご主人様で『魂約者』。そして、私も本当は……セシルちゃんが願ってるように、ナギとこど──」

「あれ？　リタとカトラス、こんなところにいたんだ？」

「────っ!?」

　突然、ご主人様の声が、リタの耳に届いた。

　集中が切れた。




　どぼん。




『神聖力』の水上歩行能力を失ったリタは、そのまま水の中に。あわてたナギと、カトラスの声が聞こえて、誰かが水に飛び込んでくる音がして──それから。










「──リタ！　大丈夫か？　リタ？」

「……ナギ？」

　水の中にいたのは、ほんの十数秒。水は飲んでない。

　自分でナギの腕をつかんでたし、半分、自力で池から這はい上がってきた。

　ぼーっとしてるのはさっき歌った激甘ラブソングの後遺症と、ナギ好き好きを語ってしまったから。でもって水にそのまま落っこちてしまったもんだから、頭が少し混乱してる。

「……水は飲んでないな。意識も、ある、と。人工呼吸は……」

「じんこうこきゅう……？」

　こっちの世界にもそういうのはある。

　おぼれた人に水を吐かせて、息を吹き込むものだ。

　リタは水は飲んでない。でも、ご主人様は心配してる。いけないいけない。奴ど隷れいが、ご主人様に手間をかけさせるわけにはいかない。人工呼吸……どうするんだっけ。自分でやろう。まずはあごをあげて、気道を確保して、それから──

「……あれ？　リタ」

　ちゅっ

「（ふ────っ）」

　奴隷が、ご主人様に手間をかけさせるわけにはいかない。

　だからリタは自分でナギに口づけて、思い切り息を吹き込んだ。

「あ、あの。リタ？」

「あわわ……リ、リタどの……」

　ご主人様が目を見開いてる。カトラスがびっくりしてる。

　あ、驚かせちゃったぁ。もうちょっと自分が元気だって、ちゃんと伝えないと。

「あの、リタ。意識はあるのはわかったからむ──っ」

「（ふ────っ）」

　唇を離して、息を吸い込んでから、ナギと唇を合わせて、息を吹き込んで。
















　なんか手順が違うような気がしたけど、吹き込んだ息はナギの呼吸とまざりあい、あふれだし、リタの頰をなでていくけど──

　それでもリタは「元気なことを示すための『さかさま人工呼吸』」を繰り返して──




　我に返ったあと『突っつかれたら赤面する記憶トラウマ』が増えたことに気づいて、「わぅ────」と、頭を抱えてごろごろ転がることになったのだった。










「それじゃ、お世話になりました」

「いえいえ！　ありがとうございました────っ！」

　次の日。

　ナギたちが出発しようとしたら、なぜか宿屋の人以外の村人が見送りに来た。

　みんな知らない人たちだ。なぜか涙を流している親子連れまでいる。

　さらに宿代は無料。旅の間のお弁当つきというサービスっぷりだった。

「……どうしてこうなったんだろう」

「わからないであります。リタどのは心当たりは……？」

「わぅうううううう」

　リタは馬車の隅で、ちっちゃくなって震えるだけ。

「は、早く出発したいもん。この村、恥ずかしい記憶ばっかりなんだもんっ」

「「「「「また来てくださいね──！」」」」」

「ごめんなさい。もう来ないもん────っ」

　人知れず村を救ったことなんかに、気づくこともなく。

　尻しつ尾ぽをふるふる揺らしながら、リタは馬車が村を出るまで頭を抱えていたのだけど──




　数秒おきに、リタが指先で唇をなでて──ナギと触れあったときの感触を思い出していたのは、誰にもないしょのお話なのだった。








あとがき






　こんにちは、千せん月げつさかきです。

『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』７巻を手にとっていただき、ありがとうございます。

『チート嫁』も、いよいよ７冊目に突入しました。

　今回は奴隷少女たちとの『社員旅行』の、後半戦のお話になります。

　港町に帰ることになり、旅の支度を始めるナギたち。

　その前に市場で買い物をしていると、小さな事件に巻き込まれることに……。

　そうして出会う、とある騎士志望者。

　小柄なその人物の秘密と、その正体と属性とは……？




　もちろん途中の町では、観光をしたり、デートをしたり。

　新キャラが加入しての『いちゃいちゃ旅』は、まだまだ続きます。




　今回も書き下ろしエピソードを追加して、ＷＥＢ版とはちょっと違う展開になっております。

　そのきっかけを作り出した『彼女』とは……はたして。

　ぜひその目で、確かめてください。




　それはさておき。

　ただいまカタセミナミ様が描くコミカライズ版『チート嫁』が、ドラゴンエイジ様で連載中です。

　ナギとセシルとリタがマンガの世界でいちゃいちゃしたり、バトルしたりしてます。コミックも２巻まで発売中ですので、ぜひ、読んでみてください！




　それでは、最後にお礼を。

　書籍版『チート嫁』を読んでくださっている皆さま、いつも『小説家になろう』でＷＥＢ版を応援してくださっている皆さま、本当にありがとうございます！　『チート嫁』も７巻まで来ました。これからも、どうぞよろしくお願いします。

　イラスト担当の東とう西ざいさま、今回も素晴らしい挿絵をありがとうございました！　キャラデザのカトラスは想像以上に凜り々りしくて可愛かわいくて最高でした！　担当のＫさま、いつもありがとうございます。細かいところばっかり気にしている作者ではありますが、これからもどうか、よろしくお願いします。

　そして、この本を手に取ってくださった皆さまにも、最大級の感謝を。

　もしもこのお話を気に入ってくださったら、どうか、またお会いしましょう。


千月　さかき


















　世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～電子特別お試し版　（著：筧千里　イラスト：ｈｕ‐ｋｏ）
















　ノアが天職『勇者』を授かり、五年。魔王討伐という面倒な使命を避け続け、彼は探し求めた「転職の書」の前に立っていた。──転職して、田舎で嫁でも迎えてのんびり幸せに暮らそう──そう願う彼の次の天職は『魔物使い』。それは、自分より低レベルの魔物を仲間に出来るという〝元カンスト勇者〟だった彼にとっては最悪の職業で……？

　僕は魔王じゃありません！　隠居したい元勇者は、夢のほのぼのスローライフを実現できる……のか？








プロローグ　そして魔物使いは成る









「やっと、見つけた……」

　達成感に僕の口から出た一言は、そんな何の変哲もない言葉だけだった。

　数多の魔物を斬り伏せ、数多の罠わなを回避し、ひたすらに邁まい進しんしてきた結果、やっと発見した──そんな、僕の求めてきた夢の結晶が、今、目の前にある。

　祭壇のような場所に置かれた、一冊の本だ。

　これを手に入れるために、僕は命懸けでここまでやってきた。

「……ノア様。やっと、あった。嬉うれしい」

「ああ、ようやくだ……」

　ノアというのは、僕の名だ。

　正確にはノア・ホワイトフィールドという。

　姓はあるけれど大貴族というわけではなく、地方に居を構える下級貴族の三男である。勿もち論ろん領地なんて持ってない、辺境伯の支配する領地においてその執務の一部を任されているだけの陪臣の家系だ。父は男爵という立場にあるけれど、実質的にはただの辺境伯の使い走りに過ぎない。

　そして、そんな家に生まれた僕も、一応貴族家の生まれと言える。だけれど、果たして夕食に一ひと欠片かけらの肉が入ったスープがあるだけで喜ぶ貧乏な家を貴族と呼んでいいのだろうか。しかも三男であり、長男と次男は存命である。そして貴族家に生まれた者で、家を継ぐ権利を持つのは嫡男だけだ。継ぐ必要もなさそうな家だけれど、一応我が家を継ぐのは嫡男にして長男であるハル兄さんである。

　そういう経緯もあって、次男であるレイ兄さんはさっさと家を出て騎士団に入り、同じく僕も自由の身となって冒険者となった。

　全ては、目の前にあるこの本を求めるために。

「これが……『転職の書』……！」

　職業というのは、天より与えられるものだ。

　全ての人間は十五歳になったときに、天より職業を授かる。それが、その本人の持つ資質という形で与えられるのだ。どういう判定基準なのかは全く分からない。その人の生まれ持ったものであるとか、それまでの経験を加味したものとか、本人の一番やりたいことが反映されるとか諸説はあるけれど、さっぱり分からないというのが事実である。実際に、パン屋の息子が与えられた職業が『鍛治師』だった、という例もあるそうだ。

　例えば、レイ兄さんのように『騎士』の職業を授かった者は、たとえ平民でも女性でも騎士団に加入することができる。それくらい、この天職というのは重視されているのだ。

　僕も、十五歳のときに天より職業を与えられた。

　どきどきしながら、僕も『騎士』を与えられるのか、それとも『魔術師』を与えられるのか、それとも『村人』とか『商人』とかのハズレ職業を与えられるのか待った。どんな職業であれ、それが僕の天職ならば受け入れようと考えていた。

　そんな僕に与えられた職業──それは、『勇者』だった。

　二度言おう。『勇者』だった。

　あらゆる悪を倒し、世界に蔓延はびこる魔物を相手にし、最終的には魔王を倒す、あの勇者である。

　歴史上、今まで何度となく現れてきた魔王を倒すのは、常に勇者の役割だと決められている、あの勇者である。

　世界にたった一人しか存在せず、天職として与えられた者がいれば国から認められ、魔王を倒すまで決して戻ってくることができない旅に出なければならないという、あの勇者である。

　そんなの全力で御免だった。

　そもそも昔から疑問に思っていたのだ。どうして魔王を倒すのは常に勇者の役割なのだ、と。

　大体、魔王がいたからといって別に何か不利益があるわけじゃない。魔王を倒しても魔物がいなくなるわけじゃないし、割と世界は平和だ。どこか遠くにいる魔王よりも、ちょっと好戦的な隣国の方が危険なこの国において、勇者の必要性なんてどこにもない。まぁ、会ったこともない魔王が本当に世界征服を志しているのかは、僕には分からないけれど。

　まぁ、そんなわけで僕は絶望した。自分が『勇者』の職業を与えられたと知ったその瞬間に、絶望した。

　天職の儀式を行ってくれた神官からも、一緒に儀式に赴いた友人からも心配されるくらいに、絶望した。

　せいぜい良かった点といえば、天職の儀式において授かるお言葉は、その本人以外に誰にも聞こえないことだろう。魔術師による《解析アナライズ》をかけられない限り、天職は基本的に自己申告だ。『騎士』のように、国家に仕える者の職業に対しては常に《解析アナライズ》がかけられるために、詐称は無意味とされる。

　だからこそ僕は、自分の職業を詐称した。『村人』だった、と。

　神官も友人も、大いに憐あわれんでくれた。何の能力も持たず、自身の身体能力に何の強化もかけられない『村人』は、かなりのハズレ職業だからだ。父に報告したときには、「お前は本当に役立たずだな」と罵られたものである。

　だが、それでも良かった。

　僕が『勇者』だと申告すれば、その瞬間に僕は魔王を倒すまで戻れない最悪の旅に出ることになってしまうのだから。

「……ノア様、やっと」

「やっと、だね。今までありがとう、ルリ」

「……違う。ルリは、ノア様に、ずっと、従う。これからも、一緒」

「それもそうか」

　ははっ、と笑う。

　そんな僕の隣にいるのは、ぼろぼろのメイド服に身を包んだ少女だ。

　僕の実家、ホワイトフィールド家から与えられた側仕え、ルリである。

　貴族は最低でも一人、自分に従う側仕えを与えられるのが慣習だ。僕はホワイトフィールド家の三男として七歳を迎えたときに、奴隷商人から購入してきたという異国の少女を与えられた。それがルリである。

　南の血が入っている褐色の整った顔立ちは泥で汚れ、メイド服はどこもかしこも破れている。僕よりも頭一つは低い背丈の少女でありながら、僕の過酷な旅にずっとついてきてくれたのだ。主に戦うのは僕ではあったものの、食事の支度などを行ってくれていたルリと、僕は二人三脚で歩んできた。

　異国から身売りに出されたところを僕の父に買われ、行くところがないというのは本人談だが──それでも、過酷な旅だった自信がある。

　元来無口な性分であるため、未だに言葉がたどたどしいのが難点だろうか。まぁ、僕にしてみれば意思の疎通ができるだけでも十分だ。

　そんな過酷な旅路の成果が、ようやく発見できたことを嬉しく思う。

「五年間、か……長かったね」

「……どこか、で、落ち着く？」

「そうだね。もう、『勇者』を背負わなくてもいいからね」

　僕は全力で、自分が『勇者』であることを隠しながら、旅に出た。この世で僕が『勇者』だと知っているのは、僕とルリだけだ。

　冒険者ではあるけれど、冒険者ギルドには何の登録もしていない。最初は登録しようと思ったのだが、冒険者ギルドから発行されるギルドカードには、もれなく自分の職業が書かれるのである。それも自己申告ではなく、ちゃんと《解析アナライズ》にかけられてだ。この事実を知らずに登録していたら、本気でまずかった。

　まぁそんな感じで、僕は自称冒険者であるが実質的には無職である。

　そんな僕が旅に出た理由──それは、噂うわさにだけ聞く伝説の品、『転職の書』を求めてのことだ。

　深い迷宮の最奥にあるとか、エルフの隠れ里にあるとか、ドラゴンの巣にあるとか、その噂だけが横行しているそれは、世界で唯一、自分の職業を変えることのできる本のことだ。

　歴史に残る冒険者アレキサンダーは、転職の書を用いることで『戦士』から世界で唯一の『魔法戦士』になったという。魔術を剣に纏まとわせ、物理攻撃に対する耐性がある魔物とも、魔術攻撃に対する耐性がある魔物とも十全に戦えていたという伝説を持つ。他にも何人か転職の書を得た者はいるらしいが、現在のところ存命の者はいないようだ。

　そこで、僕は思った。

　僕が転職の書を使えば、この忌々しい天職、『勇者』を、変えることができる──と。

「どう、使うんだろう……」

「……ページを、破る、とか」

「破ってもいいのかな……？　うーん」

　ぺらぺらとページを捲めくりながら、ルリと共に首を傾げる。

　ここに至るまで、長い長い旅路を経てきた。十五歳にして忌々しい天職を与えられ、すぐにルリと共に旅立ってもう五年ほどになる。実家には一切顔を出すことなく、僕は世界中を探し続けてきた。

　もっとも、そんな長い旅をすることができたのも、『勇者』としての力ゆえだろう。忌々しい天職ではあるけれど、さすがは一人で魔王と相対できる力だ、と感心したものである。ルリを守りながらでも、僕一人で全ての魔物を倒すことができたくらいだ。

　そして、やっと発見したここは、噂の一つだった『世界最大の迷宮の最奥』。

　リルカーラ遺跡──深い森の中にある、地下迷宮だ。

　かつて、千年ほど前にこの地にいたという魔王リルカーラ。そんな魔王リルカーラを当時の勇者ゴルドバが倒し、以降放置されている迷宮である。結果、魔物の巣となり冒険者も訪れるものの、地下に進めば進むほど魔物もどんどん強くなってゆくという鬼畜な迷宮だ。

　何せ、僕でも入り口からここまで来るのに、一度も出ることなく二週間かかったのだ。実際、何回か死にかけた。『勇者』である僕でさえ、である。ルリがいなければ大丈夫だったのかもしれないが、今までずっと旅路を共にしてきたのだ。ルリだけ残るよう告げることはできなかった。

「ふーむ……」

　ぺらぺらとページを捲り続ける。

　色々な職業が載っているものだ、と感心する。どうやら一ページに一つのようで、最初は『戦士』、『魔術師』、『騎士』などよく聞く職業ばかりだったが、次第に『錬金術師』とか『狂戦士』とか珍しいものになってきて、後半に至ると『魔法戦士』とか『竜騎士』とか稀き少しような職業ばかりが並んでいる。

　さて。

　見つけたものの、さっぱり使い方が分からない。どうすれば僕は天職を変えられるのだろう。

　あ、『勇者』のページがある。まったく忌々しい。その隣に『魔王』のページが並んでる。てか、魔王って職業だったんだ。

　僕がぺらぺらと捲っている途中で、ルリもそれに恐る恐る触れる。別に触ったところで害がないのは、今の僕を見れば分かるだろうに。

　でも、そんなルリが触れたページ。

　それが──唐突に、光を放った。

「えっ……!?」

「……ノア様！」

　何か強制的な魔術をかけられているみたいに、僕の手が突然動かなくなった。僕の動きが唐突に止まったことに、ルリが焦っているのが分かる。

　手どころか、体が動かない。まるで、誰かに支配されているみたいに。

　そして──光り輝くページが僕を照らすと共に、僕の脳裏に声が走る。

　──天よりお前の職業を授ける。

　これは、あの天職の儀式において聞いた声。

　職業を授かるときにだけ聞ける、僕にしか聞こえない声。

　これで、僕は。

　忌々しい天職、『勇者』を捨てることができる──！

　──お前は、『魔物使い』だ。

　そんな言葉と共に、僕の手の中にある転職の書が燃え上がり、灰となる。

　僕は歓喜した。

　ここに、『勇者』ノア・ホワイトフィールドは死に。

　そして新たに、『魔物使い』ノア・ホワイトフィールドが誕生したのだ。








第一話　魔物使いノア・ホワイトフィールド爆誕









　新たに『魔物使い』ノア・ホワイトフィールドが誕生したのはとてもめでたい。素晴らしいことだ。

　だけれど、かといって実感は何もない。生まれ変わった感も特にないし。

　とりあえず、こういうときには確認するに限る。

「《解析アナライズ》」

　呟つぶやくと共に、僕の目の前に半透明の文字列が現れる。

　一応元『勇者』であるために、一通りの基礎魔術は使用できるのが僕の強みだ。特に《解析アナライズ》は、『魔術師』くらいしか使用できないものであるため、とても重宝している。

　ただし、対象にするのは自分か魔物、あとは道具に使うくらいのものだ。他人に勝手に《解析アナライズ》をかけるのは法で禁じられているので気をつけるように。プライバシーの侵害だからね。

　まぁ、この《解析アナライズ》も、自分に向けてやったものだ。







　この続きは現在配信中の『世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～』にてお楽しみください


(C)Senri Kakei, hu-ko 2018









千月さかき

SAKAKI SENGETSU

北陸のあたりにある、冬は寒くて雪がたっぷり降る地方在住のものかき。主な著作は「絶滅危惧種の左眼竜王レッドデータ・ドラゴンロード」（ＨＪ文庫）。静かな時は、だいたい何か読んでいるか、なにか書いているいきものです。



















カバー・口絵・本文イラスト　東西

装丁　木村デザイン・ラボ












異い世せ界かいでスキルを解かい体たいしたらチートな嫁よめが増ぞう殖しよくしました 7




概がい念ねん交こう差さのストラクチャー








千せん月げつさかき





[image: ]





2018年9月10日　発行





(C)Sakaki Sengetsu, Touzai 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

カドカワBOOKS『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました 7　概念交差のストラクチャー』

2018年9月10日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/cover.jpg
)
N
)
©
()
D
R
L
EN






item/image/p035.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p197.jpg





item/image/p267.jpg





item/image/gaiji-0001.png
"





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第１話「ご主人様の髪を洗いたい少女のために、旅行前の買い出しに行くことにした」



		第２話「ちいさな騎士志望者による、資格取得マニュアル」



		第３話「省エネ使い魔をこまかく操って、『運良く』魔物を追い払った」



		第４話「説明会に遅れそうな候補者の救済措置と、見てはいけない落とし物」



		第５話「すべてをさらけだした騎士志願者の、秘密が意外と闇だった」



		第６話「名前を持たない姫君は、自分を『女の子』にして欲しかった」



		第７話「正義の騎士には『姫騎士のリボン』がとてもよく似合ってた」



		第８話「チート嫁別働隊のたたかい　─情報収集と、ご主人さま支援作戦─」



		第９話「目覚めた男装騎士王女と、女の子奴隷のご指導」



		第10話「変態ストーカー騎士迎撃戦と、フィーンの自分専用トラップ」



		第11話「同じだけど違うふたりの、たったひとつのお願い」



		第12話「旅行のあとの部屋割りは、意外と重大な問題だった」



		第13話「ふたりでひとりの奴隷の再調整は、意外とテクニカルな作業だった」



		第14話「逃げ出した引退騎士と、帰ってきた親友」



		第15話「旅の終わりのあいさつと、『天竜の翼』の願い」



		第16話「『能力交差』と、帰らない帰り道」



		番外編「リタとカトラスと、先輩奴隷のご指導」



		あとがき



		世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～　電子特別お試し版　（著：筧千里　イラスト：ｈｕ‐ｋｏ）



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-0002.png
m





item/image/gaiji-0003.png
"n?





item/image/cover-otameshi.jpg





item/image/p013.jpg





item/image/p099.jpg





item/image/p137.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
T2 BOSMS 80—
= CALKTE

EEEDSREE

[ 52480 50 SRR -V R P L TR0 R —
NI QIR-VGHER #0103V
RKSQ RO — ]

193081302 [P SHLILO°
...... ERSMDRFEMDR NWOLO QK0435

Ty






item/image/toc-001.jpg
916
952 %
0 3k
0954 G
955 Gk
6 i
97 i
5 8 il
059 Ak
F107E
H11EE
125G

HE1455

51555

H6as T

EERAR

Contents

FTENBOEETO WD RDTDIC A TR LI T iz Uiz 005
MBNE LB ERHIC K 2 EBIU =2 77)V) 026
MALIMEVER T Eh < o TN S EB A5 T2 040
IBWIEICENZ S REHiEOBGHTR & TR0 R0 L LD 052
FERTRE ST LT LEBE O D EI L /T 5 720 060
AN T IR ORI, AR ZTRO IS L TRULA > T2 069
NEROEcid R0V RV HeTE K IBH-> T 082
[F— gD f-me —HiE L, SN E E3RFIE—) 107
FESED T PG L E L & o 7k THRIS) 119

METEA b— A= R e 7 0 — DA b 7 130
MHICREG EiES 5Tz0 DT> 120 DDV 151

Miki7DH & DFREH D &, 9 e ERLRJETE > 72 161

[572D TUL Y ORFRDO IR I 70 20 VI TE o o) 180
TR U7 RS L & o T & Tl 208

M) xed b AL Jeilillbako i) 271
HLhiE 202





item/image/p289.jpg





item/image/p001.jpg
TFHIHE sxo08m






item/image/logo-kadokawabooks.png





item/image/p007.jpg





item/image/p249.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
[ DT [ETQ9R°
RENKSELS0

DONDVNQ L 251





